
    
      
        
      
    

  














モナミは宇宙を終わらせる？　We are not alone！
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。






















モナミは宇宙を終わらせる？

Ｗｅ ａｒｅ ｎｏｔ ａｌｏｎｅ！
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Opening　─武蔵虹北高校におけるシンクロ騒動の報告書─








　シンクロとは、身近におきたことが世界の大事件になってしまうこと。

　今回の発生場所は、武む蔵さし虹こう北ほく高校。

　科学部部長、神かん田だ川がわ永と遠わが作ったニトログリセリンを、野球部主将の安あん藤どうが校内に仕掛けた（ちなみに、ニトログリセリンを『煮トロ』という魚料理と間違えたのは、真ま野のモナミ）。

　この事象が中東紛争とシンクロし、中東諸国に核兵器を提供するＱ国が現れた。

　何もしなかった場合、中東紛争を火種に、第三次世界大戦が起こることをサキミが予見（ちなみに、未来を見ることができる能力を持ったサキミを、鶏とり肉にくのササミと間違えたのは、真野モナミ）。

　最悪の事態を避けるため、校内でニトロを探索し、回収活動に入る。

　このとき、真野モナミを同行させたのは、左記のような理由である。

　不確定要素であるモナミの行動が良い方向にシンクロすれば世界は助かるが、悪い方向に転がれば世界は確実に終わってしまう。野放しにするよりは、近くにおいて、その行動を抑制するのが最善の手立て。

　また、モナミが世界を滅ぼす存在という認識を持った組織は、モナミの命を狙っていた。その者たちからモナミを救う必要もあった。

　はっきり書いておくが、おれはモナミの命がどうなろうが知ったことではない！　サキミが、世界を救うためにはモナミが必要だという未来を見て、おれに、『命に代えても真野モナミを守れ』という命令を出したからだ（でなければ、おれ自身の手で奴の命を止めていたことだろう）。

　ああ、思い出しただけでも腹が立つ。

　モナミ本人に悪気は無いのだが、奴が動けば、かなりの確率で周辺の人物、物体などに多大の被害が出る。悪気があるとか無いとかいう以前に、モナミの存在自体が問題なのである。

　本人は否定しているが、これは紛れもない真実だ。

　最近は、『ミス武蔵虹北』と呼ばれている。本人は〝武蔵虹北高校で一番の美少女〟という意味だと勘違いしている。どうして、日頃の行いから、〝武蔵虹北高校で一番ミスが多いドジっ娘こ〟と解釈できないのだろうか、不思議だ。

　まったく、あいつのせいで、おれがどれだけ迷惑したか……。

　どす黒い殺意が湧いてきたので、シンクロについてわかったことを書いておく。




・シンクロが起こる時間については、ズレがある。

　学校で起きた事象（あるいは、世界で起きた事象）に対して、シンクロした事象が起きるのは、早いときには同時。事象によって、どれぐらいのズレが出るかは不明。

　三ヶ月前に、美術の授業で怪獣を作ったバカがいる。『美み久くラス』という、ふざけた名前だ。しかし、世界のどこにもピンクのリボンを付けてマニキュアをした怪獣が現れていないため、シンクロが起きる場合、遅くとも三ヶ月以内に起こるのではないかと考えられる（この件については、モナミに「怪獣作ったときは、正義の味方も忘れずに作れ！」と説教しておいた）。

・シンクロが起きる原因は、人々のストレスである。

　これは、騒動の最中に科学部部長の神田川永遠女史が言った言葉である。真実を言い当てているようだが、意味するところは不明。たかがストレス程度で、世界が終わるようなシンクロを起こされたら、たまったもんじゃねぇ！

　また、神田川女史においても、人為的にシンクロを起こしたり収束させたりすることは不可能。それは、台風が起こる原因がわかっても、人間が台風をコントロールできないのにも似ている。モナミは、「わたしも、テレビのラーメン特集を見て、ラーメン食べたくて暴れだしそうになる自分をコントロールできないときがあるわ。それと一緒ね」と言ってたが、全く違う。

・シンクロは、真野モナミを中心に起こることが多い。

　今回起きた大小様々なシンクロに関して、常にモナミが関わっている。モナミが武蔵虹北高校を卒業したら起こらないかどうかは、不明。この点については、早期に解明して欲しい。

　もし、モナミが卒業することでシンクロが起こらないようになり、世界に平和が訪れるのなら、すぐに家庭教師をつけるべきである（「だってわたし、漢字の国の人だもん」なんて言ってるから、英語の成績が最悪なんだ！　あと、国語の成績もイマイチなんだから、「平仮名の国の人」と言い直せ！）。




　モナミに関わることを書いていると、血圧が上がって健康に悪い。というわけで、シンクロ騒動の報告書は、ここまで！

　詳くわしくは『モナミは世界を終わらせる？』に書かれているので、そちらを読んで欲しい。

　以上！




報告者：丸まる井い丸まる男お






　追記：土産用に買ったチョコバナナ大福をモナミに喰くわれたので、経費で認めて欲しい。







Scene 01　モナミがクラブ活動に目覚める







　美しい……。

　わたしは、愛用の丼を見つめる。柔らかな曲線は、ギリシャ彫刻の女神像を思わせる。色は、白一色。行きつけの百円ショップで見つけた逸品。それは、運命の出会い──。

　いや、いつまでも見とれてるわけにはいかない。今は、登校前。一分一秒が惜しい！

　わたしは、パックの納豆を丼に投入。右手に構えた箸はしの先を、約二十八度の角度で開く。

「萌も奈な美み、行きます！」

　箸を納豆に突き立てると、ひたすら搔かき回す。今、わたしの頭の中は〝無〟だ。

　ｐｉ ｐｉ ｐｉ ｐｉ ｐｉ──セットしておいたキッチンタイマーが、わたしを悟りの境地から呼び戻す。

　丼の中には、徹底的に搔き回され、白く泡だった納豆。

　そこへ、付属のタレ、刻んだオクラにキムチ、ネギ、海の苔りを入れる。軽く搔き混ぜてから、イカの塩辛とツナフレーク、油を使わずに作った炒り卵、辛みの強い大根おろしを投入！

　目の前で朝食を食べている弟の智とも希きが、ゲッソリした顔をしている。

「寝不足？　顔色が悪いよ」

　姉が、優しく心配してるというのに、

「朝っぱらから、妙な納豆を見せられたら、気分も悪くなるよ」

　智希の言葉を無視して、わたしは納豆作りの仕上げにかかる。少量のマヨネーズ、辛子を入れ、慎重に醬しよう油ゆ差しを左手に持つ。ここで醬油の量を間違えたら、今までの苦労が台無しだ。

　右手の箸で納豆を搔き混ぜながら、醬油差しを傾ける。

　ツーッと落ちる醬油。……まだだ、まだ……。

「ここだ！」

　醬油差しを持った手を振り上げる。

　勢いで飛び散った醬油が、智希のカッターシャツに、素敵な水玉模様を描いた。

「……」

　黙って席を立つ智希。シャツを着替えに行ったのだろう。水玉模様のシャツなんて、校則違反だから仕方ないわね。

　わたしは、できあがった納豆にご飯を放りこみ、鰹かつお節ぶしを振りかける。

「いただきます」

　丁寧に手を合わせてから、一心不乱で納豆ご飯をかきこむ。

　ん……んまい！

　夏の暑い一日を乗り切るためのパワーが、体の中で膨らんでくるのがわかる。

　テレビに目をやると、朝のニュース。

　一ヶ月前にカナダで見つかった巨大クレバスの本格調査が、四日後に始まるそうだ。変わりやすい気候と険しい地形が人間の手が入るのを拒んでいたんだけど、ようやく調査の目め処どがついたのだろう。

　それにしても、ご苦労様な話だ。調査隊の隊員は、温かい納豆ご飯も食べられないだろう。せめて、日本にいるわたしが、味わい尽くしてやろうじゃないか。

　もう一つのニュースは、バンクーバーで行われる国際芸術祭。芸術を通して各国が交流し、世界平和を実現しようという目的だ。世界平和はともかく、目玉は、各国の一流俳優を集めて、最終日に上演される『Ｗｅ ａｒｅ ｎｏｔ ａｌｏｎｅ』という舞台。舞台俳優だけでなく映画俳優も出演するため、〝演技のバトルロイヤル〟と期待されている。

　テレビ画面に、最近、離婚の莫ばく大だいな慰い謝しや料を払ったハリウッドスターや、往年の大女優の写真が映る。Ｖサインをして映ってるのは、脚本も書いたジョージ・ムーン舞台監督だ。

　世界中から役者を集めてるけど、何語を使って芝居するんだろう？

　そんなことを考えてたら、着替えを終えた智希が戻ってきて、わたしの食べてる物を指さす。

「あのさ、姉ちゃん。そんなゴテゴテした納豆より、何も入れない方が、納豆自体の味がよくわかるんじゃないかな？」

　フッ、わかったようなことを──。反論しようとしたら、智希が慌てて叫んだ。

「わー、何も言わなくていい！　姉ちゃんが口を開いたら、納豆が飛んでくるだろ！」

「ふぉふぉふぁ愚かふぉふぉ者！」

　わたしの口から飛びだした納豆の豆が、糸を引いて智希を襲う。

　カッターシャツを手でかばう智希。

　わたしは、構わず続ける。

「そりゃあんたの言うとおり、ピュア納豆を楽しみたいなら、なにも入れないのが正しいわ。でもね、わたしたちは若いのよ！　今、納豆の可能性に挑戦しないで、いつ挑戦するのよ！　何も入ってない納豆なんて、年取ってから食べたらいいのよ！」

　わたしの熱い主張とともに、納豆の豆が、ガードされてない智希の顔面にへばりつく。

「……」

　智希が立ち上がる。姉の主張に感動した涙を拭ふきに行ったのではなく、ただ単に顔を洗いに行ったのだろう。

　わたしは、智希が食べるのを放棄したキュウリの糠ぬか漬づけを箸で引き寄せる。いや、放棄してないのかもしれないが、そんなことは些さ細さいな問題だ。

　きれいな顔になった智希が戻ってきた。何か言いたそうな顔なんだけど、無言でテレビをビデオ入力モードに替える。

「こらこら。お姉様が世界情勢を学んでいる最中に、なにをするんだバカ弟！」

「深夜映画の『宇宙人東京に現わる』、ちゃんと録と画れてたか確認しようと思ってさ──」

　おお、そうだった！

　今月の深夜映画は、『侵略者インベーダーがやってきた！　Ｈｅｙ、Ｈｅｙ、Ｈｅｙ！』と銘打ち、〝侵略もの映画〟の大特集をやっている。『インデペンデンス・デイ』や『スカイライン─征服─』など、凶悪な宇宙人が地球征服に来る映画を「どぅや！」ってくらい放送している。

　これが、すごい視聴率なんだって。

　わたしも楽しみにしてるけど、ここでニュースから娯楽映画にシフトしたら、姉としての威厳にかかわる。それに、世界情勢が気になるのも本当だ。

「智希の言いたいことは、よくわかった。しかし今は、世界情勢の方が大切なのだよ」

「姉ちゃんだって、前はニュースなんかちっとも見なかったじゃないか。なんで、急に見るようになったのさ」

　智希の指摘も、もっともだ。

　しかしわたしは、シンクロを経験した。自分の世界が、狭い身の回りだけではなく、大きく地球全体と関わる体験をした以上、「送り仮名、間違ってるんじゃないの？　本当は『宇宙人東京に現る』が正しいよね」なんて考えてる場合ではないのだ。

「智希も、大人になればわかるわよ」

　わたしは、年長者の笑みを浮かべて、丼についた納豆の粒を口に入れた。




　よし、お腹もふくれたところで、自己紹介！

　わたしの名前は、真ま野の萌奈美。武む蔵さし虹こう北ほく高校に通う二年生だ。

　どこにでもいる平凡な女子高生。それがわたし。昨日と同じ今日を生き、同じような明日が来ると思っていた。

　そんな生活に異変が起きた。

　○まる男おとかいう忍者が現れて、わたしたちの学校と世界の大事件が同調シンクロしてると言うんだ。おまけに、わたしが不確定要素で、下手な動きをしたら世界が終わると脅された。

　さて、この〝シンクロ〟というやつだが、○男の説明を聞いても、理解できない。○男自身、よくわかってないんだから、ちゃんと説明できるはずがない。

　簡単に言うと、『風が吹けば桶おけ屋がもうかる』というやつみたいだ。

　とにかく、理屈はわからないけど、シンクロは起こった。それは、紛れもない事実。

　つい先日も、下手したら第三次世界大戦が起こるかもしれないシンクロがあった。まぁ、わたしという〝不確定要素〟の大活躍で地球は救われたわけだけどね（自慢、自慢！）。

　未来は、ある程度の確からしさをもって決定しているらしい。ところが、わたしが行動することで、決定してる未来が変わってきたりする。いい方向に変わればいいが、下手したら世界が終わるような未来に変えてしまう不確定要素。それが、わたし。

　しかし、もう心配することはない。

　○男も山に帰ったし、その後、シンクロらしい出来事も起こってない。

　日々是これ平穏──毎朝、たくさんの朝食をお腹に入れて学校へ向かう、代わり映えしないけど平和な日常が帰ってきた。

　もっとも、今日は少し食べすぎてお腹が重いけどね……。




　空が青い。

　ずっと向こうから、ホイップクリームを盛り上げたような入道雲が見える。うう……涎よだれが出そうだ。

　まだ八時前なのに、気温はどんどん上がっている。夏本番だ。

　あと三日で、夏休みがやってくる！　そう思うと、自然に頰が緩んでしまう。

　わたしは、空に昇っていきそうな急坂を前に、胸を張った。毎年、大量の中途退学者を出すという坂だ。周りの学生は、アスファルトから沸き立つ熱気に、早くもダウンしている。フッ、この程度の暑さ、スペシャル納豆丼を食べたわたしの敵ではない！

　わたしは、暑いのが好き。食べ物が腐りやすくなるという欠点があるが、かき氷もソーメンもスイカもおいしい季節だ。

「なに、うれしそうな顔してるの？」

　ルナが、声をかけてきた。まったくうらやましいナイスバディに、ストレートの黒髪。胸元でゆれる制服の青いリボン。融通が利かない性格してるけど、わたしの親友だ。

　レースのハンカチで、鼻の頭の汗を押さえる仕草が、なんとも女性らしい（……どうせ、わたしが似合うのは首タオルだ）。

「おっはよぉ、ルナ。今日も、いい天気だね」

　笑顔のわたしに、溜ため息いきをつくルナ。

「萌奈美は元気ね。今日も暑くなりそうなのに……。あなた、太陽エネルギーを吸収してパワーに変えてるんじゃない？」

「違うよ。わたしを元気にしてるのは、鰹出だ汁しの匂い。──今日のお弁当、なに？」

「相変わらず、犬並みの鼻ね」

　ルナが、お弁当箱の入ったトートバッグを肩の高さまで持ち上げる。

「ソーメン、いっぱい茹ゆでてきたの。小麦粉と食塩、食用植物油で打ったソーメンだから、のびる心配はないわ。汁は、ちゃんと鰹節を削ってとったのよ」

　わたしは、心の中で尻しつ尾ぽをパタパタ振った。

　ルナは、大食いのわたしのために、いつもお弁当を多めに作ってきてくれる。まったく、この優しさ。わたしが男の子なら、絶対にルナを嫁さんにするんだけどな。

　幸せ一杯のわたしの横を、立ちこぎの自転車がフラフラしながら登っていく。

　坂の途中に、グラウンドがある。坂を登り切ると正面なんだけど、そちらへ向かうのは一年生だけだ。二年生以上は、グラウンドを横切って校舎を目指す。観客席代わりの階段斜面を登る方が、教室に近いからだ。

　グラウンドでは、サッカー部や野球部、陸上部にラグビー同好会が朝練している。それぞれ、邪魔にならないように練習場所を決めている。

　以前、練習場所を主張し合った結果、中東で領土争いが起きた。そのことを彼らは知らない。

　わたしは、練習している部員に向かって手を合わせる。

　校舎の周りには、まるでバリケードのように花のプランターが置かれている。それは、「学校を花で埋め尽くしたい」と考えている園芸部顧問の小お川がわ先生の、愛の結晶。花たちは、とても元気。なにか楽しいことが起きるのをワクワクして待ってる──そんな感じが伝わってくる。

　下駄箱で、靴を脱ぐ。

　ルナが下駄箱の扉を開けると、カサリと三通の封筒が落ちた。ラブレターだ。『桐きり野の瑠ル菜ナ様へ』──三通とも筆跡が違うが、どれも一生懸命に書いたことが伝わってくる字だ。

「モテモテだね、ルナ」

　今どき、手軽な携帯ツールを使わずに、古風に手書きで迫ってくるところで、相手の熱意がわかる。でも、ルナは苦笑い。

「困るわ」

「なに贅ぜい沢たくなこと言ってんのよ。いらないのなら、わたしに一つちょうだいよ」

　手を出すわたしに、首を横に振るルナ。

「ほら、なんだかんだ言っても、ルナもうれしいんじゃない。素直に喜びなさいよ」

「そうじゃなくって。萌奈美にわたすと、手紙の相手が不幸になるような気がして──」

「……」

　ルナ……。あんた、なにげにわたしの心を傷つけてるよ。

　わたしは、涙をこぼさないように気をつけて、下駄箱の扉を開けた。

　すると、そこに一通の封筒！

「おおー！」

　思わず、叫び声が出る。下駄箱に手紙──わたしの十数年の人生で、初めての出来事だ。

「萌奈美だって、モテるじゃないの」

　わたしの背中をポンと叩たたくルナ。

「そりゃまぁね。なんてったって、わたしは『ミス武蔵虹北』だから」

　微笑むわたし。なぜか、ルナがソッと目をそらす。

　自慢するわけじゃないが、わたしは『ミス武蔵虹北』と呼ばれている。正直、そこまでかわいくないと思うのだが、辞退したら思い上がったイヤな女と思われる。

　そう、わたしは『ミス武蔵虹北』。あえて、否定しない！

「ねぇ、なんて書いてあるの？」

　覗のぞきこんでくるルナから隠すようにして、封筒を観察する。

　招待状を入れるような、白い角封筒。差出人の真面目な性格が伝わってくる。表には、印刷された『真野萌奈美様』の文字。ふむ、ワープロソフトを軽やかに使えるということは、将来性もある。これからの時代、コンピュータを使えるのは、出世する最低条件だからね。

　わたしは、封筒の中から手紙を出した。

　印刷された『図書委員会からの連絡』の文字。その下に、下手な手書きの字で一学期終業式の日付が書いてあり、『までに返却してください』の活字。

　余白には、鉛筆での殴り書き。

「いっつもいっつも、返却期日を無視しやがって！　一学期中に返さなかったら、校内引き回しの上、獄ごく門もん磔はりつけだからな！　覚悟しとけ！　　図書委員会委員長　白しら川かわ文ふみ彦ひこ」

　文字の一つ一つから、怒りの感情がほとばしっている。

　しかし、それ以上に『磔』なんて難しい漢字を読める自分に、感動してしまった。いや、ここは書ける図書委員を誉めるべきか──。

「ねぇ、なんて書いてあるのよ」

　わたしから紙を奪い取ろうとするルナ。いくら友達でも、この紙を見せるわけにはいかない。

「えーっとね……。なんか、終業式までに大事な用があるって──。そりゃもう、熱烈な文で、わたしも焦るわ！」

　慌てて紙を持った手を後ろに隠す。

　その瞬間──。

　なんともいえない気持ちの悪さを感じた。自分の体が内側からひっくり返るような、悪魔の長い舌で首筋を舐なめられたような……。

　そのため、体の制御をするのがワンテンポ遅れた。紙を持った手を後ろに隠す勢いで体が派手に回転し、下駄箱にぶつかった。

　ぐらり……。

　見なくてもわかる。背後で、大きな下駄箱が倒れていく……。倒れながら、スノコや傘立てを跳ね上げる下駄箱。さらに、スノコや傘立てが隣の下駄箱を倒す。隣の下駄箱が、倒れながらスノコや傘立てを撥はね上げる。そのスノコや傘立てが、さらに隣の下駄箱を──。

　それはもう、下ド駄ミ箱ノ倒し。

　わたしは、叫び声を出すこともできず、昇降口が地獄絵図に変わっていくのを黙って見てるしかなかった。

　──せめて、誰も下駄箱の下敷きになりませんように。

　都合の良いときだけの神頼みは、天に通じた。これだけの大災害が起こったのに、負傷者０。

　ただ……。昇降口の隅に置かれていた演劇部の大道具が、下駄箱の下敷きになり、お亡くなりになりました。

　合がつ掌しよう……。




　──正座させられるなんて、いつ以来だろう？

　放課後、わたしは演劇部の部室で考える。

　二年生になってからは、正座させられてない。去年は、三回だったかな。美術室の石せつ膏こう像を全滅させた件とプールの水を抜いちゃった件と、あとはなんだったっけ……。

　だいたい、正座なんてさせても無駄なんだ。それは、先生たちもよくわかってるはずだ。生徒指導の黒くろ岩いわ先生が、今朝の件でしみじみ言ったもん。

「最近になって、おまえに悪気が無いことは理解できた。だから、正座させても無駄だってことも──。それにしても、悪気が無いってのは手の打ちようが無いな……」

　最後の方は、説教と言うより愚痴だった。

　でも、正座が無駄だってわかってもらったのは収穫だ。

　問題は、今、わたしの前にいる人たちが、それを理解してないってことよね……。

　そんなことを考えていたら、

「大道具を壊したのは、あなたなんですね？」

　土下座するわたしの前で、月つき影かげ彪ひよう子こさんが言った。

　彪子さんは、三年生で演劇部の部長。ショートカットの髪に、凹凸の少ない顔。話し方も穏やかで、特徴が無い。しかし一度舞台に立てば、どんな役柄でもこなしてしまうという、天賦の才を持つ女優だ。

　そして、彼女の周りには四人の演劇部員が、「我ら演劇部四天王！」って感じで立っている。

　わたしに、逃げ道は無い。

「どうなんですか？」

　再度、彪子さんが訊きいた。

「はぁ、まぁ……。正確に言うと、図書委員会からの返却督促状が──」

「紙切れは、大道具を壊しません」

　わたしの言葉を遮る彪子さん。感情のこもってない目が、かえって怖い。

「現在、演劇部がどのような状況に置かれているか、ご存知ですか？」

　わたしは、首を横に振る。

「部員不足で廃部の危機という崖がけっぷちの状況です。実質、学校側は廃部扱いで、今年度は予算を出していません」

〝予算〟と言ったとき、彪子さんの目が暗く光った。これは、お金に苦労してる人の目だ。

　現在、我が校では弱小クラブの整理整せい頓とん廃棄計画が進行している。人数の少ないクラブや活動実績のないクラブを、小川先生が中心になって「ダンシャリダンシャリ！」と廃部にしてるのだ。そして、浮いた予算を、人数の多いクラブや成績の良いクラブに配分している。

　彪子さんが、遠くを見る。

「終業式の午後、演劇部は特別公演を行います。そのときに、小川先生たちを感動させる舞台を見せたら、部の存続を認めてもらうように交渉しました」

　それは、何よりですね。

「終業式まで、今日を入れて三日しかありません。つまり、わたしたちには大道具を直している余裕がないのです」

　彪子さんの言葉に、周りにいた演劇部員が大きくうなずく。

「というわけで、あなたには体で返してもらいます」

　体で返す！──その言葉に、わたしはドキリとする。

「演劇部に入って、早急に大道具を直してください。よろしいですね」

　……なんだ、体で返すって、そういう意味か。少しばかり安心したとき。

「ちょっと待ってください、部長！」

　演劇部員の一人、二年の江え藤とう徳とく児じ君が口をはさむ。紺色の袢はん纏てんに手ぬぐい鉢巻き姿は、見習い大工さんみたいだ。

「真野萌奈美は、ダメです。おれは一年の時に一緒のクラスだったから、よく知ってます。こいつの不器用さは神がかってます。これ以上、被害を大きくしたくなかったら、真野にはかかわらないことです！」

　さすが演劇部員。よく通る、いい声だ。

「でも、あなたが一生懸命作った大道具を壊されたんですよ。かまわないんですか？」

「かまいません。他の大道具まで壊されるよりマシです」

　江藤君が、シロアリを見るような目を、わたしに向ける。さんざんな言われ方だが、反論できる立場では無い。

　副部長の天あま野の涼りようさんが、江藤君の肩をポンと叩く。

「冷静になりたまえ、江藤徳児君。状況を考えると、人手も時間も足りない。ここは、彼女に入部してもらうのが最善だ。不器用でも高校生なんだから、それなりの仕事はできるだろう」

　学校備品のコンピュータを見ながら天野さんが言った。モニタには、表計算ソフトが映っている。本番までの練習スケジュールや、大道具等の製作進行状況が入力してあるのだろう。

　黒縁眼鏡を掛けた天野さんは、落ち着いた口調もあって物理の先生みたいだ。

「真野は、高校生というよりシロアリです」

　江藤君の反論。そうか、やっぱりシロアリだと思ってたのか。彼の考えてることをズバリ当てたけど、ちっともうれしくない。

　天野さんは、江藤君を無視して、二人の一年生部員に訊く。

「高たか木ぎ小こ鳩ばと君と柴しば座ざ市いち君は、どう思うかね？」

「……」

　うつむいて答えない高木さん。小鳩という名前と、控え目な態度。でも、パッと見は男の子みたいな大柄の体。そして、ボーイッシュな顔立ち。気弱なタカラジェンヌという印象だ。

「そんなに心配だったら、江藤さんが真野さんの行動を見張ってたらいいじゃん。部員が一人でも増えたら、特別公演に失敗しても、廃部は取り消されるかもしれないしさ」

　もう一人の一年生、柴君が言う。中学一年生と言っても不思議じゃないくらい、幼く見える。

　彼が話すのにあわせて、持ってるマリオネットがフラフラ動く。高さ二十センチくらいのマリオネット。美術のデッサン人形みたいに、のっぺらぼうで服も着ていない。

「というわけで、ぼくは真野先輩が入部することに賛成」

　マリオネットが、ピッと手を上げる。まるで、生きてるようだ。

「おまえ、まだ入部して一ヶ月しか経ってないから、上演間近のたいへんさがわかってないんだ。綱渡りみたいなスケジュールで進行してるんだぜ。その厳しい状況で、なんで真野みたいな爆弾を抱える必要がある！」

　シロアリから、爆弾に変わった。これを進化と考えるべきだろうか。

「あの……わたしがドジなことは、自分でもよくわかってます」

　わたしは、タイミングを見て自己主張。

「だから、みなさまにご迷惑をおかけしても何ですから──。ここは退散することにしますね」

　正座で痺しびれた足を騙だまし騙し立ち上がり、みんなに背を向けた瞬間──。

　ガシッ！　背後から抱きしめられたわたしの体が、宙に浮く。

　高木小鳩さんだ。小鳩さんが、わたしを持ち上げている。

「……演劇部を助けてください」

　消え入りそうな声で小鳩さんが言うけど、助けて欲しいのはこちらだ。この体勢で彼女が後ろに倒れたら、バックドロップが決まってしまう。わたしは、死にたくない。

「落ち着こうよ、高木さん。ねっ、取りあえず、わたしを地面に下ろさない？」

　わたしの声が耳に入ってるのかどうか、彼女がブツブツ呟つぶやく。

「演劇部が無くなったら……わたし、居場所が無いんです。お願いです」

　うん、わたしもお願いしたい。頼むから、解放して！

「放してあげなさい、高木さん」

　彪子さんの声で、わたしは地面に下ろされた。

「結論を出しましょう」

　彪子さんが、ピシャリと言った。その言葉に、他の部員に緊張が走る。柴君のマリオネットも、直立不動気をつけ状態だ。

「いくら真野さんが不器用と言っても、猫の手よりはマシでしょう。そして今、我が演劇部は猫の手も借りたい状態です」

　彪子さんが、江藤君を見る。

「大道具を直すのも、江藤君が一人でやるより真野さんに手伝ってもらう方が早いでしょ？」

「……」

　何か言いたいことが山のようにあるんだろうけど、江藤君は、口を開くことができない。

　彪子さんが満足そうにうなずく。

「よって、演劇部は真野さんを歓迎します」

　反論する部員はいない。部長の出した結論は絶対で、逆らうことは許されない。そんな雰囲気がある。

　いや、いくら部員たちが言論統制されてても、わたしは逆らうぞ！

「ちょっと待ってください！　わたし、やっぱり演劇部に入れません。大道具については、責任を感じるから直しますけど、それと入部とは別です」

　雰囲気に流されちゃダメだ。言うべきところは、ちゃんと主張しないと──。

「これほど頭を下げても、入部しないと言うんですか？」

　少しも頭を下げてない彪子さんが言う。

　その横で、高木小鳩さんが腰を落とす。「バックドロップは、ヘソで投げる」という構えだ。

　しかし、わたしの気持ちは変わらない。

「わたしは、自由の旗の下で自由に生きるのです！」

　ドラマなら、ここでメインテーマが流れるところだ。

「ふむ……」

　彪子さんが、指を一本立てる。

「では、こうしましょう。駅前のスーパー銭湯『Ｙｏｕ！遊！湯！』の特別ご優待券──これで、手を打ちませんか？」

　制服の胸ポケットから特別ご優待券を出す。

「これ一枚で、ジャグジー、サウナ、アカスリ、マッサージ、露天風呂も使い放題。おまけに、湯上がり時の『フルーツ牛乳サービス』もついています。どうです？」

　わたしの『損得勘定専用計算機』が作動する。あっという間に、答えが出た。

「わかりました。そこまで期待されたら、引き受けないわけにはいきません。どこまで貢献できるかわかりませんが、演劇部の存続のために最大限の努力をします！」

　わたしの伸ばした右手を、握手と勘違いした彪子さんが手を出す。その手を無視して、わたしは特別ご優待券をつかみ取った。

　よっし、待ってろよ！　フルーツ牛乳！







Scene 02　モナミがスーパー銭湯で一皮むける







　左手を腰に当て、斜め四十五度上方を睨にらみつける。そして、右手に持ったフルーツ牛乳を喉のどの奥に流しこむ。

　わおおおおおおおおぅ！　サウナで汗をかききった体に、フルーツ牛乳が染みこんでいく。

　……最高だ。

　ここは、スーパー銭湯の『Ｙｏｕ！遊！湯！』。演劇部のお説教から解放された後、ゲットした特別ご優待券を握りしめて、一ひと風ふ呂ろ浴びに来たというわけだ。

　わたしが本格的に演劇部で活動するのは、明日から。それまでに、スーパー銭湯で心と体を癒いやしておかないとね。

　さて、あとまだやってないのは……。

　施設活用案内図を見ながら考える。サウナはミイラになる寸前まで入った。足つぼマッサージは、あまりの痛みにマッサージ師のおじさんを蹴けり飛ばしてしまった。残ってるのは──。

　迷ってると、『Ｙｏｕ！遊！湯！』のスタッフ甚平を着たお姉さんが、声をかけてきた。

「お嬢様、『アロマトリートメント』は、お試しになりましたか？」

　わたしが首を横に振ると、

「ぜひお試しください。アロマトリートメントは、アロマオイルを使った全身トリートメントです。マッサージでリンパの流れを促進させ、むくみの原因や全身の疲労を取り除きます」

　ふむ……。よくわからないけど、唐揚げを作るときビニール袋にニンニクダレと鶏肉を入れて、よくもむようなものだろうか？

　しかし、疲れがとれるのなら好都合だ。なんせ、明日から演劇部の激務が待っている。

「それでは、こちらへどうぞ」

　お姉さんが、わたしをアロマトリートメントのコーナーへ案内する。

　案内された小部屋は少し薄暗く、いい香りがした。アロマオイルの香りなのだろう。

　お姉さんに渡された、ハイレグの水着のような服に着替える。

「こちらへ、うつぶせになってください」

　言われるまま、タオルが敷かれたベッドに横になる。

　お姉さんが、足からマッサージしてくれる。ああ、極楽じゃぁ～。

「お嬢様、きれいな肌ですね」

　ほめられた。心の中で、エヘッと喜ぶ。

「無理なダイエットで肌を荒らしてる方が多いのですが、お嬢様の肌はスベスベですわ」

　はい、ダイエットなど、一切してません。

「さすが、ミス武む蔵さし虹こう北ほくですね」

　お姉さんの言葉に、びっくりする。

「どうして、わたしがミス武蔵虹北だと知ってるんですか？」

　首をひねって訊きくと、お姉さんは微笑んだ。

「もちろん、存じ上げてますわ。有名ですから」

　そうか、そんなに有名なのか！　わたしは、タオルに顔をうずめてグフグフ笑う。まいったな……。そんなに有名だったら、下手に買い食いなんかできないじゃないの。

　お姉さんの手が、背中から脇腹に滑すべる。

「でも、少しばかり、余分なお肉もつき始めてますね」

　ドッキ！　そりゃ、夏バテにならないよう、最近は無理にでも食べるようにしてたけど……。

「いくら桐きり野の瑠ル菜ナ様が作ってくださるソーメンがおいしいからといって、食べ過ぎはよくありませんよ」

　……あれ？　なんで、このお姉さん、ルナのことを知ってるの？　いや、それだけじゃない。今日のお昼に、ルナがソーメンを持ってきてくれたことも知ってる……。

　このお姉さん、いったい何者？

　すると、クックックという笑い声が聞こえてきた。

　首を回して、お姉さんを見る。楽しそうに笑ってるお姉さん。自分の顔に手を当てると、パックをはがすみたいに薄いマスクを取った。

「まだ気づかないとは、ピントがぼけてるのは相変わらずだね。それとも、ぼくの変装が完かん璧ぺきすぎてわからなかったのかな？」

　マスクの下から現れたのは──ナッ、ナル造ぞう！

「お久しぶり、モナミン」

　白い歯をキラリと光らせるナル造。わたしは、その横面に右フックを叩たたきこむ。

　なぁ～にが、〝お久しぶり〟だ！

　乙女の体をペッタラペッタラ触っておいて、他に言うことはないのか！




　権ごん田だ原わら大だい造ぞう──本名、ナル造。

　いや、違った。権田原大造の方が本名だった。でも、ナルシストのナル造は、「美しいぼくに、権田原などという名前は似合わない」とか言って、本名を認めようとしない。

　だから、わたしたちはナル造と呼んでるわけだ。

　もっとも、ナルシストになるのもわかる。確かに、背も高いし軽くウェーブのかかった髪は、イケメン俳優みたいだ。ただ、性格に問題があるのよね……。どれだけ容姿端麗でも、ここまで〝自分かわいい〟人間だと、痛々しい。

　あっと、一番の問題点を忘れてた。

　ナル造は、暗殺臣アサツシンという暗殺者集団に属していた。そして、この間のシンクロの時に暗殺臣の命令を受けて、わたしを殺そうとしたのだ。

　結局、わたしを殺すことをあきらめ、ナル造は暗殺臣を抜けた。裏切り者は殺されるという掟おきてがあるそうで、日本中を逃げ回ってると思ってたんだけど──。

　なんで、スーパー銭湯なんかにいたんだろう？

　今、ナル造は、『Ｙｏｕ！遊！湯！』の医務室で必殺ブローを受けた治療をしている。わたしは、一足先に近くにあるファミレスで、奴を待ってるというわけだ。

　スーパービッグパフェを食べ終えたとき、左頰の白いガーゼが痛々しいナル造がやってきた。スーパー銭湯の制服じゃなく、白い麻のスーツを着ている。頭には、白いカンカン帽。

「お待たせ、モナミン」

　口を開けにくいのか、発音がおかしい。あと、微笑んだときの歯の輝きも、弱々しい。

　わたしは、テーブルをバンと叩き、ふんぞり返るようにして口を開いた。

「正直に話してもらいましょうか。どうして、あんなところで、女の子の体をペタペタ触ってたのよ？」

「なんだか、痴ち漢かん扱いだね」

　苦笑するナル造。ウエートレスさんにアイスコーヒーを注文すると、わたしをジッと見つめて言う。

「モナミンに会いに来たのさ。びっくりさせてやろうと思ってアロマトリートメントのところで張りこんでたんだ」

　ついでに、女の子をペタペタ触ってたわけだ。

　わたしは、宇治抹茶白玉金時かき氷を追加注オー文ダーしてから、ナル造に訊く。

「それで、今は何してるの？　高校は？　中退して、フリーター？　それともニート？　さっきの見事な女装から考えると、ゲイバー勤めとか？」

　ナル造が額に指を当て、首を横に振る。

「ぼくに対する印象が、歪ゆがんでいるような気がするね」

　革の名刺ケースから一枚抜きだし、見せる。

　中央に大きく『Ｍｉｃ』と書かれた名刺。他には、携帯電話の番号とメアドが書いてあるだけ。所属や肩書きは書かれてない。かすかに、バラの香りがつけてある。

「なに、これ？」

「ぼくの名刺だよ」

「だって、『権田原大造』って書いてないよ」

　その瞬間、ナル造の雰囲気が変わった。全身から放たれる殺気で、空気が焦げそうだ。

「その名前で、ぼくを呼ぶんじゃない」

　わたしは、ガクガクとうなずく。

　そういえば、ナル造は自分の名前が嫌いで、「ミック」と呼んでくれって周りに言ってたっけ。……無視して「ナル造」って呼んでたけどね。

「というわけで、モナミンも、ぼくのことはＭｉｃと呼んでほしい」

「わかったわ、ミック」

　すると、ナル造が指をチッチッチと振った。

「ミックじゃない。Ｍｉｃ！　〝Ｍ〟にアクセントを置いて、Ｍｉｃ！」

　下唇を嚙かむようにして発音するナル造。まったく、面倒くさい奴だ。

　わたしは、絶対にＭｉｃと呼ばないよう決心した。

「名前のことは置いといて、この名刺、会社の名前とか部署とか、何にも書いてないけど」

「ちょっと、大っぴらに書かない方がいいところに就職したんだ」

　気取った仕草でグラスを持つナル造。きちんと小指が伸びている。

「モナミンの件で、ぼくは暗殺臣を抜けた。その後、たいへんだったんだよ」

「よく殺されなかったね」

　感心するわたしに、

「まずは、ぼくの腕が一流だってこと。あとは、就職先のおかげかな」

　右目でウィンクするナル造。

「いくら暗殺臣でも、ぼくの就職先には、うかつに手を出せない。よほど覚悟を決めないとね」

「……あんた、いったいどこに勤めたのよ？」

　するとナル造は、秘密を打ち明ける子どものような目をして言った。

「インターポール」

　このとき、わたしはインターポールが国際刑事警察機構のことだと知らなかった。──っていうか、それが普通の女子高生だって！　だから、「インターポール」と聞いて、「インターホンの訪問販売会社」と勘違いしても無理ないと思わない？

「慣れない仕事だろうけど、がんばってね。うちも、新しいのに替えるときは、連絡するから」

「ああ……なんかよくわからないけど、よろしくね」

　曖あい昧まいにうなずくナル造。

　わたしは、一番気になってることを訊く。

「それで、何しに来たの？　まだ、わたしの命を狙ってるのなら相手するけど」

　すると、ナル造は肩をすくめた。

「さっきも言ったじゃないか、モナミンに会いに来たって──。だから、テーブルの下で握ってるタバスコとフォークを、離してくれないかな」

　バレてたか……。わたしが武装解除すると、ナル造がホッとした顔になる。

「安心したよ。きみが暴れたら、世界のどこかに大怪獣が現れるかもしれないからね」

　警戒のされ方が、普通じゃない……。

「モナミンに会いに来たってのは、本当だよ。きみのことが──っていうか、日本が心配になって、昨日の夜にフランスから帰ってきたんだ」

　え？

「あんたの会社って、フランスにあるの？」

「うん……まぁ、会社っていうか本部だけど」

　キョトンとした顔でグラスを持つナル造。

「最近、上層部がパタパタしてるんだ。大変なことが起きてるみたいだけど、手の打ちようが無いって感じで……。命令も出ないし、妙にピリピリしてる」

　意味不明だ。わたしが理解できてないのがわかったのだろう、ナル造が補足する。

「テスト前、勉強しないと留年するかもしれない。でも、勉強するには範囲が難しすぎて、なにをどうすればいいかわからない。──こんな状況だって言ったら、わかってもらえる？」

　うん、なんとなく理解した。わたしは、満面の笑みでうなずく。

　ただ、わからないのは、それとインターホンを売ることに何のつながりがあるかってことだ。

「何が起きてるか、情報はないの？」

　そう訊くと、ナル造は首を横に振った。それから、ボソッと言った。

「あいつなら、何かつかんでるかもしれないな」

「あいつって？」

「〝斜しや天てんの丸〟──丸まる井い丸まる男おだよ」

　ああ、あいつか。山に戻ってから、メールの一つもよこさないけど、元気にやってるのかな？

　すると突然、唇によみがえるチョコバナナ大福の感触。……やだ、頰が熱い。

　わたしは、ごまかすように宇治抹茶白玉金時かき氷をかきこみ、ナル造に訊く。

「斜天の一族が情報を持ってるのなら、暗殺臣も何か知ってるんじゃないの？」

　またナル造は首を横に振った。

「暗殺臣は、暗殺専門だからね。それに比べて、斜天の一族は、情報収集が得意だから」

　なるほど。裏の世界にも、ちゃんと役割分担があるんだ。

「それで、これからどうするの？──明日になったら、インターホンをほしがってる子を探してあげるけど」

「いや、これからカナダへ行かないといけないんだ」

　カナダ！──また、ずいぶん遠いところへ。

「行商？」

　わたしの質問に、ナル造が不思議そうな顔をする。

「いや……仕事は仕事だけど、国際芸術祭の警備なんだ」

　おお、国際芸術祭！　今朝のニュースで言ってたっけ。

　アイスコーヒーのストローをくわえるナル造。ストローを使う男を見ると、「けっ、軟弱者」と思うのだが、ナル造は似合ってるので仕方ない。

「つい先日、水争いをきっかけに南アフリカの各地で紛争が起こったのは、モナミンも知ってるだろ」

　わたしは、大きくうなずく。シンクロ以降、世界情勢と共に生きている女子高生とは、わたしのことだ。

「で、これは報道されてないことだけど、紛争の調停を進めてる中で生物兵器や化学兵器が見つかった。それも、いつでも使用できるような状況で──」

「……」

「どれだけ危険なことか、わかってる？」

　わたしは、ニッコリ微笑む。

　世界情勢と共に生きてても些さ細さいなことにこだわらない女子高生とは、わたしのことだ。

　ナル造が呆あきれ顔で説明してくれたところによると、生物兵器も化学兵器も、それぞれ禁止条約がつくられていて、生産や保有が制限されてるそうだ。人道的見地から決められたそうだけど、そんなことを決めるくらいなら、最初から戦争自体を禁止すればいいのにね。

「国際的に決められた条約が、有名無実化している。各国が、条約を無視して戦争に突っ走っても、おかしくない雰囲気だ」

「そうなの？」

「校則があっても、多くの生徒が守っていれば問題ない。しかし、ほとんどの生徒が、校則など無視するようになったら──どんな学校になるか、モナミンでも想像できるだろ」

　とってもよくわかった。わたしの頭の中で、思考力０のバカが、夜の校舎の窓ガラスを割ってから盗んだバイクで走りだした。

「そこで、国際芸術祭だ。このイベントは、もう一度、条例遵守の精神を各国が持つようにと開催される。表向きは芸術祭だけど、その裏では、各国の実力者・権力者・有力者が集まって、腹を割った話し合いを持つそうだ」

「じゃあ……もし、そんな会場でテロ行為があったら……」

「信頼関係の崩壊──世界は終わるだろうね」

　軽い口調で言ったが、ナル造の目は笑ってない。

「なんとかなるの？」

「そのために、ぼくらが警備するんだよ」

　微笑むナル造。いつものチャラい印象はなく、頼もしさを感じさせた。

「〝世界平和のために開催される国際芸術祭〟──その本当の意味は、言葉以上に重いよ」

　ナル造が、勘定書を持って立ち上がる。

「えっと……奢おごってくれるの？」

「当然。一応、ぼくはもう社会人だしね」

　いい人だ！　しばらく見てないうちに、ナル造は、とってもいい人になった！

「じゃあね、モナミン。また、会いに来るよ──国際芸術祭の警備が、うまくいったらだけど」

「うん。また奢ってね、ナル造」

　すると、さっきまで穏やかだったナル造の顔が一変した。テーブルに、バンと手をつくと地獄から響くような声で言った。

「ぼくの名前は、Ｍｉｃだ」

「久しぶりだったから、間違えちゃった。ごめんね、ミック」

　指をチッチッチと振るナル造。

「Ｍｉｃ！　〝Ｍ〟にアクセントを置いて、Ｍｉｃ！」

　それから数分、わたしは唇と舌が痛くなるまで発音の練習をさせられた。ナル造が店を出てホッとしたのも束の間、テーブルには忘れられた勘定書が、しっかり残されていた。

　ああ～。







Scene 03　モナミが観劇して感激する







「萌も奈な美みが、演劇部にね……」

　翌日の朝──。わたしから話を聞いたルナの、引きつった声。目を閉じて、口の中で何か呟つぶやく。きっと、演劇部のために〝神のご加護〟を祈ったのだろう。

「ひょっとして、芝居に出るの？」

　わたしは、うなずく。入部した以上、舞台に立たないわけにはいかないだろう。それに、わたしほどの逸材を舞台に上げない選択はない。

「あまり自分では言いたくないけど、わたしは〝ミス武む蔵さし虹こう北ほく〟。そのわたしが演劇部に入ったのよ。草野球の助っ人にメジャーリーガーが現れたようなものだと思わない？」

「……」

　ルナが、わたしに背を向けて、ソッと涙を拭ぬぐった。このリアクションの意味がわからない。




　演劇部が練習場所にしてるのは、旧校舎脇にある、使われなくなった講堂。演劇用の設備が何も無かった講堂に、背景を吊つるためのバトンや照明器具が設置されている。

「なんだか……かわいそうな場所で練習してるのね」

　わたしの呟きに、江え藤とう君がバカにしたように笑う。

「おまえ、わかってねぇな。こんな古い講堂でも、独占できる練習場所があるだけ、ものすごく恵まれてるんだぜ」

　江藤君の話によると、他の高校は体育館の片隅とか屋上とか、いろんなところで邪魔者扱いされながら練習してるそうだ。

「おまけに、古いから少々乱暴に扱っても文句言われないしな」

　講堂の後ろ側は、大道具や小道具を作るための作業場になってる。ブルーシートが敷かれた上に、ベニヤ板やバケツ、大工道具の入った箱や、わたしでは何に使うかわからないものがゴチャゴチャと置かれている。

「で、おまえが壊したのが、このパネルだ」

　江藤君が、わたしを講堂の後ろに連れて行き、ベキベキになったベニヤ板を指さす。

　無残な現実から目を背けるため、舞台に顔をやって驚く。




「じゃあ、あれをどうやって説明するんです！」

「大きな声を出さないでください」

「現実を受け入れよう。あれは、おれたちの想像を超えたものだ」

「認めたくないけど……認めるしかないようね」

「いや、そうとは限りません。ぼくらをビックリさせようと、誰かが作って森に置いたんです」

「そんな……誰がそんなことを……？」

「現実を受け入れるように言っただろ。あれだけのものを、我々を驚かすために作ったとは考えにくい。そして、あれがあるということは──」




　舞台に立ってるのは、江藤君を除く四人の演劇部員。暖炉が描えがかれた洋間を背景に、立ち稽げい古こをしている。

　目を引いたのは、小こ鳩ばとさんと彪ひよう子こさん。最初は別人だと思った。それほど、二人とも雰囲気が違う。あんなに気弱そうに見えた小鳩さんは、背筋を伸ばし、よく通る声で台詞せりふをしゃべっている。もともと大きな体が、舞台の上で、さらに大きく見える。

　そして、彪子さん。舞台に立つ彪子さんは、とても同じ人とは思えない。感情豊かな動きに、台詞回し。スポットライトが当たってないのに、彼女がいる場所が光って見える。

「小鳩さんと彪子さん……すごいね」

　わたしの呟きに、江藤君が反応する。

「おまえみたいな、芸術的感性も教養もないガサツの見本のような奴でも、わかるか」

「……」

　なぜだろう、素直にうなずけない。

　わたしのモヤモヤした気持ちに気づかない江藤君は、得意げに続ける。

「うちの演劇部は女優が二人しかいない超弱小演劇部だけど、あの二人は、他の高校でも有名だ。間違いなく高校トップレベルだろうな」

　江藤君が、小鳩さんを指さす。

「高たか木ぎ小鳩は、中学まではバスケやってたんだ。あの身長だから、みんなもほっとかないわな。だけど、本人は背が高いことにすごいコンプレックス持っててさ──。高校でも周りは当然バスケをやると思ってたんだけど、あいつは入部しなかった」

「……」

「といって他に何をやるでもなく、毎日、目立たないように生きていた。それを舞台に引っ張り出したのが彪子部長」

　江藤君の指が、柴しば君に移る。

「運動系の高木と違い、柴は人形劇をやりたかったんだ。だけど、うちの学校には人形劇のクラブが無い。ブラブラしてたときに、部長の練習姿に感動して入部したと言っている」

　そうなのか。どうりで、マリオネットの扱いが上手なはずだ。

「しかし、うちのクラブにとって、柴は良い拾いもんだったな」

「どうして？」

「あいつ、脚本も書けるんだ。今やってる脚本も、柴の奴が書いたんだぜ」

　へぇ～、そうなんだ。人形も扱える上に、脚本も書ける──天から二物を与えられてる人って、本当にいるんだ。

　江藤君が、副部長の天あま野のさんを指さす。

「いつもは、天野さんが脚本を書くんだ」

　江藤君の説明によると、天野さんは舞台監督兼脚本兼演出をやってるそうだ。

「舞台監督って、一番偉い役なんでしょ？　彪子さんがやるんじゃないの？」

「彪子部長は、そういうのに向いてないんだ。脚本を書くのも、道具類を作るのも、一切ダメ。部長だから最終決定権は持ってるけど、根っからの役者だよ。もちろん一流の役者は裏方の苦労や厳しさも知ってないとダメだとは思うけど、部長ぐらい特化してると、それもありかなって思えてくるな」

　そういうのを聞いてると、彪子さんのすごさが改めて伝わってくる。

「あと、高木は小道具で、柴は今回の脚本と照明。──困るのが、この照明なんだ」

「どうして？」

「柴が舞台に立ってるとき、照明係がいなくなるだろ」

　ああ、そうか。

「袖そでに引っこんでる奴が代わりにやるんだけど、他にも仕事はあるし、全員が舞台に出ちまう場面では、照明係がいなくなる」

　ここで、江藤君は、わたしを見た。そして、すぐに首をブルンブルンと横に振った。

　考えてることは、丸わかりだ。「真ま野のが照明係をやってくれたらなぁ。いや、ダメだ、ダメだ。こいつにやらせたら、間違いなく芝居が無茶苦茶になっちまう」──こんなところだろう。

　フッ……当たってるだけに怒る気になれないわ。

「それで、どんな芝居をするの？」

「聞きたいか？──では、話してやろう」

　咳せき払ばらいする江藤君。顔が、もらったクリスマスプレゼントを自慢する男の子みたいだ。

「舞台は、閉ざされた山荘。そこに避難してきた五人。救助隊は来ないし、食料も底をつく」

　ふむ。サスペンスドラマみたいな設定ね。

「生き延びるのに必死という状況。そんなとき、山荘の裏で、空飛ぶ円盤が見つかる」

　へ……？　空飛ぶ円盤……？

「円盤に乗っていた宇宙人が、五人の中の誰かに取り憑つく。宇宙人は宇宙人で、母星に帰るために必死。五人は、誰が宇宙人か疑いながら、生き延びるために知恵を絞るっていうストーリーだ。観客には、誰が宇宙人かを推理しながら見て欲しいな」

「……」

「タイトルは『この中に一人、宇宙人がいる！』！」

　江藤君が、ビシッと言った。

　わたしは、何て言えばいいのか、かなり迷う。なんなの、その滅め茶ちや苦く茶ちやな話！──こんなふうに、本音を言うのは簡単だ。でも、それでは、部内での立場が悪くなる。まぁ、わたしも高校二年生。世間知らずの子供じゃない。こんなときに使う言葉は、ちゃんと用意してある。

「なかなか、個性的な脚本ね」

　ああ、『個性的』という言葉の使い方を知っていて良かった。

　江藤君が、満足げに微笑む。うん、うまく切り抜けることができたようだ。

「で、誰がその宇宙人役なの？」

　こう訊きいたら、ものすごく軽けい蔑べつした目で見られた。

「おまえ、犯人を知ってから推理小説読むタイプか？──それ、間違ってるぞ」

「いいじゃない。誰が犯人か考えながら見てたら、頭痛くなるもん。それに、お芝居にも集中できないしさ。ケチケチしないで、教えてよ」

　すると、江藤君は大きな溜ため息いきをついた。

「柴だよ。自分で書いた脚本で、自分が宇宙人はんにん役をやりたかったそうだ」

　うん、その気持ちはよくわかる。わたしが推理小説を書いたら、犯人も被害者も探偵も読者も、全部一人でやりたいものだ。

　さてと──。わたしは、一つ咳払いをしてから訊いた。

「それで、わたしは、どんな役で出るの？」

「え？」

「いや、そりゃ新入部員だからたいした役じゃないのはわかるけど、一応、わたしもミス武蔵虹北だし……」

　照れながら言うわたしを、江藤君がとても驚いた顔で見る。ワニが腕立て伏せしてるのを見たら、こういう顔をするんじゃないだろうか？

「ああ、真野の役ね……うん、真野の役……」

　ぶつぶつと呟き、腕を組み、天井を見る。そして、頭をガリガリ搔かき、屈伸運動をしてから、舞台で休憩してる柴君を呼んだ。

「なんすか？」

「あのさ、真野って、何の役？」

　すると、柴君も、江藤君と同じような反応をした。

　江藤君が柴君の肩を抱き、講堂の隅へ。なにやらコソコソ話し始める。

　わたしは、耳の脇のツボを押して、地獄耳モードへ。舞台で鍛えられてる二人の声は、潜めていても、よく通る。

「困りましたね。そこまで考えてませんでしたよ」

「だよな……」

「『この中に一人、宇宙人がいる！』は、犯人当てですからね。脚本的に、怪しげな登場人物を増やすことは可能ですが──」

「……浮くぞ。あいつを舞台に出したら、絶対に一人だけ浮くぞ」

「真野さんって舞台経験ないんでしょ？」

「『木　その１』の役で行くか？　あと、室内だと『シャンデリア』とか──」

「おとなしく受け入れてくれますかね……？」

「彪子部長から説得してもらうか？」

　わたしのガラスのハートは、こなごなに砕かれた。でも、それを少しも顔に出さず、江藤君に呼びかける。

「あのね、思い出したんだけど──わたし、所属する事務所との契約で、高校演劇の舞台に立っちゃいけないのよ。だから、今回は裏方に徹するからね」

「おっ、おお、そうか！」

　あからさまにホッとした顔で、江藤君が返事する。「〝事務所〟って、なんだよ？」ってツッコミは、無しか？　だいたい、ここまで傷ついた心を隠して笑顔で話せる演技力を見たら、舞台に上げたくならないか？

　……まぁ、いい。

　ミス武蔵虹北を舞台に上げなかったことは、演劇部の歴史に、ずっと汚点として残るだろう。




「しかし、あの森の中にあるのが円盤だとして、宇宙人が乗ってきたと考えるのは無理があるんじゃないかな」

「どうしてです？」

「わたし思うんですけど──。宇宙人はいるかもしれません。っていうか、絶対にいるでしょう。でも、宇宙人がわざわざ地球へ来る意味がわかりません」

「地球侵略じゃないだろうか？」

「侵略してどうするんです？」

「例えば、地球にある資源がほしいとか、地球人を奴隷にするとか──」

「ありえません。地球にある資源なら、もっと近くにもあるはずです。奴隷も、ロボットを作る方が地球を侵略するより手っ取り早いでしょ」

「移住目的の侵略は？」

「地球型の惑星で生物がいない星は、他にもたくさんあります。そこへ行けばいいんです」

「地球の生物を調査、観察するための侵略？」

「それは、あるかもしれません。だけどそのときは、できるだけ生態系に影響を出さないように、こっそり観察するはずです。侵略みたいに派手なことしたら、正確な調査はできません」

「じゃあ、地球への観光！　これっきゃないよ！」




　ずっと黙っていた柴君が台詞を言ったところで、わたしは江藤君を見た。

「江藤君、稽古しなくていいの？」

「するよ。──おまえと、大道具の修理をしてからな」

　……はい、そうですね。

　腕を組んだ江藤君が、わたしの壊したパネルを見る。

「しかし、ものの見事に潰つぶしてくれたよな」

　薄いベニヤ板を二枚横につなげたパネル。ベキバキになったパネルをよく見ると、森の木が描かれている中に、アダムスキー型の円盤が着陸している。

「ここまで壊れてると、直すよりは新しく作った方がマシだな」

　材料の中から、ベニヤ板を引っ張り出してくる江藤君。わたしは、何をしていいのかわからないので、ぼんやり突っ立ってる。

　江藤君も、あえて何も言わない。わたしが手を出す危険性を、十分知ってる感じだ。

　パネルを並べて木々の形を描き、大きなカッターで切りだす。続いて、枠になる角材を切っていく。ここまでの作業、ものすごく早い。自慢じゃないが、わたしがやったら一日かかりそうな仕事が、五分くらいで片付いていく。

「すごいね」

　感心して言うと、

「そっ、そうかな？」

　照れくさそうな返事。

「おれ、大道具が専門だからな。一年の時からやってりゃ、これくらいは楽勝さ」

　誉められたせいか、江藤君の口調が少し柔らかい。

「ああ、そこのナグリ取ってくれ」

　へ？　妙な注文だが、断ると怒られるだろう。わたしは、江藤君の後頭部をパコンと殴なぐった。

「っ痛ぇな！　なんなんだよ！」

　なぜか怒る江藤君。

「『殴ってくれ』って言うから、殴ったんじゃないの。なんで、怒んのよ！」

「『ナグリ取ってくれ』って言ったんだ！」

　江藤君が頭を押さえながら立ち上がり、金かな槌づちを手に取る。

「これをナグリって言うんだよ」

「なんで？　金槌じゃないの？」

「昔から、そう言ってるんだよ。トントンカンカン釘くぎを打ちこむんじゃなくて、殴るように一発で打てって意味じゃないか」

　ふーん、そうなんだ。まぁ、わたしの人生において、別に知らなくてもいいことだろう。

「じゃあ、ベニヤの裏に角材を打ってくれ。おれは、紙を貼るから」

　江藤君が、バケツに木工用ボンドと水を入れて搔き回す。

「水なんか入れて、ひっつくの？」

「こうする方が、木工用ボンドは滑らかになるんだよ。それより、早く角材を打てよ」

「了解！」

　敬礼してから、金槌──じゃなくて、ナグリを持つ。

　──一発で、釘を打ちこむ！　ナグリを上段に構えて、精神統一。

「はっ！」

　全力で振り下ろす。……あれ？　手て応ごたえが無い。

　不思議に思った次の瞬間、背後でバキッ！　という音がした。

　ものすごくイヤな予感がして振り返ると、想像した通りの光景──壁に立てかけてあった背景パネルに、わたしの手から放たれた金槌が突き刺さっている。

「おわ～！　真野、きっさまぁ～！」

　怒りに震える江藤君の声。

「いや、まぁ、大丈夫だって。ほんのちょっと穴が開いただけだから──」

　慌てて背景パネルに駆け寄ろうとしたら、足下でゴボンという音。またまた、ものすごくイヤな予感がして足下を見ると、想像した通りの光景──木工用ボンドの入ったバケツに、右足を突っこんでいる。

「わわわわわ～」

　バランスを崩し、片足立ちで彷徨さまようわたし。

「バカ真野、止まれ！　背景に近づくんじゃねぇ！」

　背景パネルの前で両手を広げる江藤君。

　わたしだって、近づきたくない。でも、重心が前に移動してる体はトットットと背景パネルの方へ進んでいく。なんだか、運命の波に翻ほん弄ろうされる連続ドラマのヒロインのようだ。

　──ここは、自分から転んでパネルを守るんだ。

　わたしは勇気を出して、上半身を倒した。すると、足が跳ね上がり、遠心力でボンドの入ったバケツが背景パネルに向かって飛ぶ。

　声にならない叫びを上げ、両手を広げた江藤君が、バケツに向かって飛ぶ。それはまるで、フリーキックを止めようとするゴールキーパー。

　しかし──。

　バケツが背景パネルにぶち当たる。ドバッと飛び散る木工用ボンド。

　ゆっくり倒れてくる背景パネルが、江藤君に突き刺さる。

　バギャッ！　という一際派手な音の後は、耳が痛くなるような静寂と、地獄絵図。

「……」

　わたしは、現実認識能力をシャットダウンするスイッチを探す。もちろん、そんなスイッチは存在せず、嫌でも現実を目の当たりにする。




　──土下座するなんて、いつ以来だろう……？

　そんなことを考える余裕も無く、わたしは床に額をすりつける。

「まことにすみませんでした！」

　さっき見た練習。みんな、一生懸命やっていた。舞台に立つ演劇部員が輝いていて、とても格好良かった。わたしも、本番の舞台を見てみたいと思った。そりゃ、自分が舞台に立てないのは寂しいけど、裏方の仕事を一生懸命やって、演劇部の力になりたいと思った。

　それが、わたしのドジで上演ができなくなったら……。

　わたしは、顔を上げて言う。

「全て、わたしの不始末です。これ以上、みなさんにご迷惑をおかけするわけにはいきません。明日の朝までに、なんとか壊した大道具は直しますから！」

「いえ……そう責任を感じなくても……」

　わたしを止めようとする彪子さん。

「やらせてください！」

　熱意のこもったわたしに見つめられ、彪子さんは困った顔。シロアリに住み着かれた人は、こういう顔になるんだろうな……。

　江藤君の目が、『行動力のあるバカほど、手に負えないものはない』と言っている。

「よくわかったよ、真野萌奈美君」

　副部長の天野さんが言う。

「しかし、今から壊れた大道具を全て直すのは無理だろう。旧校舎の物置に、歴代の演劇部が使った大道具が仕舞ってある。そこから使えそうな物を探しだしてくれないか。森の背景があれば、円盤を描き足せばいいし、他にも使えそうな物があれば、なお良い」

　この提案に、江藤君がウンウンとうなずく。

「さすがですね、副部長。それなら、真野も責任を果たすことができるし、これ以上、他の物を壊される心配もない」

　わたしもホッとする。よし、がんばるぞ！




　練習を続ける演劇部と別れ、職員室で鍵かぎを借り旧校舎へ向かう。

　いつの間にか、夕方になっている。日射しは少しやさしくなったけど、置き土産の熱気が、体にまとわりついて気持ち悪い。ヒグラシが、やかましい。

　旧校舎は、講堂の東側にある。普段、生徒が近づくことは滅多に無い。夏草に覆われた小こ路みちを通ったところが、旧校舎の中央昇降口だ。

　木造モルタル二階建て。昭和の匂いが漂う校舎。明るいときに見たら牧歌的なんだろうけど、夕闇に佇たたずむ旧校舎は『肝きも試だめし始めました』という暖の簾れんをかけたくなる。

「……」

　わたしは、後ろを振り返る。

　当然、誰もいない。演劇部のみんなは練習が忙しいから来なくて当然だけど、一人くらい様子を見に来ても罰は当たらないと思うよ。

　寂しい気持ちを抱えて、昇降口へ。

　両開きの扉は、鎖と南なん京きん錠じようで開かないようになっている。鍵束の中から大きな真しん鍮ちゆうの鍵を出し、南京錠を外す。きぃ～という、怪談映画に使えそうな音を立て、扉が開く。

　長い間、誰も開けなかったのだろう。カビくさい匂いが鼻を襲う。そして、濃厚な熱気がゼリーのように籠こもっている。カビの生えたサウナ室といったところだ。何もしてないのに、汗がブワッと噴きだしてくる。

　わたしは、勇気を振り絞り、中へ入る。靴を脱ぎ、『来客用』と書かれたスリッパを履はく。

　噴きでた汗で、全身はびっしょり。体重計に乗るのが楽しみになってくる。日焼け防止の分厚いカーテンがかかった窓を開けようかと思ったが、最後に戸締まりするのが面倒なので、やめた。

　校舎の中は、予想以上に暗い。手探りで電気のスイッチを探し、オンにする。

　……つかない。どうやら、電気を止められてるようだ。

　携帯電話を出し、画面の明かりで周りを照らす。ほのかな明かりに勇気づけられ前進しようとしたとき、背後から、ミシリミシリという足音。

　恐怖で跳ね上がる心臓を押さえつけ、携帯電話の電源を切る。だって、足音の主が見えたら、怖いじゃない……。

　ミシリミシリ……。

　足音は、ためらうことなく、わたしに近づいてくる。

「……」

　わたしは、大きく息を吸い、体に力を溜ためる。生き残るためのコツ──それは、殺やられる前に殺れ！

「たぁ～！」

　裂れつ帛ぱくの気合いと共に、必殺の右ストレートを近づいてくる足音に向かって、えぐりこむようにして打つ！　しかし、廊下にたまった埃ほこりで足を滑らせたわたしは、フィギュアスケートのメダリストのように回転すると、壁に激突して自爆した。

「……大丈夫ですか、真野先輩？」

　あれ、この気弱そうな声は？　携帯電話を出し、声の主を照らす。小鳩さんだ。

「どうして、あなたがここにいるの？」

「だって、真野先輩、今度の芝居の内容を詳くわしく知らないじゃないですか。だから、背景パネルを選ぶの難しいと思って──」

　彼女が、廊下に倒れてるわたしを、ひょいと起こす。すごいパワーだ。

　立ち上がったわたしは、彼女にきちんと頭を下げる。

「ありがとう、小鳩さん。──優しいね」

　そう言うと、彼女は大きな体を丸めて、もじもじする。

「わたし、実は、真野先輩のこと前から知ってて、尊敬してるんです」

「えっ、そうなの！」

　思わず、大声を出してしまう。自慢じゃないけど、わたしは誰かから尊敬されたことなど、生まれてから一度も無いぞ。

　小鳩さんが、ギュッと拳こぶしを握りしめる。

「だって、真野先輩、周りから『ミス武蔵虹北』って言われてるじゃないですか」

　そうか、彼女は『ミス武蔵虹北』のわたしを尊敬してるのか。

　でもね、小鳩さん。美び貌ぼうなんて、持って生まれた要素が大きいでしょ。そんなことで得た称号、尊敬される価値は無いわよ。そう言おうとしたら、

「なのに、少しもくじけない先輩の強さ。わたしなら、絶対に学校に来られなくなります。わたしも、先輩みたいに強く、堂々と生きていきたいんです」

　……あれ？　なんだか、文脈がおかしいような気がする。それに、最後は「わたしも、先輩みたいに美しく、華やかに生きていきたいんです」というのが正しいんじゃないだろうか？

　まぁ、いいや。人ひと気けの無い旧校舎で、細かいことに悩んでても仕方ない。

「じゃあ、悪いけど、背景パネルを探すの手伝ってね」

　わたしの言葉に、小鳩さんが笑顔でうなずいた。

　暗い廊下も、二人で進めば怖くない。教室の出入り口にかかったプレートを確認しながら廊下を進む。「校長室」、「職員室」、「保健室」……ようやく廊下の奥に「物置」というプレートを見つけた。

　他の教室に比べて、二ヶ所の出入り口が広く作ってある。戸を外せば、かなり大きな物も運びこめるだろう。

　錆さびついてる南京錠を開けて、中へ入る。

　携帯電話の明かりをかざし、物置の中を照らす。ごっちゃごっちゃに物が詰めこまれて、何が何だかわからない。重そうな卓球台に、穴の開いた大玉、山積みされたロッカー、縛られた古い教科書や図書室の廃棄本──。

「小鳩さん、この物置のどこにパネルがあるか知ってるの？」

「いえ……」

　ということは、物置の端から順に探していくのが賢いわね。

　でも、無秩序に放りこまれたガラクタ類のせいで、まともに歩くのさえ難しい。おまけに、他の教室の倍くらい広いから、いつになったら見つけられるのか見当もつかない。

「ありませんね」

　不安そうな小鳩さんの声。

　ここは、頼りになる先輩をアピールするチャンス！

「こういうときは、先人の知恵に頼るのよ」

「……先人の知恵ですか？」

　小鳩さんの不安度が増したような気がするけど、些さ細さいなことだ。

「探し物をするとき、先人は履いている履き物を、足を振って飛ばしたという。そして、履き物が指し示す方向に探し物があるというの。どこまで信用していいかわからないけど、他に良い方法も思いつかないから、やってみましょ」

「えっと……真野先輩、それはお天気──」

　小鳩さんが何か言いかけたけど、今は、それどころではない。

　わたしは、思いっきり右足を振った。

　スリッパが、Ｈ２ロケットみたいな勢いで天井の蛍光管を目指す。破裂する蛍光管、降り注ぐガラス片。スリッパの先がどこを向いたかなんて見てる余裕は無い。

「あわわわわ～！」

　わたしたちは頭を手で押さえ、避難する。足下のガラクタに躓つまずき、わたしの体は積まれてる長机に向かって吹っ飛ぶ。ガラグシャと崩れる長机。下敷きになったわたしは、トラックに轢ひかれたカエルの気分を味わう。

「大丈夫ですか、先輩！」

　小鳩さんが、わたしを引きずり出してくれる。そこへ、今度は大きなパネルが倒れてくる。なんなの、このピンチのドミノ倒し！

「小鳩さん、危ない！」

　うっしゃ！──わたしは両手を伸ばし、パネルを受け止めた。フルパワーで、パネルを元の位置に戻し、ホッと一息。

「ありがとうございます」

　小鳩さんが頭を下げるけど、最初に助けてくれたのは彼女だ。

　わたしは、床に吹っ飛んだ携帯を拾ってパネルを照らす。雪山の風景が描かれたパネル。他にも、山荘や屋敷内のホールが描かれたパネルもある。そしてなんと、わたしが壊した森のパネルによく似た物も！

　さすが、先人の知恵。途中経過はともあれ、結果的に探し物は見つかった。

「やりましたね！」

　小鳩さんが、わたしの手を取る。

「うん！　明日の朝、江藤君に手伝ってもらって運びだそうね」

　わたしは、肩の荷が一気に下りていくのを感じた。

　物置の様子を、携帯電話の明かりで確認する。少しばかり積んであったものが崩れたり壊れたり埃が舞ったりしてるけど、些細な被害だ。割れた蛍光管に関しては、無視すればいい。

　うん、わたしにしてはよくやった。

「ミッションはコンプリートしたわ。帰りましょ」

　うなずく彼女の手を取って、物置を出ようとした。

　板張りの床をギシミシいわせながら出入り口に向かうと、足音が不意に変わった。

　あれ？　足下を照らす。木の床に、上げ蓋ぶたがついている。

「どうしたんです？」

　立ち止まったわたしに、小鳩さんが訊いた。

「これ……地下収納の蓋よね？」

「──だと思いますけど、それがどうかしたんですか？」

　ふむ……。

　わたしは、自分の性格をよく知っている。箱があれば、開けてみる。紐ひもが吊つってあったら、引っ張ってみる。穴が開いてたら、覗のぞいてみる。つまり、無駄に好奇心が旺おう盛せいなのだ。

　このときも、とりあえず、取っ手を引きだし蓋を開けようとした。

　鍵はついてないのに、開かない。なかなか手て強ごわいではないか。

　隅っこに立てかけてあったバールを床と蓋の間に突き刺し、思いっきり体重を掛ける。

「ぐぬぬぬぬ～！」

　夕ご飯を食べてないから真のフルパワーは出せなかったけど、ミシリという音がした。

「ちょっと、先輩！　なにか妙な音がしましたよ！」

　小鳩さんが止めようとするけど、ここまで来たら後には引けない。

「ぐぎゃぎゃぎゃぎゃ！」

　ばぎゃっ！　という音と共に蓋とバールが吹っ飛び、穴の周りの床板が割れ、わたしと小鳩さんは地下に向かって落下した。

　おお、なんだか不思議の国のアリスみたいじゃないか！──なんて考える時間も無く、派手な音を立て、体の下で空の段ボール箱がつぶれる。そこへ、小鳩さんのボディプレス。

　舞い上がる埃とカビ。ひんやりした空気。落下の衝撃よりボディプレスのダメージの方が、大きい。

「先輩……生きてますか？」

　心配そうな彼女の声。

「フッフッフ。ふぁい大ふょうふ丈ふぁふぉ夫」

　空気の抜けたシュークリームのような気持ちで、わたしは答える。

　ゆっくり体を動かす。……大丈夫、どこも怪我してない。携帯を取りだし、周りを照らす。高さ二メートルほどの地下室。

　歴史資料館に持ちこんだ方がいいような、古い印刷機に電話、あと、何に使ってたのかわからない機械類。その間に段ボール箱や書類を縛ったもの。薬品の入った瓶もある。足下の段ボール箱には、カップ焼きそばやスナック菓子。先生たちが没収した物だろう。賞味期限が切れてなかったら、もらっておこう。他にも、上方落語のＣＤや吉よし本もと新喜劇のＤＶＤもセットであった。いったい、どんな生徒から没収したんだろう？

　天井には、ロープで留められた高跳び用のバーや竹たけ竿ざお。

　そのまま視線を、わたしが落ちた穴の方へ移動させる。吹っ飛んだ蓋のところに、木の梯はし子ごがあった。

「えらいめにあわせちゃったね、小鳩さん」

「平気ですよ。それより、早くここから出ましょう」

　小鳩さんに促うながされ、梯子に足を掛けたとき、上の方からヌッと手が差しだされた。

「ああ、どうも──」

　差しだされた手をつかもうとした、わたしの動きが止まる。

　──これ、誰の手？

　幽霊とか妖よう怪かいとかいう発想は無かった。普通に人間の手とは思ったけど、この時間、この場所に、いったい誰が……？　わたしが旧校舎へ来たのを知ってるのは、演劇部員と、鍵を借りに職員室へ行ったときに残っていた数人の先生だけだ。

　そして、その中で、手伝いをしにきてくれたのは小鳩さんだけ。

　わたしは後ろを振り返り、「手の主に心当たりはないか？」と目で訊いた。首を横に振る小鳩さん。手がかり無し。

　いったい、誰なんだ？　考えてもわからない。そして、わからないことは質問するに限る。

「あの……あなた、誰ですか？」

　わたしは、友好的に話しかける。すると、手が引っこみ、次の瞬間──。

　何者かが地下室へ飛び降りた。まったく音がしない。猫のように身軽な動きだ。

　その人の輪郭は闇に溶け、男性か女性か──大きいか小さいかもわからない。

　ただはっきりしてるのは、伝わってくる明確な敵意。……いや、殺意という方が正確かもしれない。

　携帯電話の明かりを、相手の顔の方に向ける。

　光を受けて鈍く輝く仮面。ゆで卵のように滑らかな表面に、三日月型のスリットが二つ開いている。まるで、笑ってるようだ。わたしは、心の中で相手のことを『笑い仮面』と命名する。

　しかし、これではっきりした。仮面をかぶってることから、笑い仮面に素性を明かす気持ちはない。なぜ、正体を知られたくないのか？　それは、悪いことを企たくらんでるから。

　どんな悪いこと？　それは例えば、女子高生二人を殺害するというような──。

「……小鳩さん」

　わたしは、彼女を背にして慎重に後ずさり。

「先輩──」

　小鳩さんが、わたしの前に出ようとするが、それは許さない。わたしは先輩。後輩に守ってもらうわけにはいかないのだよ！

　ゆっくり息を吐き、冷静に考える。

　どう見ても、地下室の出入り口は、梯子のところ一ヶ所しかない。ただ、梯子とわたしたちの間には、笑い仮面がいる。奴をかわさない限り、梯子にはたどり着けない。

　笑い仮面が、一歩足を進める。わたしたちは、また後ずさり。

　……マズイ。このままでは追いつめられる。

　そのとき、足にガチャンと何かが触れた。下を見ると、薬品の入ったガラス瓶びんが、きちんと木箱の中で整列している。

　神は、我々を見捨てなかった！

　素早くガラス瓶をつかむと、わたしは笑い仮面に向かって突きだす。

「近づかないで！　硫りゆう酸さんをかけるわよ！　CH3COOHよ！」

「先輩、CH3COOHは酢さく酸さんです。硫酸はH2SO4です」

　小声で小鳩さんが教えてくれるが、そんなの関係ない。

　硫酸なんて、当然噓うそ。こんなに暗くて、薬品のラベルが読めるわけない。

　さぁ、このハッタリに、笑い仮面は引っかかるか？

　……無理だった。何も恐れることなく、笑い仮面は距離を縮めてくる。

　こうなったら、直接ガラス瓶をぶつけてやる！

　わたしは大きく振りかぶると、笑い仮面に向かってガラス瓶を投げた。ボールと違って、ガラス瓶は持ちにくい。そのため、狙ねらいは大幅にずれて、天井に当たりガシャンと割れた。

　しまった！──と思う必要は無かった。ガラス瓶の破片で、竹竿を吊っていたロープが切れて、笑い仮面の頭上に降り注ぐ。

　チャンス！

　小鳩さんの手を引き、竹竿に埋もれた笑い仮面を踏みつけ、梯子に向かって走る。彼女を先に登らせてから、猿並みのスピードで梯子を駆け上がり、地上へ。

　いろんなものにぶつかり、蹴け飛とばし、つまずきながら、逃げる。物置の中は、とても散らかっていて走りにくい。誰が、こんなに散らかしたんだ！──わたしだ！

　物が置かれてない平らな場所でも転びやすいのに、これだけ散らかってると、おもしろいように転ぶ。まるで、ブラウン運動の微粒子みたいに、物置内を移動するわたし。

　小鳩さんは、わたしの前を走ってる。あまり足が速くないので、あちこちにぶつかりながらも、彼女の後をついていくことができる。

　振り返らなくても、笑い仮面が追いかけてくるのを背中で感じる。

　──何か、何か武器は無いのか！

　転んだときに手に触れた棒を持つ。これは、壊れたモップの柄か？　何でも良いから、無いよりマシだ。

　もう少しで廊下へ逃げられるってとき、小鳩さんの向こうに人影が見えた。

　なんなのよ！　笑い仮面は一人じゃなかったの！

　ことわざで言うと、『前門の虎、後門の狼』よ！

　止まろうと思ったけど、勢いがついてて止まれない。わたしは小鳩さんを追い抜き、覚悟を決めて前方の人影に向かって突進する。

「ぃえええええい！」

　振りかぶった棒を、人影の脳天に叩たたきこもうとしたら、スカ──。

　あれ？……手応えが無い。

　不思議に思って棒を見たら、持ってる先のところで、きれいに切断されている。切られた部分は、クルクル宙を舞い、わたしの足下にカランと落ちた。

　人影の方から、溜ため息いきが聞こえる。

「いきなり棒で殴りかかるとは……相変わらず危ない奴だな」

　この皮肉っぽくてイヤミだらけの言い方は──、

「○男！」

「丸まる男おだ！」

　……細かいことにこだわる奴だ。そんなことだと、女の子にもてないぞ。

　丸男というのは──と、説明しようとしたら、

「どいてろ！」

　グルンと体の向きを変えられる。独こ楽まみたいに回りながら廊下へ倒れこむ。続いて丸男は、状況の飲みこめない小鳩さんを、優しくわたしの脇にエスコート。

　この扱いの違い、当分忘れないからね！

　わたしたちを背にして立つ丸男。その向こうに、笑い仮面。

　丸男が言った。

「悪いな。やりたくないけど、こいつの命を守るのが、おれの仕事なんだ。おまえが誰だか知らないが、こいつを殺したいという気持ちは、とても理解できる。その点で、おれはおまえを『同志』と呼びたい。だが、すまないが、ここんところは引いてくれないか──」

〝こいつ〟の部分で、わたしを指さす丸男。

「……」

　笑い仮面は、何も答えない。丸男の力を値踏みするように立っている。

　数秒──いや、数分だったかもしれない。二人が闇に溶けこんだように見えたとき、不意に笑い仮面が動いた。反応した丸男の手の中で、何かが光る。ミカヅキという名の、手しゆ裏り剣けんだ。

　ミカヅキが飛ぶ。同時に、笑い仮面も飛んだ。

　金属音。続いて、空気が切り裂かれる音。そして、窓ガラスの割れる音。窓から入ってくる、涼しい風。

　後には、静寂……。

「逃げたな」

　丸男が、わたしと小鳩さんのところに来て言った。

「あいつ、何者なの？」

　その質問には、黙って首を横に振る。まぁ、知らなくて当然か。

「怪我はしてないか？」

　あまり見たことのない甘い笑顔と優しい口調で、丸男が言った。もちろん、わたしにではない、小鳩さんに向かってだ。

「はい……。ありがとうございます」

　丁寧に頭を下げてから、小鳩さんが口を開く。

「あの……丸まる井い丸男先輩ですよね」

「ああ」

「お話は聞いてます。同級生にストーカー行為をしたあげく、教室から連れだす拉ら致ち行為のため、転校するしかなくなったって──」

「……」

　丸男の甘い笑顔が凍りつく。殺意の籠こもった目が、わたしを捉とらえる。声に出さなくても、言いたいことはわかる。この不名誉な噂を流したのは、おまえだな！──正解だ。

　だって、そんな噂を流すのが、シンクロやらルナの立場やら全てを丸く収めるのに一番良かったんだもん。ちなみに、丸男の立場については一切考えなかった。

「どうして、わたしたちは襲われたんでしょう？」

　小鳩さんが呟つぶやく。

「ああ……きみは心配する必要ないよ。あいつの狙いは、これだから」

　わたしを指さす丸男に、小声で訊く。

「なんで、わたしだって断言できるのよ？」

「あんな奇妙な奴が、彼女のような普通の女子高生を狙うと思うか？　それに──」

　ここまで言って、口を閉じる。丸男の奴、何かを知ってるな……。それは、こいつが今ここにいる理由にも関係してるに違いない。

　いろいろ聞きだそうと思ったら、微かすかに血の臭い。

「丸男……。あんた、怪我してるの？」

「ああ。──あいつ、想像してたより強い」

　ダラリと下がった丸男の右手から、血が床に落ちる。

「というわけで、血を増やしたい。肉を食わせてくれ。おまえも、おれに訊きたいことが一杯あるんだろ？」

　丸男の言葉に、わたしはうなずく。

　もっとも、うなずいたのは〝訊きたいことが一杯ある〟っていう部分にだ。〝肉を食わせてくれ〟という部分を、承知する気は無い！







Scene 04　モナミが状況を把握する







　丸まる井い丸まる男お。（わたしの認識では）忍者。

　身長は、わたしより少し高いくらいで、男子としては小柄だ。ただ、腹立たしいことに、体重は、わたしより軽いだろう。かわいらしい女顔をしてるが、性格は少しもかわいくない。

　以前、学校と世界がシンクロしたときに山から下りてきて、わたしを守ってくれた。……まぁ、ものすごく不承不承だったけどね。

　丸男には、丸まる美みちゃんという妹がいる。丸美ちゃんは、話をすることができないが、〝サキミ〟という未来を見通す能力を持っている。

　丸男は、重度のシスコンだ。丸美ちゃんの言うことは、なんでも聞く。前回、わたしを守ってくれたのも、『山の平和を守るため、命に代えても真ま野のモナミを守れ』と命令されたからだ。

　そう考えると、今回、山から下りてきたのも、丸美ちゃんから何らかの命令があったからだと思われる。

　……でも、いったいなんて言われたんだろう。




　職員室に鍵かぎを返し、物置のガラスを割ったことを修しゆう繕ぜん担当の森もり田た先生に報告する。よく考えたら、どの先生よりも、修繕の森田先生と話をする回数が多いような気がする。

　小こ鳩ばとさんは、先に帰した。笑い仮面の狙いがわたしだということは、早く、わたしたちと別れた方が良いってことだ。それに、これから先生に怒られるのに、付き合う必要は無い。

　森田先生の前に立つ。毎度毎度の重い空気が、わたしを包む。

「……」

　先生は、わたしの顔を見てから、諦あきらめたように首を横に振った。そして、何も言わず請求書を出した。何もしゃべってくれない。そりゃ、今までに何枚もガラスを割ってはいるけどね。こんな冷たい対応じゃなく、もっと血の通ったやりとりがあってもいいんじゃないだろうか？

　わたしは、森田先生の前に丸男を突きだす。

「誤解があるようですが、正確に言うと、ガラスを割ったのはこいつです」

　先生が、丸男に視線を移す。そして、ものすごく同情のこもった声で言った。

「丸井君も、戻ってきて早々、災難に巻きこまれてたいへんだね。でも、本校は基本的に平和な高校だからね」

　わたしは、改めて丸男の服装を見る。黒い学生ズボンに、白いカッターシャツという、男子高校生スタイル。右腕の傷には、サラシを細く切ったものが巻かれている。

　丸男が、白い歯を見せた。

「大丈夫です。真野さんがガサツでドジっ娘こなことは、よく知ってますから」

　おうおう、好き勝手なこと言ってくれるじゃないか。




　学校を出て、血を補給したいという丸男と一緒に、ファミリーレストランに行った。

　ウエートレスさんに案内してもらったボックス席。近くのテーブルの上には、おいしそうなハンバーグ定食と、どこかで見たマリオネットが載のっていた。どこで見たんだっけ……？

「あれ、真野先輩？」

　思い出すより先に、声をかけられた。ハンバーグ定食を食べてたのは、演劇部の柴しば君だった。

　丸男が、わたしの耳元で囁ささやく。

「おまえ、料理より先に人間を見るようにしろよ」

　わたしは、肘ひじを丸男の鳩みぞ尾おちに叩たたきこみ、柴君に笑顔を向ける。

「こんばんは、柴君。──夕食？」

「ええ。ぼく、一人暮らしですから。真野先輩は、デートですか？」

「まっさか！　こいつは、ただの……」

　そこまで言って、言葉が出ない。ただの……なんだ？　山猿？　忍者？　なんて言えばいいの？

　すると、柴君がナイフとフォークを置いて立ち上がった。

「丸井丸男さんじゃないですか！」

　そして、丸男の手を取る。

「うわぁ～、感激だな！　まさか、丸井さんに会えるなんて……」

　感動してる柴君とは対照的に、丸男は戸惑ってる。

「おれのこと、知ってるの？」

「知ってますよ！　同級生にストーカー行為をしたあげく、教室から連れだす拉ら致ち行為のため、転校するしかなくなった丸井さん！──ストレートな男の欲望に、憧あこがれてました！」

　丸男の、殺意がこもった視線が痛い。自分の命を救うため、わたしは慌てて言った。

「あっと、わたしたちお腹ペコペコだったんだ！　急いで食べないと、大変なことになるわ！──というわけで、柴君はゆっくり食べてね」

　丸男を柴君から引きはがし、わたしたちはボックス席へ──。

「おまえが、おれについてどんな噂を流したかを、じっくり聞かせてほしいものだな」

　向かい側に座った丸男が、まだネチネチと言ってくる。

「知ってる？　『全国の妹一〇〇人に聞きました』アンケートで、『嫌われるお兄ちゃんの性格』の第三位が『粘着質のしつこい性格』なんだって」

「……」

　黙りこむ丸男。『丸まる美みちゃん命！』の性格は、少しも変わってないようだ。

　なんにせよ、これで落ち着いて食事ができる。

　カルボナーラの特盛りと牛丼のギガ盛りを注文するわたしを、

「おまえ、その大飯喰ぐらいのところ、まったく変わってないな」

　丸男が、呆あきれた目で見てくる。財布に余裕があったら、ドライカレーの大盛りも頼んでるところだ。まぁ、夕飯前だから我慢できるけどね。

「せめて、もう少し女の子らしいものを頼めないのか？」

「あんたも、相変わらず山猿並みの思考ね。女の子の気持ちがわからないと、モテないわよ」

　そりゃアンケートだったら、かわいく「イチゴパフェが好き」とか答えるけど、女子高生の本心はツユだくの牛丼をかっこみたいのだ（え？　わたしだけ？）。

「好きな男の前でも、そんなオヤジみたいな注文するのか？」

「そんときは気取ったメニューに決まってるでしょ。あんたの前で気取っても仕方ないしね」

「……ある意味、光栄に受け取っておくよ」

　そういう丸男は、シカ肉のステーキを注文して、「あいにく、シカ肉は扱ってません」と言われ、猪しし肉を注文して、「残念ですが──」と断られ、不承不承、牛肉のステーキを頼んだ。

　牛丼を片付けたわたしは、カルボナーラにフォークを突き立て、訊きいた。

「で、善良な一介の女子高生であるわたしが、どうして襲われたの？」

　その質問には答えず、丸男が逆に訊いてくる。

「おまえ、最近、何か乗り物を壊さなかったか？」

　へ？　乗り物……？　わたしは、この数日分の記憶を巻き戻し高速再生。

「壊してないけど」

「よく思い出せよ。学校へ行くときに、乗ってるバスを破壊しなかったか？」

　そんな化け物みたいなことはしてない。

「じゃあ、友達に借りた自転車とか──。ローラースケート、ミニカーでもいい。とにかく、何か乗り物を壊した覚えは無いか？」

　えらく、念入りに訊いてくる。仕方ないから、記憶を巻き戻しタグ再生。「乗り物」「破壊」──このタグの両方に引っかかる記憶は無かった。

「本当に、壊した覚えは無いわ」

「そろばんは？」

「……それって、乗り物？」

「足の下に置けば、ローラースケートみたいに走れる」

「安心して。そろばんも電卓も、この一年間は壊してないわ」

　ホッとした顔になる丸男。しかし、すぐに首をかしげる。

「じゃあ、何かの間違いなのか……。丸美が、未来を見誤ることはないんだけどな……」

「丸美ちゃんは、なんて──？」

　そう訊くと、丸男が携帯を出した。ディスプレイが三面鏡みたいに開くタイプだ。大画面だから見やすいけど、使いにくそう。

　丸美ちゃんからのメールには、たった一言、『人類絶滅の危機』と書かれていた。

「……これ、どういうこと？」

「いや、おまえに心当たりが無かったらいいんだ。気にするな。──そんなことより、食えよ」

　わたしが関係ないってわかったせいか、丸男の目が少しばかり優しい。カルボナーラの皿を指さす。そりゃ、言われなくても食べるけどね。

「でも……わたしと『人類絶滅の危機』が関係ないんだったら、どうしてさっき狙われたの？」

「さぁな。おまえのことを殺してやりたいって奴は、山のようにいるんじゃないか？　おれだって、おまえが不確定要素じゃなかったら、何回も殺してるぞ」

　爽さわやかな笑顔で「殺してるぞ」なんて言わないでほしい。

　文句を言おうと口を開けたんだけど、丸男の腕に巻かれたサラシを見ると、何も言えなくなる。小憎らしい奴だけど、わたしを守るために怪我をしたんだもんね。

　わたしは、開けた口にカルボナーラを詰めこむ。

　丸男は、カチャカチャと肉を切り、モギュモギュと食べている。食事を楽しむというより、流れた血を補完し傷を治すという感じ。それはまるで、機械の修理をしている技術者のようだ。

「傷痛い？」

「少しな。──マンションに帰ったら、ちゃんと縫ぬっておく。それで完治だ」

「縫うって……傷を？」

「ああ」

「誰が？」

「おれに決まってるだろ」

「道具は？」

「コンビニで裁縫道具を買うから、心配ない。こういうとき、里は便利だな」

　自分で傷を縫うって──、

「食欲の無くなること言わないでよね！」

「そういう台詞せりふは、本当に食欲が無くなったときに使うものだ。だいたい、おまえは体の大きさの割に食べ過ぎなんだよ！」

「失礼ね！　こう見えても、わたしの腹筋は三つに割れてんのよ！」

「それは、腹筋じゃねぇ！　三段腹っていうんだ！」

「そこまでひどくないわよ！」

　──と反論しつつ、でも少し腹筋しないとヤバイかなと冷静に考える、わたしであった。

「今はまだ〝瘦やせの大食い〟って言えるけど、数ヶ月後には、ただの〝大食い〟になってるぞ」

　言葉のナイフが突き刺さる。お返しに、フォークを投げつけてやろうとしたら、不意に丸男が真面目な顔で訊いてきた。

「それはそうと、なんでおまえは旧校舎の物置にいたんだ？」

「えっと……なんていうか、ちょっと不幸な偶然が重なって……」

　わたしは、昨日の出来事を話す。図書室からの督とく促そく状やパネルを壊したこと、演劇部に入部したこと、さらに今日の夕方、大道具を壊したこと等など々など。

「ふ～ん。まぁ、おまえにしたら、珍しいことじゃないな」

　失礼なことを言って、肉を口に運ぶ丸男。その手が、ピタッと止まった。

「大道具のパネルを壊したって……どんなパネルだ？」

「背景パネル──森が描かれてるの」

「森だけか？」

「あと、木の間にアダムスキー型円盤」

　わたしは、江藤君から聞いた芝居の中身を話す。

「で、五人の中の一人に、宇宙人が取り憑つくの。わたしは、宇宙人役が誰か知ってるけど、教えてほしい？」

　教えてほしいって言ったら代償に肉を少しもらおうと思ってたんだけど、丸男は、ろくに話を聞いてない。顔色が、食事をする前よりも青い。そんなに、血が足りないのかな？

　丸男が、深い溜ため息いきをついて、肉の刺さったフォークを皿に戻した。

「どうしたの？　食欲無いの？──だったら、代わりに食べてあげようか」

　ステーキの皿に手を伸ばすわたし。溜息混じりに言う丸男。

「ああ、食欲が一気に無くなったよ。……丸美の言うとおり、人類絶滅の危機だ」

「ちょほっと待った！」

　ステーキを切り刻みながら、わたしは丸男を止める。

「なんで、わたしがパネルを壊したぐらいで、人類が絶滅するのよ！」

「シンクロだ」

　ボソッと言う丸男。

「え？」

　わたしは、首をかしげる。

「シンクロって……もう終わったんじゃないの？」

「終わったんなら、なんでおれがここにいると思うんだ？」

「えっと……観光旅行とか？」

　丸男が、インスタントコーヒーの粉をそのまま口に放りこんだような顔をする。

　そして、格かくさんが印いん籠ろうを突きつけるみたいに、わたしに携帯を見せた。画面が、海外ニュースサイトに替わっている。日本時間で今朝九時の速報。わたしは、目を細めて記事を読む。

「大気圏外で隕いん石せきの爆発……。破片のうち一つがシベリアに落下」

「各国で報道管制が布しかれているが、その隕石が普通の隕石じゃなかったという情報がある」

「普通の隕石じゃないって、どういうこと？」

　すると、丸男は声を潜めた。

「ＵＦＯ」

　は……？　わたしは、なんて言っていいかわからず黙りこむ。焼きそばのことじゃないよね？

「念のために言っとくが、今使った『ＵＦＯ』は、未確認飛行物体という本来の意味じゃなく、異星人の乗り物という意味だからな」

「……」

「隕石の破片は五つ。そのうち四つは、大気圏に突入し、燃え尽きた。しかし、一つだけは絶妙の角度で大気圏に入ったため、燃え尽きることは無かった」

「絶妙の角度って？」

「大気圏ってのは、空気の塊だからな。進入速度にもよるけど、突入する角度が浅いと宇宙空間へ弾き返される。かといって、まともに突っこむと燃え尽きる。この隕石の破片は、まるで誰かに操作されてるかのように、燃え尽きることなく大気圏を突破した」

「……」

「つまり、シベリアに墜落した隕石の破片は、大気圏外で爆発したＵＦＯからの脱出艇だと考えられる」

　手振りを交えて説明してくれる丸男に、反論。

「偶然、どっかの国の人工衛星が爆発して、その破片が、たまたまナイスな角度で大気圏に突入したとも考えられるんじゃない？」

「それはない」

　丸男が、首を横に振る。

「隕石は、衛星軌道のずっと外──月の向こう側から来てることは、各国の軍事衛星が確認している」

　なるほど。そんなとこから来てたら、人工衛星じゃないわ。

「隕石は、地球外生命体がつくった宇宙船。そして、大気圏外で爆発し、脱出艇がシベリアへ落下した──これが、各国のお偉いさん方の共通認識だ」

「……」

「脱出艇に関する情報は、まだつかめてない。しかし、丸美が見た未来映像ヴイジヨンから考えて、宇宙人が乗っていたことに間違いはないだろうな」

「つまり、地球侵略に来た宇宙人が、人類を絶滅させるってこと？」

　うなずく丸男。本能が、『警告！　警告！』と告げてくる。

　わたしは、しばらく考えてからカルボナーラと（丸男の）ステーキの皿を抱えこむ。食べられるときに食べとかないと、戦えない。

　丸男が、わたしを見て軽く微笑み、話を続ける。

「宇宙人が地球に来て人類を絶滅させようとしている。──あまりにブッ飛んだ内容なので、各国のトップは、どう動けばいいかわからない状態だ。他国と共同戦線を張るための話し合いも、自分たちから提案すれば良いのか、相手国から言ってくるのを待つのが良いのか、迷ってる。それに、いざ話し合いになったら、それぞれ自国の有利になることしか考えてないからな……。地球防衛軍が設立されるのは、十年ぐらい先になるだろうぜ」

「……」

「だいたい、異星人が侵略に来たという現実を信用できないトップも多い。おれだって、丸美のサキミを聞いたときは信用できなかったよ」

　グラスの水を一気飲みする丸男。叩きつけるようにグラスを置く。

「だが、今は信じるしかないと思ってる」

「どうして？」

「目の前のバカが、円盤の描かれたパネルを壊して、シンクロを起こしちまったからだよ」

　……えーっと。

「それは、わたしがパネルを壊したから、宇宙船が壊れたってこと？」

　大きくうなずく丸男。

　わたしは、ウフッと笑ったけど、誤魔化すことはできなかった。ここは開き直って、言い訳しよう。

「壊したくて壊したんじゃないのよ。それに、パネルが壊れた原因は、わたしだけじゃなく図書委員会にもあると思うのよ。あと、シンクロするなんて夢にも思ってないし──」

「言いたいことは、それだけか？」

　丸男が、ジロリと睨にらんでくる。

「どれだけ言い訳しても、宇宙人の乗ったＵＦＯが壊れた原因は、おまえだ！」

　ビシッと指さしてくる。わたしは頭を振って、指をかわす。

「でも……宇宙人も、ＵＦＯが壊れたのがシンクロのせいなんて知らないよ。案外、壊れた原因は整備不良かもしれないしさ。中古で買ったＵＦＯが、見かけは良くても、昔の事故でフレームが逝っちゃってたって可能性もあるでしょ」

「ＵＦＯって、中古で売ってたりするのか？」

　真顔で訊いてくる丸男。

「あくまでも、可能性の話よ」

　わたしは、右手をヒラヒラ振る。

「だから、そんなに大げさに考えなくてもいいんじゃないのかな。宇宙人が地球侵略に来たのは確かかもしれない。丸美ちゃんが見た、人類絶滅の未来も本当だと思う。だけど、それがシンクロしてるってのは偶然のことで、わたしに責任は無──」

「どうして襲われた？」

　わたしの言葉は、丸男に遮さえぎられる。

「おまえと地球侵略が無関係だったとしたら、どうして旧校舎で襲われた？　誰が襲った？」

「……」

　わたしには、答えることができない。

　丸男が続ける。

「今までにやってきた無数のドジで、おまえに恨みを持ってる人間は数限りなくいるだろう。現に、目の前に一人いる」

　自分を指さす丸男。

「しかし、その連中は、みんな人間だ。だが、さっき旧校舎で襲ってきた奴の動きは、人間離れしていた」

「つまり……ＵＦＯに乗ってきた宇宙人？」

「もしくは、宇宙人に操られて、超人的な力を出せるようになった奴」

　あれ？　話を聞いていたわたしの心に、疑問が湧く。

「ねぇ、おかしくない？　だいたい、ＵＦＯが壊れた原因が、どうしてわたしだって宇宙人は思ってるの？　まさか、シンクロのことを知ってるとでも──？」

　うなずく丸男。

「とにかく、相手は、はるか遠い星から地球に来ることができる科学力を持ってるんだ。地球人より数倍文明が進んでいることを、忘れるな。おれたちでは理解できないシンクロについても、ちゃんと理解して利用することができると考えた方がいい。しかも、頭が良いだけじゃなく、腕も立つ」

　丸男の右腕に巻かれた包帯代わりのサラシ。うっすらと、血がにじんでいる。

「丸男より強くて、おまけに頭は数倍いい……。勝ち目無いわね」

　この言い方に腹が立ったのか、ムッとした顔になる丸男。

「ああ、認めるよ。おれより数倍、おまえより数万倍、宇宙人の方が頭がいい」

　カチンと来た！

「なによ！　じゃあ、宇宙人の方が丸男の数億万倍強いわよ！」

「おまえ、どっちの味方なんだ！」

　怒鳴り合ってたら、テーブルにダン！　と水の入ったグラスが置かれた。

　小柄なウエートレスさんが、胸に銀のトレイを抱えて立っている。メイドカフェのポスターに使えそうな、にこやかな笑顔だけど、こめかみのところに青筋が見える。

「お客様、追加注オー文ダーはいかがでしょうか？」

「はい……。ありません」

　わたしたちは小声で答え、ウエートレスさんが去るのを待った。

「あんたが大声出すから──」

　わたしが声を潜めて言うと、

「最初に吹っかけてきたのは、おまえじゃないか！」

「なに言ってんのよ！　丸男の方が──」

　そこまで言って、わたしは息が詰まるような殺気を感じた。

　恐る恐る首を回して、殺気の方を見る。にこやかな笑顔で立っているウエートレスさん。でも、その持ってる銀のトレイが、グニャリと曲がる。「お客様、それ以上お騒ぎになると、ぶちのめさせていただきますがよろしいでしょうか？」──笑顔が、そう語ってる。

　動物の本能で理解する。最強は、丸男でも宇宙人でもない、このウエートレスさんだ。

「ここは、人里離れた山奥じゃないんだ。静かに会話するのが、都会人のマナーだろ」

　山猿の丸男に言われて腹が立つけど、何か言い返したら、ウエートレスさんに殺されるかもしれない。

　怒りを抑えこんでたら、丸男の携帯から着信音が鳴った。







Scene 05　モナミが接近遭遇する







「おっと、丸まる美みからのメールかな」

　とろけるような笑顔で、携帯を取り上げる丸男。その顔が、険しくなる。

「丸美ちゃんからじゃないの？」

「……」

　わたしに向かって携帯の画面を見せる。相手の電話番号が表示されてない。

「ちょっとばかし特別製の携帯だ。相手が番号非通知でかけても、番号が出るようになっている。それが、何も表示されてない」

「ということは……」

　通常の電話番号を持ってないのに、電話を掛けてくる相手。かなり、一般世間の常識から外れている。つまり、そんな奴は、今話題の中心になってる宇宙人？

　丸男が、うなずく。

　そして、携帯電話の下に収納されていた密閉型インナーイヤホンを引っ張りだす。えっ、なにこれ？　いつも丸男の携帯は使いにくいと思ってたけど、イヤホンが内蔵されてるのは、ちょっとうらやましい。

　丸男がわたしてくれた左側のイヤホンを耳にねじこむ。

［あー、あー、テス、テス！］

　聞こえてきたのは、よく通る低い声。わたしは、洋画の吹き替えで二枚目俳優の声をあてる声優さんをイメージした。

［アメンボアカイナアイウエオアエイウエオアオカケキクケコカコ──］

　リズミカルに流れる意味不明の言語。

「これが、宇宙人の言葉……」

　小声で言うわたしに、首をひねった。

「おれには、アナウンサー学院のボイストレーニングに聞こえるけどな」

［丸まる井い丸まる男お君に真ま野の萌も奈な美み君だね］

　携帯電話からの声に、わたしはあたりを見まわす。宇宙人は、わたしたちが見える位置にいる。でなきゃ、わたしまで一緒にいることがわかりっこない。

［キョロキョロする必要は無い。わたしは、ここにいるのだよ］

　その言葉に、ゾクリとする。一人歩きの夜道で、背後に人の気配を感じた時みたいだ。

「日本語、うまいな」

　丸男が言うと、

［こんな原始的な言語、習得するのは簡単なのだよ。原始的すぎて、まどろっこしいのが難点でもある］

　少し得意そうな宇宙人の声。

　丸男は、ケッと吐はき捨てるように言った。

「で──。何のようだ？　おれは、基本的に女の子以外の電話には、出ないんだぜ」

　それを聞いて、わたしはソッと目頭を押さえる。……宇宙人相手に見栄を張らなくてもいいよ。あんたの電話帳、丸美ちゃんしか登録されてないの、わたし知ってるんだから。

「さっきの続きをしたいのなら、受けてやるぜ。場所を指定しな」

　わたしは、また目頭を押さえる。……強がらなくてもいいのよ。さっき、宇宙人の方が強いって認めたばかりじゃない。

　見栄っ張りで強がりの丸男。ここは母性本能をくすぐられるところなんだろうけど、こいつの本性を知ってるだけに、萌もえられない。

　宇宙人が答える。

［地球人は、何を言ってるのかわからないところがあるな。この電話は、そちらからの先制攻撃に対して、『今度は、こちらの番だ』と挨あい拶さつしておこうと思ったからかけたのだよ］

　え、先制攻撃？

［まさか、シンクロを使うとは、思わなかったのだよ。対地球外生命体防衛ラインを布しいてないから油断していたと言われれば、それまでなのだが──。なかなか見事な先制攻撃だと、認めようじゃないか］

　ちょほっと、待った！

　わたしは、丸男と宇宙人の会話に、口を挟はさむ。

「先制攻撃って、ひょっとして宇宙船を壊されたこと？」

［その通り。見事だったよ、萌奈美君］

「いや、あれはシンクロとは言え、わたしがやったというより──」

［フッ、謙けん遜そんしなくてもいいのだよ］

　ダメだ。今さら何を言っても、聞いてもらえそうにない。

［あの先制攻撃で、わたしの侵略計画は大きく狂ったのだ。誰の仕業か調べてみると、真野萌奈美君がやったという情報をつかんだのだよ］

　どこをどう調べたのか知らないが、わたしに責任があるという情報を流した奴、ちょっと出てこい！

　丸男が訊きく。

「侵略計画って……。おまえ、侵略に来たのか？」

［無論！］

　そうか、この宇宙人は地球侵略に来たのか。

　……って、侵略！　本気か！　そして、ゾクリとする。さっき、丸男から聞いた〝人類の絶滅〟。その原因が、こいつなのか……。

「あのさ、ちょっと訊きたいんだけど、地球を侵略してどうすんの？」

　すると、イヤホンの向こうからフッと笑う声が聞こえた。

［今になって何を言ってるのだね？　頼まれたからに決まってるではないか］

　……は？

「誰に頼まれたんだ？」

　わたしと同じ疑問を、丸男がぶつける。

［『寝言は寝て言え』──確か、国連憲章にも書いてある言葉だな］

　……いや、そんなこと書いてないし。

［わたしは、地球人に呼ばれたから来たのだ。今さら知らないと言われても、困るのだよ］

　地球人に呼ばれた？　いや、わたし呼んでないし。

［しらばっくれてもダメなのだよ］

「そんな……侵略されたがってるなんて、そんなバカなこと──」

　わたしが言うと、電話の向こうから心外だという声。

［だったら、なぜ大量の侵略もの映画やドラマを作るのだね？　しかも、それらを地球人は楽しんでいる。本当に侵略されるのがいやだったら、そんな映画を見るのも作るのも、忌み嫌うのじゃないかね？］

「……」

［ああ、理解できたのだよ。地球には『いやよいやよも、好きのうち』ということわざがあるが、きみが言ってるのは、それなのだね？］

　いや、全然違うし！　だいたい、それって、ことわざじゃないし！

　わたしは、しばらく宇宙人の言ったことを考える。でも、やっぱり納得できない。丸男を見ても、首をひねってる。

「理由はどうあれ、黙って侵略されるほど、おれはおとなしくないんだよ。で、おまえらはどこの星から来たんだ？」

　すると、

「さっきから、〝侵略、侵略〟って、何の話をしてるんです？」

　突然、声をかけられて、わたしはビックリする。いつの間にか、テーブルの脇に柴しば君が立っている。手に勘定書を持ってるから、食事を終えて帰るところなのだろう。

「一つのイヤホンで、同じ音楽を聴くなんてラブラブですね」

　柴君が、わたしたちと携帯を見て言う。そうか、傍はたから見ると、携帯電話で音楽を聴くアベックに見えるのか。

　この段階で、柴君に言いたいことはたくさんあった。音楽を聴いてるわけじゃない、でも、侵略に来た宇宙人と話してるとは言っても信じてもらえないだろう。あと、ラブラブでもない。ちなみに、『ラブラブ』は死語だよとも──。そういえば、『アベック』も死語か。

　いかん、突然声をかけられて、わたしは狼狽うろたえてる。

「演劇部の話をしてたんだよ。今度の芝居は、侵略ものなんだってね。なかなかおもしろそうな内容だから、楽しみだな。──そういえば、脚本を書いたのはきみだって？」

　何も言えないわたしに代わって、丸男が話す。さすが、忍者。こういうときにも、狼狽えない。

「ええ、そうです。期待しててくださいね、すごい舞台にしますから」

　柴君が差しだす右手を、丸男が握にぎる。

　店の外に出て行く柴君を見送った後、頭を抱える丸男。

「しまった……」

　何かミスしたの？

「あの一年に、おれたちがラブラブじゃないってことを言わなかった……。あと、『ラブラブ』が死語だってことも……」

　ミスは、そっちか。

［おい……。わたしを忘れてないか？］

　イヤホンから、宇宙人の声。ごめんなさい、少し忘れてました。

［さっきの質問に答えよう。わたしには自分の星はない。そういう生命体ではないのだよ］

「……」

［きみたちの言葉で言えば、『プログラム』に近い存在だ］

　プログラム……？

　わたしの頭に、「プログラム番号一『ラジオ体操』に続いて、プログラム番号二『六年生の一〇〇メートル競走』です」という言葉が浮かんだが、関係ないだろう。

［それでわかりにくかったら、人工知性体。まだわからないようだったら、オンラインゲームとかモバゲーで、どうかね？］

　わからない……。

「つまり、おまえは『宇宙人制作の侵略ゲーム』──みたいなものか」

　丸男の言葉に、宇宙人がうなずいたのがわかる。

［星間同盟や惑星あげてのリアルな侵略は、はるか昔に廃れた。今時、そんな流行遅れのことをする者はいないのだよ。しかし、どんな時代になっても、侵略に血を湧かせるレトロな連中がいる。彼らが、わたしのようなクラシックな侵略ものを開発し、宇宙に流しているのだよ］

「……」

［地球のラジオは、選んだ電波を受信することで音を出す。わたしは、その電波に当たるものだ。侵略されたい想いを持った生物の星──地球が、わたしを選んだ］

　……いや、選んだ覚えはないんですけど。

［隠さなくてもいいのだよ。地球人は、潜在意識で侵略されたいという気持ちを持っている］

　断言されても困るんだけどな。

［なのに、わたしがゲーム開始の合図をする前に先制攻撃をしてくるのは、ルール違反とは思わないかね？］

　丸男が、わたしを非難の目で見る。

　ちょっと待て！　それって、わたしの責任になるのか？

　丸男が、携帯に向かって言う。

「ラジオは、聞きたくなけりゃ切ることができる。で、どうやったら、おまえをキャンセルすることができるんだ？」

［呼んでしまった以上、それは無理なのだよ。危険なものなら、呼ばなければいいのだよ］

　それって、わけもわからずにインターネットのＨＰホームページをクリックしまくって、膨大な請求が来て困ってる、世間知らずみたいなもの？　自己責任ってやつ？

　わたしは、一つ咳せき払ばらいして提案する。

「あのさ、あなたは、地球人の侵略してほしいって気持ちに応こたえて、遠いところをきてくれたんでしょ。それくらい空気が読めるのなら、『実は侵略してほしくないのだよ』って気持ちを察して、帰ってくれないかな？」

［不可能なのだよ。帰ろうにも円盤は壊されてしまったのだ、きみにね］

「……」

　また、丸男が非難の目で見てくる。わたしは、泣きたい。

［しかし、この地球にシンクロという現象があるとは意外だったのだよ。これで、わたしの侵略も楽になるというものだ］

　声が笑っている──もし、〝笑う〟という感情を持っていればだけど。

［シンクロ……わたしも使わせてもらうことにしたのだよ］

　この言い方。宇宙人は、シンクロについて（少なくとも、わたしや丸男より）理解している。恐るべし、宇宙人！

　丸男が訊く。

「さっき、『今度は、こちらの番だ』って言ったな」

［最初の一手だ。そしてそれは、最強の一手でもあるのだよ］

　楽しそうな声。

「何をする気だ？──って訊いても、言わねぇんだろうな」

［無論！］

　クックックという笑い声が聞こえる。

［ただ、それだとあまりに簡単に終わってしまう。ハンディとしてタイムリミットを決めてやろう。わたしは、今から四十八時間以内に地球を侵略する。時間内に侵略できないときは、わたしの負けだ。人類は救われる。精々、頑張ることだな］

　今から四十八時間といえば、終業式の夜──夏休み前イ夜ブだ。これから長く楽しい夏休みが始まろうっていうのに、人類を絶滅させてたまるか！

［あと四十八時間。残された時間を楽しみたまえ。さらば！］

　宇宙人が電話を切ろうとするので、わたしは慌てて言った。

「まだ切らないで。訊いとかないといけないことがあるの！」

［なんだね？　わたしがやろうとしてることなら、訊いても無駄なのだよ］

「そうじゃないの。あなた、名前を教えてよ」

　わたしのそばで、丸男が目を閉じて頭を振った。めまいでもするのか？

［名前……？　そんな概念は、わたしには無い］

「〝無い〟と言われても、困るもん。『宇宙人』って言うのも一般的すぎて、ピンと来ないし──」

［しかし、『無い袖そでは振れない』のだよ！］

　この言葉を聞いて、わたしは相手が地球人ではないと思い知らされる。この現代、会話の中で〝無い袖は振れない〟なんて言う地球人、いないよ……。

「じゃあ、わたしがつけてあげる」

　わたしは、少し考えてから言った。

「『アラビアータ』って、どう？」

　丸男が、わたしの胸ぐらをつかむ。

「おまえ、今、自分が食いたいメニューから名前を選んだだろ？」

　テーブルの上に開かれたメニュー。ジャリタレのブロマイドより魅力的な写真が、山のように載っている。その中の一枚に、わたしの視線はロックオンされた。

「だって、『イタリア産グアンチャーレで作ったアラビアータＢセット』って、おいしそうだもん！」

「相手を考えろよ！　おまえが名前つけようとしてるのは、宇宙人なんだぞ。ファミレスのメニューから、つけるんじゃねぇ！」

　すると、宇宙人が言った。

［アラビアータ……。イタリア語で『怒り』という意味か。『おこりんぼ風』とも訳す──か］

　なに？　『アラビアータ』って、トマトソースの名前じゃないの？　それに、なんで宇宙人のくせに、地球人のわたしより言葉を知ってるのよ。

［宇宙船を壊されて怒ってるわたしには、ピッタリの名前ではないか。よし、これからわたしのことを『アラビアータ』と呼んでもらおう］

　満足げな宇宙人──アラビアータの声を聞き、丸男がわたしの胸ぐらから手を離して、意外そうに呟つぶやいた。

「気に入ったのか……」

　彼の顔が、地球外生命体の底知れなさに青ざめている。

「あと、最後に一つ質問」

　わたしは、携帯電話に向かって言う。

「この電話代、どうなってるの？　請求は、丸男にきたりするのかな？」

［それは、わたしにもわからないのだよ］

　そして、電話は切れた。わたしは、明るい声で丸男に言う。

「よかったね。宇宙人にもわからないことがあるんだ。これって、弱点だよね」

「いや……別に電話代の請求先がわからないくらい、弱点でもないだろ」

　弱気な丸男の口に、わたしは指を当てる。

「わかってないね、丸男は。わたしたちは、敵が宇宙人ってだけで、心のどこかに勝てないって気持ちを持ってる。宇宙人は何でもできるって思い込みもある。でも、そんなの幻想だよ。だって、宇宙人にもわからないことがあるんだもん」

「……」

「大丈夫。他にも、宇宙人にはわからないこともできないことも、いっぱいある！　宇宙人は、全知全能じゃない。──わたしたちは、勝てる！」

　すると、丸男がフッと笑った。それは、今まで何度も見てきた、わたしをバカにした笑いではない。相手のことを認め、敬意を持ってる笑顔だ。

「敵の武力を甘く見ない。しかし、必要以上に恐れない。──戦いの基本だ。まさか、おまえの口から聞くとは思わなかった」

　丸男の真剣な顔。

「今、初めておまえのことを守ってやってもいいかなと思った」

　ようやくわたしの価値に気づいたようね。

「とにかく、これからの四十八時間が勝負だ」

　丸男が、携帯電話に時計のアプリケーションを出した。『48:00:00』からのカウントダウンが始まる。

「アラビアータはこれから手を打つようなことを言ってたけど、なにをしてくるのかな？」

「何をしてこようが、待つ必要は無い。アラビアータを見つけだして倒してしまえば、おれたちの勝ちだ」

　丸男の言葉を聞いて、わたしは考える。

「見つけだすって言っても、どこにいるかわからないじゃん」

「近くにいるはずだ」

「そんなバカな……。だって、隕いん石せき──脱出艇が落ちたのはシベリアなんでしょ？」

「ああ」

「ちなみに、その脱出艇はどうなったの？」

「地表に落ちて、すぐに爆発したそうだ。自爆装置がついてたんじゃないかな。復元不可能で、どんな脱出艇だったかもわからないそうだ」

「で、わたしが襲われたのが今日の夕方。──おかしいと思わない？　シベリアって、遠いんでしょ？　そんな短い時間で、武む蔵さし虹こう北ほく高校まで来て誰かに取り憑ついたりできる？」

「そりゃ……瞬間移動を使ったとか──」

　はっきりしない丸男の答え。

「瞬間移動できる生物が、脱出艇や電話を使ったりする？」

「じゃあ、飛行機とか──」

「パスポートって、宇宙人でも発行してもらえるの？　もしパスポート持ってても、搭乗チェックで引っかかるんじゃない？」

「……」

　反論の嵐に、丸男は黙りこんだ。しばらく考えてから、ボソッと言った。

「理屈はわからん。でも、アラビアータは、近くに来てる。そんな感じがする。おまえは、どうだ？」

　わたしは、うなずいた。確かに、アラビアータは近くにいる。そんな気がする。

　そう──。このとき、わたしたちは、もう少し考えれば良かった。でも、気をつけていたにもかかわらず「宇宙人だから何でもあり」という考えに縛られていたのだろう。よくわからないまま、話を進めてしまった。

「で、おまえを旧校舎で襲った奴だが、心当たりはないか？　そいつが、アラビアータに取り憑つかれて、襲ってきたと考えられる」

　わたしは首を横に振った。

「心当たり無しか」

「……ありすぎで一人に決められないの」

　わたしを襲ったものは、演劇部の中にいることは間違いない。なぜなら、あのときに旧校舎へ向かったのを知ってるのは演劇部員と鍵かぎを渡してくれた先生たちだけだからだ。

　あれ？　丸男がいたのは、どうして？

「職員室で、先生に聞いたんだよ。先生、ものすごく不安そうに答えてくれたぞ。『旧校舎に向かった。悪いが、彼女が何も壊さないように見張っててくれ』ってな」

「他に、わたしがどこにいるか聞きに来た人はいなかった？」

「先生は、何も言ってなかったな」

　ふむ。となると、やっぱり演劇部員の中にいると考えた方がいいわね。

　わたしは、頭の中を金きん田だ一いち耕こう助すけにする。

「まっ、まず、小こ鳩ばとさんは除外できます。なぜなら、ずっとわたしと一緒にいたからですよ、立たち花ばな警部」

「誰が立花警部だ！　あと、おまえの変へん化げは下手なのとマイナーすぎるのとで、よくわからん！」

　丸男は、わたしの金田一耕助モードを喜んでくれなかった。

「それから、柴君も除外できるわ。だって、アラビアータと電話してるとき、一緒にいたもん」

　そうなると、残りは三人。

　江え藤とう君と部長の彪ひよう子こさん、副部長の天あま野のさん。この中で、誰がアラビアータなのか……？

　いやいや、ちょっと待った！　わたしの灰色の脳細胞が、フル稼働して一つの結論を出した。

「心当たりが一人だけいたわ。──二年の江藤君！」

「根拠は？」

　わたしは生徒手帳を出し、江藤君の名前をローマ字で書いた。

「……だから？」

　理解できないって顔の丸男。フッ、これだから推理力のない山猿は困るのよね。

　わたしは『ＥＴＯ』という文字を指さし、言う。

「最初の二文字を見てね。『ＥＴ』でしょ。つまり、『えくすとら・てれすとりある』──『地球外生命体』と、自ら名乗ってるのよ！」

　わたしは、自分の推理に感動する。それに、演劇部の『この中に一人、宇宙人がいる！』──最後に宇宙人が母星に帰るってストーリーは、映画の『Ｅ．Ｔ．』と同じじゃないか。

「どうよ、この推理！」

　ビシッと言ってやったら、丸男が盛大に溜ため息いきをついた。

　あれ？　賞賛の言葉はないの？

「あまりに下らないからツッコム気にもなれないが、あえて訊いてやろう。『ＥＴＯ』には確かにＥＴという文字が入ってるが、最後の『Ｏ』は、どこへ行ったんだ？」

　わたしは、右手をヒラヒラ振って、丸男の言葉を吹き飛ばす。細かいことを気にしてたら、人間、大成しないわ。

「もう一つ。その江藤って奴は、アラビアータに取り憑かれる前は、なんて名前だったんだ？」

「去年同じクラスだったけど、江藤って名乗ってたわ。──あれ？　それはつまり、去年から取り憑かれてたってこと？　でも、アラビアータが来たのって、今日よね」

　驚くわたしの頭を、丸男がパカンと殴る。

「おまえの思考回路が理解できん！　どうして、江藤って名前は偶然だと考えられないんだ？」

「甘いわね、丸男。ミステリーでは、一番怪しくない登場人物が犯人なのよ！」

「そんな昭和のミステリーの話をされてもな……」

　丸男が立ち上がる。

「とにかく、おれはもう一度旧校舎を調べる。アラビアータが誰に取り憑いてるか、特定する手がかりがあるかもしれないからな。そして、一刻も早く奴を見つけて倒す。もっとも──」

　丸男が、自分の腕を見る。

「本音を言うと、怪我が治るまで戦いたくねぇんだけどな。おまえの作った怪獣が、シンクロして巨大化しないかな……。そうしたら、代わりに戦ってもらうのに」

「怪獣って、美み久くラスのこと？」

　なら、シンクロしても無理だ。美久ラスは、心優しき怪獣。戦いには向いてない。

　そう言うと、丸男はとてもガッカリした。他力本願な奴め。

「仕方ない。旧校舎を調べたら早いところ寝て、食った肉を血に変えるよ」

「寝るって……どこで？」

「この間借りてたワンルームマンションを、また契約したんだ」

　ワンルームマンションに住む丸男。なかなかイメージしにくい。『丸男』と『安下宿』は、とっても相性がよく見えるのに。

　わたしは、目の前の皿に残った肉やらパスタを口に押しこむ。時計を見たら、そろそろ夕飯の時間だ。早く帰らねば！

「じゃあ、たいへんだけど頑張ってね。わたしが代わりに、十時間眠ってあげるから」

　眠る前に、ちゃんと夕飯を食べないとね。ああ、忙しい忙しい！

　立ち上がったわたしの後ろ襟をグワシとつかむ丸男。

「どこへ行くつもりだ？」

「家に決まってるじゃない」

「おまえ、今の話を聞いてなかったのか？　おれが旧校舎へ行くのに、なんでおまえだけ帰るんだ？」

「だって……わたし、アラビアータと戦っても勝てるわけないしィ～、あんたの足手まといになっても悪いしィ～、お腹も空いてるしィ～」

　わたしの言い訳は、あっさり無視される。

「こんだけ食っといて、腹が空いてるってのは、人類の恥だと思え。あと、自分の立場を理解しろ。おまえは、不確定要素。おまえがいることで、ひょっとして万が一、人類が救われるかもしれないんだ」

「逆に、わたしの行動で、人類が終わるかもしれないよ」

「心配するな。そうなりそうなときは丸美が教えてくれる」

　丸男の丸美ちゃんに対する信頼は、絶対だ。

　わたしは考える。確かにわたしは不確定要素。わたしが動くことで、未来が良い方に変わるかもしれない。それに、丸男一人に人類の未来を託すのも心配だ。

「仕方ない。ここは一緒に行ってあげるわ」

　溜息混じりに言ってから、丸男の方へ勘定書をスッと滑らせる。

「……なんの真似だ？」

「あれ？　この店の支払い、してくれるんじゃないの？」

「なんで、おまえがバカ食いしたぶんまで、おれが払わなきゃならんのだ！」

「だって、一緒に行ってあげるのよ。家では、夕飯がわたしを待ってるのに！」

「それと、飯代を出すのは別だ！」

「シミったれたこと言ってると、女の子にモテないわよ！」

「女の子にモテたいとは思うが、おまえにモテようとは思わん！」

　ギャアギャアやってると、脳天にすさまじい衝撃。

　ハッ！……ひょっとして、アラビアータが攻撃を仕掛けてきたのか！

　だが、確かめることはできなかった。

　わたしの意識は、暗闇に飲みこまれる。




　気がついたのは、ファミレスの駐車場。

　ズキズキする頭を触ると、大きな瘤こぶができている。横には、わたしと同じように瘤を作った丸男が倒れている。

「丸男、大丈夫？」

　体を揺すると、呻うめき声を上げて目を覚ます。

「なんだ、さっきのは……。アラビアータの攻撃か？」

「違うと思うよ」

　わたしは、足下に転がってる、ボコボコの丸い金属板を見た。銀色に光る円盤──これは、ＵＦＯではなく元トレイだ。

「どうやら、ウエートレスさんに殴られたみたいね」

　財布を調べると、しっかりお金は抜かれていた。代わりに、レシートが挟はさまれている。

「ふっ……。里にも、なかなか腕の立つ奴がいるじゃねぇか」

　涙目の丸男が言った。

　ファミレスのウエートレスさんに瞬殺されるレベルで、わたしたちは地球を守ることができるのだろうか……。







Scene 06　モナミが雑役Ｂに任命される







　人ひと気けの無くなった学校。日中、太陽にあぶられた校舎が、もわっとした熱気をはき出している。もう、先生たちも帰ったのだろう。どの窓も真っ暗だ。いや、一つだけ明かりのついている窓がある。あれは……実験準備室だ。

「……」

　わたしは、無言で足を速める。できるだけ早く、実験準備室が見えない位置に移動したい。

　実験準備室あそこに電気がついているということは、中にいるのは、あの人に違いない。アラビアータの相手だけでもたいへんなのに、これ以上、負担を増やしたくない。

　実験準備室の明かりが見えなくなりかけたとき、ヒュンという、何かが空気を切り裂く音が聞こえた。

「え？」

　何が起こったのかわからなかった。

　わたしの眉み間けんの前に、丸まる男おが手を伸ばしてる。その手に握られてるボウガンの矢。

　えっと……。もし、丸男がいなかったら、わたしの眉間に、その矢が突き刺さってたってこと？──なんて、考えてる時間は無かった。

　ヒュン！　ヒュン！

　四方八方から、空気を切り裂く音が聞こえる。

「くっ！」

　矢を叩たたき落とした丸男が、わたしの胴体に手を回し、抱える。

「おまえ、このシンクロが片付いたら、絶対にダイエットしろよ！」

　憎まれ口が聞こえたと思ったら、フワリと体が浮く。わたしを抱えた丸男は、近くの枝の上にジャンプ。

「この攻撃──アラビアータか？」

　丸男の緊迫した声。

「う～ん……。たぶん、違うと思うよ」

　わたしの頭の中では、あの人がＶサインをしている。それを証明するかのように、

［警告、警告！　侵入者に告ぐ。速やかに退去せよ！　速やかに退去せよ！］

　どこかのスピーカーから、機械の合成音がする。

「警告する前に、撃ってるじゃねぇか！」

　うん、わたしもそう思う。でも、この無茶苦茶さこそが、あの人にふさわしい。

　携帯電話を出し、「何かおもしろいことを見つけたら、二十四時間いつでもかけてこい」と教えられた番号に電話する。

　……出ない。っていうか、妨害電波が出てて、携帯が通じない。

　わたしは、両手を挙げてリアルに叫ぶ。

「神かん田だ川がわ永と遠わさん。真ま野の萌も奈な美みです。丸男も一緒にいます。攻撃を止めてください！」

　すると、スピーカーから、がっかりした声が聞こえた。

「なんだ、きさまらか……。せっかく侵入者相手に遊べると思ったのに、ガッカリだ。──で、きさまらは、夜の学校へ来て何をしてるんだ？　デートなら、もっと他の場所へ行け」

「えっと、その……」

　どうやって説明しようか迷ってたら、スピーカーから苛いら立だった声がこぼれた。

「まぁ、いい。今すぐここに来い。待ってる」

　丸男が、わたしを見る。

「神田川永遠って……あいつか？」

　わたしは、黙ってうなずく。

「そうか。おれは、あいつと関わりたくない。失礼するぜ」

　枝から飛び降りようとする丸男の制服を、わたしは両腕でつかむ。

「ダメだよ、丸男！　永遠さんの呼び出しを無視して、学校から生きて帰れると思うの？」

「……」

　かなり迷ってから、丸男は大きな溜ため息いきをついた。




　神田川永遠──科学部部長の三年生。別名〝マッドサイエンティスト永遠〟。

　入学後二ヶ月で科学部部長になった才さい媛えん。生まれてから一度も切ったことのないと噂される黒髪と白衣で、校内を練り歩く。授業も必要ないと考え、実験準備室のソファーで思索にふけっていることが多い。それを先生たちが黙認してることから、彼女の人柄がわかってもらえるだろう（〝触らぬ永遠に祟たたりなし〟……）。

　興味があるのは、〝おもしろいこと〟。たとえ隣で殺人事件が起きようとしていても、興味を引かれなかったら、無視することができる。現に前のシンクロの時、永遠さんは、殺されかけてるわたしに何の興味も示さなかった。

　そして、これが重要なこと──。わたしが知ってる範囲で、永遠さんは、シンクロについて一番理解してる人だ。なおかつ、シンクロを利用して世界を終わらせようともした。

　世界が終わったら自分も死ぬのに、そんなバカなことするわけない。──あなたは、そう思うかもしれない。でもね、永遠さんは、そんな常識が通じる相手ではないのよ。

　核ミサイルのスイッチを押したらどうなるか？　普通なら、絶対に押せない。それを、「押したらどうなるか、実験してみよう」と考えるのが彼女なんだ。

　その永遠さんに呼び出された。無視するという選択はバッド・エンドに通じている。




　実験準備室のドアに、鍵かぎはかかってなかった。軽くノックすると、「入れ」という永遠さんの声。

「失礼しまぁ～す」

　ドアを開けると、永遠さんがソファーに寝転びテレビを見ていた。

「座れ」

　ソファーの前では、ＢＤプレイヤーとつなげられた古いブラウン管テレビ。映ってるのは、星形の着ぐるみ。中央に大きな目が描かれた、異様なデザインだ。

　永遠さんの指が伸び、リモコンの停止ボタンを押した。

「今、深夜映画で侵略ものの映画を特集してるのは知ってるか？」

「はい」

　ちなみに、毎晩録画してます。

「それを見てたら、あまりにこの日常が退屈に思えてな……。空飛ぶ円盤の大編隊でも来ないかと、空を見上げる日が続いている」

　……いや、その気持ちはよくわかる。

　でも、永遠さんが言うと、本当に大編隊が飛来しそうで怖い。

「録画したのを楽しんでいたところに、侵入者があった。こんな時間に学校へ来るんだ、それなりの事情があるんだろ。どんな事情か──おまえらの話が、深夜映画よりおもしろいことを期待する」

　永遠さんの目がキラキラしてる。まるで、少女マンガに出てくるヒロインだ。

　キラキラ目で睨にらまれ、わたしは最初から話すことにした。

　永遠さんのトロンとしていた目が、生き生きと輝いてくる。

「おもしろいな。また、シンクロが始まったのか」

　永遠さんが呟つぶやいた。

「獲物を前にした蛇って、どんな顔？」と訊きかれたら、わたしはためらわず今の彼女を指さすだろう。

　丸男に向かって、微ほほ笑えむ永遠さん。

「それにしても、おまえはかなり強いと思ってたが、それ以上に相手はできるというわけか」

「ふん」

　丸男がそっぽを向いた。

　その後、ファミレスで宇宙人から電話がかかってきたことを話す。宇宙人の目的は侵略で、これから最初の一手を打つと言ったことも──。

「ねぇ、丸男。そうだったよね？」

　丸男に確認すると、そっぽを向いたまま口を開く。そこからこぼれたのは、アラビアータの声。

［あー、あー、テス、テス！　アメンボアカイナアイウエオアエイウエオアオカケキクケコカコ──］

　続いて、わたしの声。丸男が、わたしと自分とアラビアータの声色を使って、ファミレスでの会話を再現する。こいつ一人いたら、ラジオドラマを作るのも簡単だ（声優さんのギャラも一人分ですむしね）。

「器用な奴だな」

　再現会話を全て聞き終えた永遠さんが、拍手してから、腕を組んだ。

「あと四十八時間で地球を侵略すると、アラビアータが言ったんだな」

　丸男が携帯電話を出す。カウントダウンのタイマーが『46:24:33』になっていた。

「そうか……。明後日あさつての夜までか」

　言葉の割に、実に楽しそうだ。

「退屈で退屈で仕方なかったところだ。反陽子爆弾の実験でもやろうと思ってたが、それは後回しにすることにしよう」

　実に物騒なことを、サラリと言って立ち上がった。

　そして、わたしたちを指さして宣言した。

「というわけで、ここに地球防衛軍を設立する！　三人で力を合わせ、宇宙人の侵略から地球を守ろうじゃないか！」

　地球防衛軍！　確かに、地球防衛軍ができるのを何十年も待ってられない。個人で作ってしまうのも、ありかもしれない。でも、発案者が永遠さんというのがな……。

　わたしにはわかっている。永遠さんにとって、地球を守るなんてことはどうでもいいんだ。大事なのは、自分がどれだけ楽しめるかということ。

「では、言い出しっぺのわたしが地球防衛軍最高司令官になろう。あと、総参謀長と各種武器開発主任も兼ねる。──文句は無いか？」

　新しいおもちゃを手にした子どもみたいな永遠さん。文句があっても、言える雰囲気じゃない。

「おれたちの階級は？」

　丸男が訊いた。地球防衛軍なんて頭からバカにすると思っていたのだが、少し意外。こういうところが、男の子なんだろう。

「きさまら二人の役割は、主に情報収集と調査と戦闘だ。うん、雑役Ａと雑役Ｂに任命しよう」

　永遠さんが、雑役Ａで丸男を、雑役Ｂでわたしを指さす。名刺を作ったら「地球防衛軍　雑役Ｂ　真野萌奈美」となるのだろうか？……全然うれしくない。

「わたしは、今からアラビアータの『最初の一手』がどんなものか、考えることにする。雑役の二人は、次の命令を出すまで自由行動。解散」

　また、力なくソファーに横たわる永遠さん。

　わたしは、恐る恐る質問する。

「永遠さんは、帰らないんですか？」

「家には、テレビが無いんだ。だから、『侵略者インベーダーがやってきた！　Ｈｅｙ、Ｈｅｙ、Ｈｅｙ！』の期間は、ここに泊まりこむことにしてる。学校の許可もとってあるぞ。ちょっとした防犯システムを作ってやったら、快く許してくれた。なかなか快適だ」

〝ちょっとした防犯システム〟というのは、さっき、わたしたちを襲った弓矢のことか……。

「宇宙人とケンカするのなら、それなりの武器も必要になる。それを開発するのも、学校に泊まりこんでたら便利だしな」

　永遠さんが、丸男を見る。

「期待して待ってろよ、雑役Ａ」

〝マッドサイエンティスト〟の異名を持つ永遠さん。どんな武器を作るのかを考えると、怖くなるので止めた。




　実験準備室を出たわたしは、少し焦ってる。

「なんだ、トイレか？──我慢は、体に良くないぞ。早く行ってこい」

　丸男の呆あきれた声。

「デリカシーの無いこと言わないでよね！」

「だったら、なんで焦ってるんだよ？」

「夕飯の時間を過ぎてるからじゃないの！」

「……それは、デリカシーってやつがあるセリフなのか？」

　フン！

　丸男ごときに、乙女のデリカシーを理解してもらおうとは思わない。こういうとき、やっぱり女友達と話したいと思ったら、メールの着信音。

　ナイスタイミングで、ルナからメールが来た。

　おむすび弁当の中身、梅、シャケ、しぐれ以外に、何がいいでしょうか？

　大食らいのわたしのぶんまで、お弁当をこしらえてくれるルナ。本当に結婚して欲しい。

　わたしは、持ち時間が切れて一分将棋になった棋士のように、頭を高速回転させる。

　ツナマヨ、昆布、焼きタラコ、おかか──。様々な具材が、頭の中を駆け巡る。だが、迷ってる時間は無い。それに、ややこしい具材を選んで、ルナに迷惑を掛けてもいけない。そう考えると、ここは〝おかか〟だ！

　い～つもすまないねぇ。リクエストは、おかか！　[image: ] ビシッ!!　で、送信ボタンをポチっとな。

「……おまえの餌当番は、たいへんだな」

　わたしのメールを覗のぞきこんだ丸男が言った。

「女の子のメールを盗み見するから、デリカシーが無いって言われんのよ！」

　丸男に嚙かみついてから、ふと考える。

「ねぇ……あんたが転校してきたってこと、ルナに連絡した方がいいかな？」

「どうして？」

「だって彼女は、あんたみたいな山猿を好きっていう、とても希少価値のある女の子なのよ。明日の朝、いきなり聞くより、先に知っといた方がいいかなって思って」

「……わかった。おれからメールしとく」

　携帯電話を操作し、メールを打つ丸男。あれ？　携帯の電話帳には、丸まる美みちゃんのアドレスしか無かったのに？

「ルナのメアド、知ってんの？」

　わたしの質問に、携帯の画面を見たまま答える丸男。

「武む蔵さし虹こう北ほく高で知り合った連中のデータは、山へ帰るときに全て消した。でも、記憶からはなかなか消すことができなかった」

　以前、普通の高校生活がとても楽しかったと、丸男が言ってたっけ。

「携帯番号もアドレスも、全部覚えてるの？」

「記憶術の訓練を受けたからな。おれは、データの書かれた紙を、写真のように記憶することができる」

「わたしのデータも、覚えてるの？」

「それだけは、すぐに忘れることができた」

　なんて、憎らしい奴だ。

　丸男が携帯の操作を終え、ポケットに戻す。

「メール、なんて書いたの？」

「デリカシーの無いこと、訊かないでよね」

　わたしの声で答える丸男。

　本当に、憎らしい奴だ。でも、メールの内容を聞きたいわたしは、下手に出る。

「いいじゃない、教えてよ。絶対に、笑わないから」

「なんで、笑うのが前提になってるんだ！」

　そう吠ほえてから、ボソッと言った。

「『この間は、ごめん。また転校してきたけど、よかったら友人として仲良くしてほしい』──それだけだ」

　ふむ……。残念なことに、笑う部分が無い。

　わたしは、大きく伸びをしてから言った。

「返事、来るといいね」

「うるさいな！」

「照れなくてもいいじゃない。それに、電話帳の登録も二件になったし──」

「……」

　携帯を操作して、ルナのメアドを消す丸男。何も消さなくてもいいのに、強がっちゃって──。こういうところが、男の子なのかな。

「じゃあね」

　シュタッと手を挙げ、さり気なく去ろうとしたんだが、

「どこへ行く気だ？　旧校舎の調査に行くって言ってあっただろ」

　丸男が、わたしの後ろ襟をつかむ。魚を盗み損ねた猫の気分だ。

「見逃してよ！　わたしの夕ご飯がピンチなのよ！」

　頭の中では、弟の智とも希きが、わたしのぶんまで食べてる映像がエンドレスで流れている。

「おまえは、不確定要素なんだぞ。下手に動いて人類を絶滅させる気か！」

　……今のわたしは、人類より夕ご飯を助けたい。

　丸男が、わたしを旧校舎へ向かって引きずる。

　そのとき、携帯の着信音。

「おっ、丸美からメールだ！」

　さっきまで、わたしに向けていた不機嫌な声が、とろけそうな甘い声に変わった。

　携帯の画面を見る丸男。不思議そうに首をひねる。

「なんて書いてあるの？」

　わたしの質問に、

「『お兄様、大丈夫ですか？　予測できない事態が起きました。未来が見えません。気をつけてください』……意味がわからないな」

　かわいい女の子の声色で答える。

　丸男の言葉が信用できないわたしは、画面を覗きこむ。

　バカ兄貴、何をした！　不確定要素が動きだした。未来が悪い方に変わるぞ。自覚しろ！

　……そうか、この文章が、丸男には『お兄様気をつけて』メールに見えるのか。フッ、哀れな奴。

　メールの最後には、ニュースサイトのアドレスが貼りつけられていた。アクセスすると、英文のニュース記事。わたしは、あまり英語と仲が良い方じゃない。

　丸男は、真剣な顔で記事を読んでる。こいつ、英語と仲良しなのか。

「あのさ……なんて書いてあるの？」

「おまえ、ちゃんと授業に出てるんだろ。こんな簡単な英語も読めないのか？」

　呆れた声の丸男。

「バカにしないでよね。ただ……夕ご飯を食べてないでしょ。栄養不足で、目がショボショボしちゃって、読みにくいのよね」

「フッ」

　丸男が、わたしの言葉を鼻で笑って、説明に入る。

「『ＪＹＡＪＹＡ』という新しい国際テロ組織のニュースだ。テロ組織には、それぞれの主義主張があるんだが、ＪＹＡＪＹＡの主張は、理解しにくいと書いてある」

「理解しにくいって……どんな主張なの？」

「地球の防衛」

「……」

「簡単に言うと、今の世界は、それぞれの国が他国を尊重することなく、自国の利益のみを追求している。こんな状況では、異星人に攻められたら人類が絶滅してしまう。だから、ＪＹＡＪＹＡが、世界から国境を無くし、来るべき異星人との戦いに備える。──こんなところだ」

　聞いていて、わたしはウンウンとうなずいてしまう。ＪＹＡＪＹＡの主張、わたしにはとっても理解できる。

「それって、正しいんじゃないの？」

「言ってる場所が、幼稚園の砂場なら正しい。だが、今の世界情勢で、唐突に国境を無くして異星人との戦いに備えるって主張しても、受け入れられるわけないだろ」

　そういうものなのか。恐るべし、世界！

「じゃあ、ＪＹＡＪＹＡは世界から無視されるの？」

「それが、無視できなくなっている」

　丸男が、ニュースサイトの写真を見せる。建ち並ぶ工場のような建物。そこから派手に炎と煙が立ち上っている。そんな写真が数枚。

「警告も何も無し。いきなり、世界数カ国で軍事工場が襲われた。表向きは、武器なんか作ってないって顔をした工場まで、しっかり襲撃されてる。後には、『地には平和を』と書かれたメッセージが残されていた」

「地球の平和のために怪獣と戦って、町を壊滅させる巨大ヒーローみたいね」

「ブッ飛んでるってことでは、国際テロ組織の中でもトップクラスだろうな。下手したら、ＪＹＡＪＹＡのせいで、世界が終わる」

〝世界が終わる〟という言葉に、ドキリとする。

「で、問題は、どうして丸美がＪＹＡＪＹＡなんてテロ組織のことをメールしてきたかだ……」

　腕を組む丸男。わたしも考える。

　そして、ほぼ同時に、わたしたちの頭に嫌な考えが浮かんだ。

「あのさ……つかぬ事を聞くけど、そのＪＹＡＪＹＡって、わたしたちの地球防衛軍と無関係よね？」

「当然だ。おれたちは、日本に住む一介の高校生。政治的主義主張も世界に向ける目も無い──それが、特徴だ。一方、ＪＹＡＪＹＡは国際テロ組織。信念の旗の下に、客観的にどれだけ間違ってようと命を賭かけることができる連中だ。おれたちと関係あるわけないじゃないか」

「そりゃそうよね、常識的に考えて。でも──」

　質問するわたしの声も答える丸男の声も、微かすかに震えてる。

「そこにシンクロがあったとしたら……」

「まさに、おれたち地球防衛軍とＪＹＡＪＹＡは、一心同体だな」

　……やっぱり。

　なんせ、地球防衛軍にはマッドサイエンティストの永遠さんや、忍者の丸男がいる。危険度で言えば、テロ組織に匹敵するだろう。

「おまえ……今、自分のことを棚に上げて、すごく失礼なことを考えてるだろ」

　丸男が、ジットリした目を向けてくる。

「地球防衛軍には、恐怖のドジっ娘こもいるってことを忘れんな！」

「フッ。あんたは山に戻ってて知らないかもしれないけど、今のわたしはドジっ娘こを卒業して『ミス武蔵虹北』と呼ばれてるのよ！」

　すると、丸男は、哀れむような目で見てきた。……おかしいな？　てっきり、何かバカにするようなことを言うと思ってたのに。

「認めたくない部分も多いが、現実を直視しよう。おれたちとＪＹＡＪＹＡがシンクロしてるとしたら、いったいどんな影響があるか？」

「わたしたちが動けばＪＹＡＪＹＡも動くってこと……？」

　丸男がうなずいてから、口を開く。

「つまり、下手したら人類を守るつもりが絶滅させる可能性もあるってことだ」

　わたしは、子どものころに聞いたハリネズミの話を思い出す。友達になろうと近づけば、自分の針で相手を傷つけてしまう話だ。

　人類を守りたいのに、下手したら滅ぼしてしまう──そう、わたしたちはハリネズミ。

　うう……。涙が出てきた。







Scene 06.5　０ゼロ０ゼロＭｉｃは世界を救う？







　ぼくの名前は、Ｍｉｃ。ミックではない、Ｍｉｃだ。

　本名？　そんなものは、必要無い。『Ｍｉｃ』という美しい名前だけあればいい。

　所属は、国際刑事警察機構の対テロ犯罪捜査課。ぼくの特殊能力を評価され、採用されたばかりだ。特殊能力──それは小さい頃から仕込まれた暗殺術と、意識。暗殺臣アサツシンという暗殺者集団の中で育てられたぼくは、人を殺すということに躊躇ためらいがない。

　もちろん、こんな人間は、一般社会に受け入れられない。肉食獣は、檻おりの中に閉じこめておくものだ。うん。その理屈はよくわかる。でも……それを、ぼくのような美び貌ぼうを持った人間にまで当てはめてほしくない。

　日の当たる世界で活躍したいという希望を持っていたぼくは、暗殺臣を捨てることに未練は無かった。〝裏切り者〟と呼ばれたが、そんな呼び名は、ぼくの美貌を少しも傷つけない。

　問題は、暗殺臣からの追っ手だった。「裏切り者には死を！」なんて時代遅れなことを言って、ぼくを殺そうと必死になってくる。

　鬱うつ陶とうしくなったぼくは、海外へ逃げた。そこで国際刑事警察機構にスカウトされたわけだ。

　良かったのは、暗殺臣がぼくに手を出さなくなったこと。悪かったのは、暗殺が仕事になってしまったこと。殺人許可証を持った秘密情報部員みたいなもんだ。

　でも、ぼくはまだ夢をあきらめてない。いつか、ぼく自身を世界中の人に見てもらいたい。

　歌って踊れる国際刑事警察機構捜査官──これだ！




　バンクーバー国際空港に降りたぼくは大きく伸びをして、長時間のフライトで固まった体をほぐす。ガラス張りの天井から差しこむ朝日がまぶしい。手荷物も無いので、そのままタクシー乗り場に向かったら、柱の陰にいた女性に声をかけられた。

「お帰りなさい。休暇は楽しかった？」

　彼女の名前は、インターリ。ロシア人。

　金色の長い髪が、ロビーのライトを受けて輝く。軽くウェーブがかかっていて、まるでタンポポの綿毛のようだ。肌の色は白。普通の白じゃない。温かみを感じさせない、熱や光をすべて跳ね返してしまいそうな白。年齢は、ぼくより五歳ほど上だろうが、百五十センチ無いくらいの身長なので、ぼくより年下に見える。ピシッとしたパンツスーツを着てるんだけど、少しも似合ってない。ぼくは、いつか彼女にエプロンドレスをプレゼントしようと考えている。

　で、彼女が、ぼくの上司だ。

　ぼくは、彼女に近づくと、日本式に深々と礼をした。

「ありがとうございます。わざわざぼくを迎えに来てくださったんですね」

「わたしは、あなたみたいなナルシストが嫌いなの。それなのに、迎えに来るはずないでしょ。重要な情報が入って、早急に打ち合わせする必要があるから来ただけよ」

　この台詞せりふを、とても友好的な笑顔で言うインターリ。

「早速、仕事ですか？」

　ぼくは、体が急に重くなったように感じる。

「ここからは、車の中で話すわ」

　インターリが、ぼくに向かって車のキーを放った。

　駐車場に停められた黒いボルボ。ぼくは、インターリのために助手席のドアを開ける。

　エンジンをかけ、駐車場を出る加速の良さと安定感。周りを走っている大排気量の車が、性能の悪い鉄の塊に見える。

「パイラ劇場で、毒ガスをまくという密告があったの。狙いは、最終日に行われる特別公演」

　なんの前置きも無く、インターリが言った。

「信頼できる情報ですか？」

「そんなことは問題じゃないの。国際芸術祭を無事に終了させる──これが、わたしたちの仕事。そのためには、あらゆる対応ができるようにしておかなければいけない」

　柔らかい口調だけど、中身は厳しい。

「ぼくの仕事は、犯人の暗殺ですか？」

「その通り。テロリストは、瞬殺しなければならない。そして、殺したことを、周りに知られてはいけない。国際芸術祭は平和の祭典──そのイメージは、絶対なの。それを守るために、わたしとあなたが呼ばれてるのよ」

　青白い炎のような瞳が、ぼくを見る。

　彼女は、ロシア貴族の末まつ裔えい。普通の貴族じゃない。王家を守るために、あらゆる汚れ仕事をするための一族。その汚れ仕事には、暗殺も入っている。歴史が流れ王家が無くなっても、暗殺術だけは消えることなく受け継がれたというわけだ。

「今から、パイラ劇場での公演が終わるまでの約四十時間、一瞬も気を抜かないように──。わかった？」

「ええ、おまかせください、このぼくが警備に当たる以上、いかなるテロ行為も許しません。全ての悪は、ぼくの足下に平ひれ伏ふすでしょう」

「……」

　しばらく無言の時間が流れる。インターリの肌が、白さを増したように感じた。

　やがて、彼女が細くて長い指を伸ばす。

「一つだけお願いがあるんだけど、いいかしら？」

「なんでしょうか？　ぼくの使命は、女性の願いを叶かなえることです。何なりと、ぼくに言いつけてください」

「じゃあ、言わせてもらうけど──」

　次の瞬間、彼女の青い目が赤く光った。

「あなた、会話の中で〝ぼく〟を使いすぎるの。それはもう、聞いてるとイライラして、思わず殺してしまいそうなくらいに」

　すさまじい殺気が、ぼくをつつむ。ぼくは、動くことができない。ほんのわずかでも体を動かせば命が消える──ぼくの本能が、そう告げてくる。

「あなたも、もう少し長生きしたいでしょ？」

「……」

　ぼくは、黙ってうなずいた。




　国際芸術祭のためにつくられたアールパーク。五つの劇場と四つの美術館を中心に、世界中の芸術が披露される。なかでも注目されているのが、最終日にパイラ劇場で上演される『Ｗｅ ａｒｅ ｎｏｔ ａｌｏｎｅ』。

　ぼくはボルボをパイラ劇場の駐車場に停めると、外に出て助手席のドアを開ける。

「五感を研ぎ澄ませて！　時限装置のタイマー音やガスの異臭を感じたら、すぐに教えて」

　ぼくの前を歩きながら、インターリが言う。

「えっと……。ぼくでわかる範囲は報告しますけど……ぼくの鼻や耳、普通ですよ」

　すると、インターリがピタリと止まった。振り返って、ぼくを見る。

「忍者は、高跳び九尺、聴覚十四倍、視覚八倍、嗅きゆう覚かく味覚三倍と、本に書いてあったけど……」

　真顔で言うインターリ。

　ぼくは、首を横に振った。

「ぼくは、ただの暗殺者です。忍者じゃありません」

「え～！」

　インターリが顔をしかめる。お菓子を取り上げられた子どもみたいだ。

「せっかく忍者を部下にできたと思ったのに──。ねぇ、知り合いに忍者とかいないの？」

「よく似たのはいますけど……」

　忍者と聞いて、ぼくは丸まる井い丸まる男おを思い出した。あいつなら、忍者と言っても、そう違いは無いだろう。今度会ったら、「ぼくと一緒に国際刑事警察機構で働かないか？」と誘ってみよう。

　インターリに続いて、劇場内に入る。まるで爆撃を受けた後のように、天てん手て古こ舞まいの劇場内。明日の公演をひかえ、スタッフが右往左往している。時折り聞こえる悲鳴のような怒鳴り声が、状況がいかに切せつ羽ぱ詰つまってるかを物語っている。

「この中にテロリストがまぎれてたら、わかりませんね」

　アールパークの入り口で、二回チェックが入る。しかし、毒ガスをまこうなどと考える奴だ、そんなチェックくらい軽くすり抜けるだろう。

　そのとき、真っ赤な風が吹いてきて、彼女にピッタリ寄り添い肩を抱いた。

「ああ、すばらしい！　きみの笑顔は、やっぱり最高だ！」

　真っ赤な風は、赤いスーツを着た五十歳くらいの男だった。風船みたいな体型をしてるくせに、信じられないくらい素早い。

「なんですか、このオジサン？」

　インターリに小声で訊きいた。

「舞台監督と脚本をつとめてるジョージ・ムーン。アメリカ人。なんか、わたしを気にいって、舞台に出ろってしつこいのよ」

　ペタペタとインターリに触ってたジョージ・ムーンが、ぼくに気づき、右手を差しだす。

「ああ、よろしく」

　ぼくは、彼の手を握って握手。この間、彼は、ぼくの方を見ようともしない。

「ねぇ、インターリ。そろそろ、いい返事を聞かせておくれよ。ぼくの携帯の番号は、知ってるだろ？　いつ、電話してくれてもいいんだよ。いや、舞台のことじゃなくてもいいんだ。プライベートなら、大歓迎さ」

　この間、ぼくもインターリも殺気を送り続けた。しかし、ジョージ・ムーンは、まったく恐れない。これが、世界の壁か……。

　ぼくは、気持ちを引きしめる。

「おっと、照明監督に呼ばれてるのを忘れてた。じゃあね、ぼくのスウィートハニー！」

　ジョージ・ムーンが、風のように去って行く。

「にぎやかな人ですね」

　ぼくの感想に、インターリが苦笑する。

「悪い人じゃないんだけどね……。ちょっと普通じゃないだけで」

「彼は、あなたが国際刑事警察機構の人間──その、暗殺専門の捜査官だってこと、知ってるんですか？」

「さぁ……。まぁ、知ってても彼には関係ないでしょうけどね」

　うん、ぼくもそう思う。ぼくら二人の殺気をあれだけぶつけられても平然としてるんだ、只ただ者ものじゃない。

「あの人が、脚本を書くんですよね。でも、世界中の役者が集まる舞台の脚本なんて、どうやって書くんですか？　言葉が、バラバラでしょ？」

「台詞は無し。英語のト書きを各国の通訳の人が翻訳して俳優に伝えるのよ」

　インターリの説明に続いて、

「でも、わたしは幸せよ。世界のジョージ・ムーンの舞台に立てるんですもの」

　よく通る声がした。

　背の高い女性だ。燃えるような赤毛の向こうで、いたずらっ子のような目が輝いている。

　周りは、公演を控えて修羅場のごとき状況なのに、彼女の周りだけ落ち着いた空気が流れている。まるで、バリヤを張ってるみたいだ。

　ぼくは、彼女を知っている。何度も、映画館のスクリーンで見ている。大きな映画賞をいくつもとっている、フランス人女優のソレイユ・モレシャンだ。

「わたしは、あなたがうらやましいわ、インターリ。わたしと違って、あなたは、あのジョージ・ムーンから舞台に出るよう直々に頼まれている。わたしみたいに、何度もオーディションを受けて、ようやく認めてもらった人間とは違うもの」

　うらやましいと言ってる割に、ソレイユはインターリを見下してるようだ。

　インターリは、何も言わない。黙ってソレイユを見返している。

　さっき言われたばかりだから、ぼくにはわかる。インターリは、ソレイユのように、〝わたし〟を大量に使って話す人が大嫌いなんだ。

「ソレイユ、それぐらいにして向こうに行きましょう」

　突然、ソレイユの後ろから声がして、ぼくは驚いた。

　よく見ると、ソレイユに隠れるようにして、一人の女性が立っていた。黒髪でソバカスの目立つ、あまり美人とは言えない人だ。

「まったく、リュンヌは口うるさいわね。小さいときから、少しも変わってないわ」

　天井を見上げ、溜ため息いきをつくソレイユ。彼女の耳で、三日月型のイヤリングがキラリと光る。

　リュンヌと呼ばれた女性は、うつむくと、口の中で何かを呟つぶやいた。それから、無理に笑顔を作ってインターリに言う。

「ごめんなさい。お仕事の邪魔しちゃったわ」

「気にしないでください」

　インターリも、丁寧に返事する。

　そんなやりとりを完かん璧ぺきに無視して、ソレイユは去って行く。まるで、モーゼが海を渡るシーンのように、作業で忙しいスタッフが道を空ける。リュンヌが、その後を慌てて追いかける。

「ソレイユの印象は？」

　二人が見えなくなってから、インターリが訊いてきた。

「さすがに、世界の一流スターですね。ぼくと比べても、遜そん色しよくの無い華やかさを持ってます」

　それを聞いて、インターリがニガヨモギを口に放りこまれたような顔をした。

「あなた、周りから『ナル造ぞう』と呼ばれてたんじゃない？」

「は？」

「あなたの名前は権ごん田だ原わら大だい造ぞうよね。〝ナルシストの大造〟で、『ナル造』。ねっ、絶対にそう呼ばれてたでしょ」

　両手を合わせ、楽しそうに言うインターリ。

　かわいい上司をガッカリさせるのは本意ではないが、ぼくは首を横に振る。

「ぼくの名前は、Ｍｉｃです。ナル造なんて妙な名前で呼ばれたことはありません」

「そうなの……」

　インターリが、あからさまにガッカリする。

「わたしなら、絶対に『ナル造』って呼ぶんだけどなぁ」

　しつこく繰り返すインターリに、ぼくは訊く。

「それにしても、ぼくにはわかりませんね。さっきのような無礼な対応をされて、どうしてソレイユに殺気を出さなかったのです？」

「ソレイユのことは、好きでも嫌いでもないわ。だって、彼女は哀れな人だもん。殺気をぶつける値打ちも無い。──頼まれたって、殺してあげない」

「……」

「嫌いといえば、リュンヌの方が嫌いね」

　意外な答え。ぼくは、リュンヌのような礼儀正しい人は嫌いじゃないと思っていた。

「彼女は、何者なんです？」

「ソレイユのマネージャー。二人は幼なじみで一緒に演劇を始めたんだけど、ソレイユは十三歳の時に映画デビュー。片やリュンヌは、おうちの都合もあって、演劇をやめて今はソレイユのマネージャー」

「……」

　ぼくは、なんて言っていいかわからないので、黙っていた。

　インターリは、何かを確かめるかのように、うなずいた。

「うん、わたしはリュンヌが嫌いね」

「どうしてです？」

「あなたは気づかなかったの？　彼女が、ずっとソレイユに対して殺意を放っていたのを──」

「そうなんですか？」

「わたしたちの殺気とは違って、ドロドロした殺意だけどね。彼女は、ずっと殺意を隠してソレイユのそばにいる。わたしには、彼女が理解できない。殺したければ、殺せばいいのよ」

　アッケラカンと言うインターリ。そういうものなのか。

「ぼくは、殺す相手を選より好みしませんけどね。命令されれば、誰でも殺します」

　すると、インターリから、ぼくに向かってすさまじい殺気が放たれた。

「だれも、あなたのことは聞いてないわ」

　笑顔で言うインターリ。ぼくは、黙ってうなずいた。




　その後、二人で手分けして、劇場の内外を調べる。

　植え込みや座席の下、ゴミ箱の中、ジュースの自動販売機──不審なものが無いか、五感をフル稼働させたんだけど、何も見つからなかった。

　いや、怪しい人物を一人見つけた。

　劇場のロビーに座り込んでいる男。ソファーにではない、直接、フロアに座っているのだ。麻のような薄黄色い布を頭からかぶり、足下は裸足はだし。長い木の杖つえを、手と足で抱えこむようにして持っている。

　ぼくが近づくと、布の向こうから鋭い目がにらんできた。右目だけだ。左目は、黒い眼帯で覆われている。かなりの年齢だとは思うが、それを感じさせない迫力がある。

「ご気分でも悪いんですか？」

　ぼくの質問に、黙って首を横に振る。

「失礼ですが、何をされてるのでしょう？　開演までは、まだ一日以上あります。一度、劇場から出ていただけますか？」

　劇場から出したところで、身柄確保。身元を調べようと考えていたら、

「その人は大丈夫」

　いつの間にか、背後に来ていたインターリに声をかけられた。

「誰なんですか、この人？」

　ぼくの質問を無視して、インターリは男に声をかけた。どこの国の言葉かわからない。風に乗る弦楽器の音色のような言葉だ。

　インターリの言葉に、男が微笑んだ。ゆっくり立ち上がると、ぼくの正面に立つ。背が高い。布に覆われた体が、枯れ木のように瘦やせている。

　男の骨張った手が伸び、ぼくの頰を触った。何か一言二言話しかけられたが、ぼくには意味がわからない。表情から怒ってないのはわかるけど……。

　最後に、ぼくの頰をポンと叩たたき、男はヒョコヒョコと出ていった。

「あの人は、イッシュ。Ｃ国の愛国同盟最高責任者よ」

「……」

「彼の左目が見えないのは、子どもの頃、国歌を歌わなかったことで教師に殴られたから」

「その経験が、彼を愛国者に変えたのですか？」

　ぼくの質問に、インターリが首を横に振る。

「イッシュは、ずっと小さいときから、真の愛国者よ。歌わなかったのは、〝国歌は、強制されて歌わされるような、低俗なものじゃない〟という信念を持ってるから」

　なるほど……。

「彼のおかげで、Ｃ国は何度も戦争を免れてきてるの。他国ともめごとが起きたとき、Ｃ国の人たちが一番頼りにするのがイッシュ。彼は話し合いをするため、一人で相手国に乗りこむ」

「話し合いって……」

　そんな危ない状況で乗りこんだら、殺されるんじゃないだろうか？

　ぼくの考えてることがわかったのか、またインターリが首を横に振った。

「イッシュは、強い愛国心を持っている。そして、相手も同じくらい強い愛国心を持っていると考える。彼は、相手の愛国心を尊重する。彼に手を出すことは、双方の愛国心を否定することになる。だから、彼が殺されることはないの」

　……よくわからないけど、そんなものなんだろうか。

　インターリが、ぼくの肩をポンと叩く。

「明日の公演には、各国からいろんな要人が来るの。中には、イッシュのような人もいる。それらの一人にでも何かあったら、世界平和のバランスが崩れるわ」

「……」

「それが意味するのは、世界の終わり」

　ぼくは、自分の両肩に重いものがのしかかってくるのを感じた。







Scene 07　モナミが覚悟を決める







「親の仕事の関係で、また引っ越してきました。いつまでいられるかわかりませんが、よろしくお願いします」

　朝の教室で、黒板を背にした丸まる男おが言う。白い歯がキランと光る。わたしといるときには見せたことのない爽さわやかな笑顔だ。

　女子から起こる歓声。前回のシンクロ騒ぎのとき、授業中にルナを教室から連れだすという、往年の名作映画みたいなことを丸男はやった。てっきり、女子からは総スカンを食ってると思ったのに、なかなか根強い人気だ。

　──こいつ、忍者のくせにウエートレスさんに負けてるんだぞ。

　暴露してやろうと思ったけど、アホらしいので止めた。




　休み時間、わたしはルナのところへ行く。丸男が転校してしまった後、彼女は丸男を忘れるためか、妙に明るく振る舞っていた。

　そんなルナの元に、また丸男が戻ってきた。いったい、彼女はどう思ってるのだろう……。まだ、丸男のことを忘れられないのか？　それとも……。

　丸男が戻ってきて、またルナの恋心が再燃しないかどうか気になるところだ。

　ここは、さりげなく彼女の気持ちを確かめておく必要があるな。

　試行錯誤の末、ルナに切りだす。

「丸男──丸まる井い君が、また転校してきたね」

「うん。昨日、メールが来たわ」

　感情のこもってないルナの返事。今日の彼女は、風邪をひいてるのか大きな白いマスクをしていて、表情も読みにくい。

「返信した？」

「ううん」

　首を横に振るルナ。それっきり、何も言わない。

　う～ん……。早くも手詰まり。困ったわたしは、手っ取り早く訊きいた。

「まだ丸井君のこと気になる？」

　彼女は素っ気なく答える。

「わからない」

　それは、照れ隠しで言ってるように見えない。何ていうか、どうでもいいというか無関心というか……。まぁ、丸男みたいなアブノーマルな奴に興味があるよりは、いいか。

　コホコホと咳せきこむルナ。

「どうしたの？　風邪？」

「うん……。なんだか頭がボーッとして……。夏風邪ひいたみたい」

　夏風邪はバカがひくという学説があるが、わたしは信じてない。

　だいたい、帽子も被かぶらず空き地で夏の甲子園大会ごっこをして、かき氷とスイカをバカ食いし、エアコンをかけっぱなしで昼寝という大バカなことをしても、わたしは風邪をひかない。

　よって、夏風邪はバカがひくというのは間違ってるのである！　（ハッ！　そういえば、バカは風邪ひかないという学説もあった）

　考えこんでしまったわたしに、ルナが言う。

「それで、今日は、萌も奈な美みのぶんのお弁当を作れなかったの。ゴメンね」

「なにいってんのよ！　そんなこと気にしないで、早く良くなってよね」

　わたしは、心の中の涙を見せないようにして、微笑む。そりゃ、ルナの特製おむすび弁当が食べられないのは哀しいけど、彼女に元気が無いことが比べようもなく哀しい。




　授業中、わたしの頭はフル回転。といっても、担任の松まつ田だ先生が黒板に書いているサインやらコサインやらで悩んでいたわけではない。

　アラビアータが、どのような手を打ってくるか？

　取り憑つかれてる部員は誰なのか？

　なにより、ＪＹＡＪＹＡとシンクロしてしまった地球防衛軍は、どう動けばいいのか？──いや、動いたらダメなのか？

　朝、地球防衛軍の今後について、永と遠わさんの話を聞こうと実験準備室に行ったんだけど会えなかった。ドアに、ホテルで使う『起こさないでください』の札が引っかかってたのだ。

　ノックして起こそうとしたら、科学部の二年生に止められた。

「止めた方がいいぜ。下手に部長を起こしたら、自衛隊に治安出動の要請をしなきゃいけなくなるぞ」

　わたしは、できるだけ音を立てないようにドアから離れた。

　それでなくても、宇宙人が来てややこしくなってるんだ。これにプラスして、自衛隊を呼ぶ状況がシンクロしたら、間違いなく第三次世界大戦だ。

　わたしは溜ため息いき。まったくややこしいことばかりだ。これだったら、サインと子サインの親子関係を考えてる方が、よっぽど楽だ。

　そうしたら、

「人類を絶滅させないためにも、しっかり考えろ」

　頭の中に現れた丸男が偉そうに言うので、わたしの必殺ブローで吹き飛ばす。

　言われなくても考えるわい！

　数学記号を放りだし、人類の未来のために考える。……考える。

　なのに今度は、ルナがお弁当を作ってきてくれなかったという厳しい現実に思考が行ってしまう。まったく、健康優良少女のルナがどうしちゃったんだろう？　そして、何をすれば、今まで彼女から受けた恩に報いることができるか？　当然、食欲の無いルナは自分のお弁当も持ってないだろう。しかし、体調が悪いからといって食べなかったらますます弱ってしまう。ここは、昼休みに学校を抜けだして、ルナのために栄養のあるものを買ってくるのがベストだ。

　問題は、ルナが食べてくれるかどうか。わたしは、体調が悪いときでも食欲に変化の無い人だが、彼女もそうだとは限らない。こうなったら、塀を跳び越えてでも食べたいと思えるくらいおいしいものを用意しなくては……。

　果たしてそんな食べ物が、この高校近辺にあるだろうか？　牛丼、ハンバーガー、冷やしおでん、たい焼き……。数々のお店や屋台が、浮かんでは消える。

　腕を組んで考えてると、頭に紙玉が当たった。方向から考えて、投げてきたのは丸男だ。

　紙を開くと、『てめえ、昼飯のこと考えてるんじゃねぇだろな！』と書かれてる。フッ、さすが忍者、なかなか鋭いじゃない。

　えっと、ここで「なぜ携帯メールを使わないのか？」と思われるかもしれない。でも、携帯メールだと見つかったときに即、携帯電話没収になってしまう。それよりは、こういう紙を使った古典的な方法が、意表を突いてバレにくいのだよ。

　わたしは、紙の裏に、『この人類が絶滅するようなときに、そんなことを考えるでしょうか？　（いや、無い！）』と反語的表現の文章を書いた。それを丁寧に丸め、丸男に向けて投げる。紙を読んだ丸男が、また紙玉を寄こす。

『だったら、なんで涎よだれを垂らしてるんだ？』

　……わたしは、さりげなく涎を拭ふく。

『人の恥ずかしい場面ばっかり見るんじゃない！』──そう書いた紙を丸め、投げる。

　でも、狙いははずれ、丸男から四つ離れた野球部エースの足あ立だち君の頭に当たった。

「……」

　足立君は、紙玉を拾う。他のクラスメイトが、無言の手振りで、紙玉を投げたのがわたしだということを足立君に伝える。黒板に向かって美しい数式を書いている松田先生は、クラスの様子に気づいてない。

　両手を合わせ謝ってるわたしに向かって、足立君が紙玉を投げた。それを、隣の席の井いの上うえ君が立ち上がって下敷きで打つ。そういえば井上君はソフトボール部で、足立君と勝負したがってたっけ。

　井上君の打った紙玉はグングン伸びて、黒板に字を書いてる先生の頭に向かって一直線。

　ヤバイ！

　そのとき、教室前方に座ってるバレー部の宇う仁に田た君が、長い手を伸ばす。ブロックされる紙玉。床に落ちる寸前に、ラクロス部の江え上がみさんがノートですくい上げ、紙玉を丸男の机上空にパス。それをバスケ部の大おお野の君が丸男の机にアリウープで決めた。無事に紙玉を受け取る丸男。

　おおー！

　わたしたちは、声にならない歓声を上げ、音の出ない拍手を五人のプレイヤーに送った。




　昼休み、買いだしに行こうとしたら丸男に捕まった。

「どこへ行くんだ？　フラフラしてると、笑い仮面に襲われるぞ！」

　グチャグチャ言う丸男に、

「大きな声出さないでよ！　ちょっと用事があるのよ」

　小声で言って、ルナの方をチラリと見る。自分の机に座ってるルナ。周りの子がお弁当を広げてるのに、ボンヤリしたままで、なにもしようとしない。

「彼女、ちょっと体調が悪いの。だから、何かおいしいものを買ってきてあげようと思って」

　丸男も、ルナを見る。そして、首から吊つるした小さな巾きん着ちやく袋を開き、ビー玉より二回りくらい小さい玉を出した。

「これ、飲ませてみろ」

「なに、これ？」

「斜しや天てんの一族に伝わる秘薬だ。これ一つで、体調不良ぐらいは軽く治る」

　わたしの頭の中で、険しい岩山のてっぺんで「ふぅわいとぉ～！　いっぷぅわ～つ！」と叫んで丸薬を飲む丸男がイメージされる。うん、なんだか効きそうな感じがする。

「やっぱり……ルナのこと、気になるの？」

　丸男は、それに答えず、

「早く飲ませてやれ」

　と、そっぽを向いた。

　わたしは、ルナのところに行き、丸男にもらった丸薬を飲ませる。

「これ、丸井君がくれたんだよ。ものすごく効くっていうから、早く元気になってよね」

　その言葉に、ルナは軽くうなずいただけ。でも、薬を飲んだから、すぐによくなるよね。

　うん、安心したらお腹がすいてきた。ここは、家から持ってきた弁当を食べることにしよう。

　すると、廊下の方から歌声が聞こえてきた。

「ぼっ、ぼっ、ぼくらは地球防衛軍！」

　それは、正義に燃えるとか勇気が湧き立つというより、悪魔の軍団が行進してくる姿がイメージされるものだった。

　教室の戸がガラリと開き、

「雑役のＡとＢ、登校してるか！　すぐに、屋上へ来い」

　永遠さんの大声が響く。たっぷり睡眠をとったのだろう、声から元気があふれ出している。

　本能的に危険を察知したわたしは、弁当箱を抱えて脱出を図る。永遠さんの目につかないよう身を低くし、呆あつ気けにとられてるクラスメイトの足下をゴキブリのように這はう。

　すると、不意に体が浮いた。見上げると、丸男がわたしの後ろ襟をつまんで持ち上げている。

「あんた……華きや奢しやな体つきの割に、力持ちなのね」

　わたしの感想を無視して、丸男が言う。

「あきらめろ。おれたちが逃げても、奴はあきらめずに追ってくる。そのことと世界がシンクロしてみろ。未来から、殺人ロボットが来るかもしれないんだぞ」

　わたしの中から、逃げる気が消えた。

　それに、一つわかったことがある。丸男は命令に服従する体育会系だ。……まぁ、忍者なんだから仕方ないのかもしれないけどね。

　わたしは、命令されるのもするのも、好きじゃない。自分の行動は、自分で決めたいと思ってる。それが、自立というものだ。

「丸男、あんたも自立した方がいいよ」

「今の状況を見ろ。地に足の着いてないおまえが、偉そうに言うな」

　わたしは、後ろ襟を持たれてぶら下がっている。魚を盗み損ねたドラ猫のような姿だ。




　屋上に着いたわたしたちを前に、永遠さんが口を開いた。

「これより、作戦会議を開く」

　永遠さんの目が、生き生きしている。地球侵略に来た宇宙人と戦える状況を、心の底から楽しんでいるようだ。

「まず、昨日の雑役Ａの報告だと、アラビアータはシンクロを利用すると言っていた。シンクロしている状況で、この学校を侵略すれば地球も侵略できるということだろう」

　なるほど。地球って、広いもんね。それに比べて、学校はとっても身近。『学校侵略＝地球侵略』なら、お手軽だ。

「つまり、逆に言えば、この学校を守りアラビアータを退治すれば、地球は救われる。我々、地球防衛軍の勝ちだ」

〝地球防衛軍〟という言葉に、ゾクリとする。永遠さんは、地球防衛軍と国際テロ組織ＪＹＡＪＹＡがシンクロしてるのを知らない。

「あの……永遠さん」

　恐る恐る言うわたしに、

「遠慮せずに『最高司令官』と呼んでいいのだぞ」

　うれしそうに微笑み、すぐに違う話を始める。……ダメだ。人の話を聞く気持ちを、欠片かけらも持ってない。

「雑役Ｂが演劇部の大道具を壊したあたりから、シンクロは始まっている。演劇部が事件の中心にあると考えてよいだろう。そして、雑役Ｂは、演劇部の大道具を探しに行った旧校舎で、何者かに襲われている」

　永遠さんが、丸男を見る。

「襲撃者を、どのように分析する？」

「普通の人間じゃない。アラビアータ本人、もしくはアラビアータに取り憑つかれた人間──このどちらかだな」

「以上のことから、演劇部員五人の中に、アラビアータもしくはアラビアータに取り憑かれたものがいるという可能性が高い」

　今度は、わたしに視線が来た。

「演劇部員を一番近くで見ているのは、おまえだ。何か気づいたことはないか」

　わたしは、小こ鳩ばとさんと柴しば君を除いた三人が怪しいことを告げる。さらに、良いタイミングなので、自分の推理も付け加える。

「本命は、江え藤とう君という二年生部員だと思います」

「ローマ字で書いたときに『ＥＴ』という二文字が入ってるからという理由以外に、なにか言いたいことがあるのなら言ってみろ」

　永遠さんに睨にらまれ、わたしは完全に沈黙。

　丸男が、口を開く。

「問題は、他にもある。アラビアータは、認めたくないが、強い。正体を暴いて戦いになったとき、百パーセント勝てるとは言えない」

「ああ、その点は安心しろ。対アラビアータ用の武器は、開発してある。現在、耐久テスト中だ。夕方には使えるだろう」

　なんですと！

　わたしは、イヤな予感に体が震える。『大量破壊兵器発見！』とか『核兵器開発！』というようなニュースが流れてないか、不安になる。

　丸男が、フッと笑う。

「あんたの目が赤いのを、理解したぜ。武器を作るのに、徹夜したんだろ」

「いや、そんなものは簡単にできた。苦労したのは、これだ」

　永遠さんが、足下のコンビニ袋から、Ｔシャツを二枚出した。

「なんですか、これ？」

　わたしの質問に、バカなことを訊くなというように眉まゆをひそめる永遠さん。

「地球防衛軍の制服に決まってるだろ」

　そして、自分の制服の前ボタンを引きちぎるように外す。中から現れたシャツの前面に、江戸勘亭流で書かれた『地球防衛軍』の文字。その下には、斜め上を指さし、笑顔の少年少女のイラスト。白い歯が、まぶしい……。

「防刃繊維で作ってあるから、刃物で斬りつけられても心配ないぞ。耐熱実験も済ませてある。それに、制服の下に着込めるよう、できるだけ薄手になるように作った。苦労したのは、このイラストかな。未来に希望を持ち、地球を守ろうという意志を感じさせる表情が、なかなか描けなかった」

　永遠さん苦心の少年画は、豊かな胸に押し上げられ、垂れ目になっている。地球を守ろうという意志より、痴漢をやろうという煩悩を感じさせる。

　わたしと丸男は、素朴な疑問をぶつける。

「この制服、半袖ですよね。はみだしてる腕を攻撃されたときは、どう防ぐんです？」

「あと、下半身はどうすんだ？　頭部──ヘルメットとか防護フェイスは？」

　これらを、些さ細さいなことだというように、永遠さんは手を振った。

「長袖にしたら、夏服からはみ出すだろうが。それに、校内でヘルメットなんか被ってたら校則違反だ」

　永遠さんの口から〝校則〟って言われても……。だいたい、授業にも出ずに、実験準備室のソファーでゴロゴロしてるのは、校則以前の問題ではないのだろうか。

「ちなみに、背中に『雑役Ａ』『雑役Ｂ』のネームを入れてある。間違えるなよ」

「……」

　わたしと丸男は、複雑な気分で地球防衛軍の制服を受け取った。

「制服も武器も準備できた。いつでも、アラビアータと戦えるぞ！」

　拳こぶしを握りしめる永遠さん。

　わたしは、制服の背中──『雑役Ｂ』の下に書かれた文字を読む。『かかってきなさい！』……いや、そんな挑発しなくてもいいんじゃないかな……。

　アラビアータとの対決が迫ってるのを感じたわたしは、この間から気になってることを永遠さんに訊く。

「でも、アラビアータが演劇部員の誰かに取り憑いてるとしますよね。もし、アラビアータを殺したら、取り憑かれた演劇部員も死んじゃうんじゃないでしょうか？　だったら、アラビアータを殺してもいいのでしょうか？」

「当然だ」

　答えたのは、丸男だ。

「たった一人の犠牲で人類が助かるのなら、おれは、ためらいなく殺すよ」

　なるほど、正論だ。

「もし、アラビアータが取り憑いたのが、妹の丸まる美みちゃんだったら？」

「殺すわけないだろ！　いいか、人の命は地球より重いんだ。丸美をアラビアータから解放することに全力をそそぐ！　アラビアータを倒すのは、それからだ！」

　あっさり主張を引っ繰り返す丸男。

　永遠さんが、わたしを見る。

「では、命令する。雑役Ｂは、演劇部の練習が終わるまでに、アラビアータの正体を特定すること。その後、アラビアータの駆除は、雑役Ａが行う」

　は？　練習が終わるまでに、アラビアータの正体を特定しろって……。

　わたしは、監督から「ホームランを打て」のサインを出されたバッターの気持ちを理解した。

　うう、わたしの両肩が重い……。

　いや、ちょっと待った。

　こちらは敵が演劇部の誰かを知らない。一方、アラビアータは、わたしのことを知っている。ということは、アラビアータの正体を探ってると知られた段階で、わたしは殺されてもおかしくない。丸男がそばにいればいいが、一人になったところを狙ねらわれたら終わりだ。

　ヤバイぞ、わたしの命！

　そう言うと、永遠さんが丸男を指さした。

「では、雑役Ａも演劇部に入って、常に雑役Ｂのそばを離れないようにしろ」

　おお、これは心強い！　丸男がアラビアータに勝てるかどうかは問題ではない。アラビアータの方が強かったとしても、丸男がやられてる間に逃げる時間ができるじゃないか。

　すると、丸男は首を横に振った。

「いや……それは無理だ。影のように動き、表舞台に出ないのが、おれたち斜天の一族の使命。そんな目立つ部に入ることはできん。おれは、外からモナミを守る……守りたくはないがな」

　おい、ちょっと待て。一族の使命とか、格好いいことはどうでもいい。そんなことを言ってたら、わたしの命が危ないじゃないか。ここは、なんとか演劇部に入部させねば……。

　わたしは、丸男の耳に小声で囁ささやく。

「舞台に立つお兄ちゃんを見たら、丸美ちゃんはどう思うかな？」

　ピクンと、丸男の耳が動いた。

「スポットライトを浴びて輝くお兄ちゃん。歓声を送る女の子たち。丸美ちゃんは、誇らしいと思うと同時に、ジェラシーを感じるでしょうね。『みんなキャーキャー言ってるけど、お兄ちゃんは、わたしだけのお兄ちゃんなんだからね！』って──」

　わたしの言葉に、丸男の目が虚うつろになる。今、どんな映像が奴の頭の中で流れてるのかを考えると、怖くなる。

「……フッ、仕方ないな。演劇部に入ってやるか」

　ニヒルに言うけど、鼻血出てるよ、丸男。

「ただ、二人とも十分気をつけるんだぞ」

　永遠さんが、わたしたちに言う。

「今、アラビアータが正体を隠してるのは、地球侵略をスムーズに進めるためだろう。ある程度、目め処どが立ったら、正体を隠す必要も無くなる。──もっとも、そうなったときは、わたしたちに打つ手は無いだろうがな」

　永遠さんの状況分析。

　わたしと丸男は、ビシッと敬礼する。地球侵略まで、あと三十一時間と少し──。




　実験室前で永遠さんと別れるとき、不意に地球防衛軍の制服を取り上げられた。

「どうしたんです？」

　そう訊くと、永遠さんが鋭い目つきで、制服の胸部分を指さした。

「わたしとしたことが、地球防衛軍のマークを入れ忘れた！」

　……そうか、そこに来たか。

「マークのデザイン、考えてあるんですか？」

　わたしの質問に、首を横に振る永遠さん。

「今から、実験準備室に籠こもる。夕方には、どんな怪獣も宇宙人も恐れをなすようなマークを完成させてやる！」

　拳こぶしを握りしめる永遠さん。勢いよくドアを開け、中に消えた。







Scene 08　モナミが再び襲われる







　放課後──。

　帰り支度しているルナに、わたしは訊きいた。

「どう、元気になった？」

　問いかけに、ルナが微笑む。力ない笑顔。いつもの輝くような感じが無い。丸まる男おの薬、効かなかったのかな。

「大丈夫？　一人で帰れる？」

　このとき、わたしの頭からはアラビアータのことも地球防衛軍のことも消えていた。

　ルナは、何も言わずカバンを持つと、教室を出て行く。心配になってついていこうとしたら、彼女が振り返る。

「萌も奈な美み……。負けないでね」

　微笑むルナ。ああ、よかった。いつものルナだ。

　彼女が、なんに〝負けないで〟と言ってるのかはわからない。でも、負けるもんか！

「わかった！」

　わたしは、拳こぶしを握りしめる。すると、ルナはもう一度微笑み、わたしに背を向けた。

　うん、なんだかよくわからないけど元気になったみたいで一安心。

「おれがやった薬は、よく効くだろ」

　この、自慢たらしいのは、丸男の声。

「なに？　斜しや天てんの医学は世界一ィィィ！──とでも言うつもり？」

　皮肉っぽく言ってやろうと、丸男を見たわたしは、噴き出さないように口を押さえる。

　なんなの、丸男の顔！　目のところに、アイライン──というより、歌舞伎の隈くまみたいな黒い線が入ってる。

「どうしたの、その顔！……伝染病？」

　えんがちょを切る準備に入る、わたし。

「失礼な奴だな。変へん化げに決まってるじゃねぇか。演劇部に入るんだからな。それなりの顔に変化していくのが礼儀だろ」

「……」

　わたしは、言葉が無い。なにか言えば、丸男を傷つけそうだし……。

　それにしても、斜天の一族の言う〝変化〟って、部分的にすごく勘違いしてる気がする。

「行くぞ」

　自信満々に講堂へ向かう丸男。

　わたしは、心の中で、ソッと手を合わせる。




「えーっと……彼が、入部希望者です」

　微妙な声で、彪ひよう子こさんが丸男を紹介する。

「丸まる井い丸男です。歌って踊れるアイドルを目指します。よろしくお願いします」

　礼儀正しく頭を下げる丸男。みんなが、丸男のアイラインを見て、ドン引きしてることに気づいてるんだろうか？

「それで、ぼくの役はなんでしょうか？　演劇経験がありませんので、主役級の役は辞退したいですね。存在感のある渋い脇役なんかがふさわしいのではないかと──」

　そんな丸男に、彪子さんが紙の束を渡した。

「脚本ですね」

　喜んで受け取る丸男。




「おーい、照明！　番号が違いますよ！」

　舞台の立ち稽げい古こがストップし、柴しば君の声が飛んでくる。

「ふぁ～い」

　返事をするだけで、足が震える。

「頼むぜ。明日が本番なんだからな！」

　江え藤とう君の追い打ち。

「わかりましたぁ～！」

　足下に向かって、わたしは叫ぶ。

　ここは、舞台の上空約十五メートルの高さ。幅が九十センチくらいしかない板の上に、わたしと丸男は立っている。

　わたしの腰には、カッターナイフやガムテープ、ロープが装着された作業用ベルト。

「えーっと……。ここは何番だ？　字が下手で、読めん！」

　彪子さんから渡された照明の仕込み図を見て、丸男が文句を言う。

　今、わたしたちは、舞台の天井に照明をセットし直してるところだ。

　演劇部は、人数が少ない。舞台に出てない者が、交替で照明係をする。その際、一人で照明を付けたり消したりできるように、コントロール装置が作られている。

　今回、丸男が入部し、照明係を一人増やすことができた。喜んだのは、演出の天あま野のさんと大道具の江藤君だ。

「照明の色を増やそう。そのぶん、台詞せりふを削って照明の色で雰囲気の変化を出そうじゃないか」

　天野さんの言葉に、ありったけの照明器具を江藤君が出してきた。それを舞台袖そでやバトンで吊つるのが、わたしと丸男の仕事。




「でも、宇宙人なんか、本当にいるのか？」

「いるだろうね」

「わたしも、いると思います。でも、宇宙人が地球に来てるっていうのは……」

「みんな、宇宙の広さを忘れてるようね。仮に宇宙人がいる星があったとして、そこから地球に来るまでに、どれくらいの時間がかかるかしらね」

「なるほど。寿命がもたないか」

「そういうのは、ワープとか使ってるんじゃないかな……」

「ぼくは、こう思うんです。実体は母星に置いておいて、意識だけを宇宙船に移すんです。これなら、長い距離も大丈夫だと思いませんか？」

「おれは、出不精なのかな？　そんな思いまでして、遠い星に行く気になれないな」

「地球に来る目的は、なんでしょう？」

「隣にいる人が何を考えてるのかもわからないのよ。宇宙人の考えなんか、わかるわけないわ」

「案外、グルメツアーとかなんじゃないかな？」




　舞台上に渡された板に乗り、仕込み図を見ながら丸男がケーブルをつなぐ。わたしが、つなぎ間違える。

「おまえ、数字も読めないのか！」

　役者の道を断たれ、雑用係を命じられてる丸男は、苛いら立だっている。

「んなこと言っても、体が震えて、図がちゃんと読めないのよ」

　自慢じゃないが、わたしは高いところが苦手。どんな高いところも平気なバカや煙や丸男と一緒にして欲しくない。

　照明を設置しケーブルをつなぎ、江藤君がスイッチを入れチェック。つなぎ間違えていて、怒られる。──それの繰り返し。

「おわ！」

　バランスを崩し、落ちそうになることが数回。そのたびに、丸男がわたしの手を持ち、転落するのを防いでくれる。

「ありがとね、丸男」

　お礼を言ってから、あまったロープで、わたしと丸男の体を結ぶ。

「何の真似だ？」

　不機嫌な丸男の声。

「いや……。わたしが落ちるのに丸男が気づかなかったら、ダメでしょ。こうやって結んどいたら、一いち蓮れん托たく生しよう、呉ご越えつ同どう舟しゆう、死なば諸もろ共ともじゃない」

「言っとくが、おれは死ぬ気は無いからな」

　フッ、冷たい奴だ。




「今、宇宙人は、どこにいるのかしら？」

「俺たちの誰かに取り憑つこうと、狙ってるんじゃねぇか？　いや、もう誰かに取り憑いてるのかもしれん」

「どうして、取り憑く必要がある？　わたしたちは、嵐が収まれば、山を下りる。別に、宇宙人に危害を加える気は無いのよ」

「それを、宇宙人が信じてくれるかしら？」

「宇宙人が、実体の無い意識体じゃないかという話はしましたよね。もしそうなら、宇宙人のほしいのは、人間の体です。実体が無ければ、宇宙船の修理とかできませんからね。だから、人間に取り憑こうとしてるんですよ」

「宇宙船を直したいのなら、それは母星に帰る気があるってことだな」

「……もう、誰か取り憑かれてるの？」

「さぁな。おれには、わからない。おれが取り憑かれても、正直に言うわけない。というわけで、おれは部屋にこもる。嵐が収まるまで、みんなと顔を合わせる気は無い」




　──出た！　一人だけ部屋にこもるという、嵐の山荘もので、殺される奴のパターン！

　わたしは、足下で繰り広げられる立ち稽古を見ながら、ぼんやり考える。

「おい、集中しろよ！　気を抜いてると、落ちて死ぬぞ。おまえ一人だけ死ぬのなら、『ああ、運の悪い奴だ』ですますけど、今、おれとおまえはロープでつながってるんだぞ。おれが死んだら、丸まる美みが悲しむじゃないか」

「……」

　丸男の勝手な言い分を聞きながら、わたしは考える。

「もし、わたしたち二人が死んだら、地球はどうなるかな？」

「おまえが死んだら、即、アラビアータに連絡するよ。『あなた様の円盤を壊した極悪非道の真ま野の萌奈美は、処刑しました。これに免じて、地球を侵略するのは勘弁してください』ってな。これで、世界の平和は守られるってわけだ」

　わたしは、足を伸ばし、丸男を蹴け落おとしてやろうと思った。でも、奴を落としたら、ロープで結んであるわたしも落ちることになる。ここは、広い気持ちで勘弁してやろうじゃないか。

「だけど、シンクロってなんとか平和利用できないのかな」

　わたしの呟つぶやき。

「ほら、アラビアータがシンクロを利用するって言ってたでしょ。演劇部の脚本と現実がシンクロしたらいいのにね。例えば、わたしが宝くじに当たって大金持ちになったり、世界にチェーン店を持つ外食産業の御曹司に見初められる脚本を書いたら、それがシンクロして……。ねっ、シンクロも、こんな風に平和利用できたらいいのにね」

　わたしの頭の中で、現金が飛び交う。両手には肉の塊！　ああ、最高だ……。

　そんなわたしに、水飲み場に捨てられてるボロ雑ぞう巾きんを見るような目を向ける丸男。

「おまえ、〝平和利用〟って言葉の意味、わかってんのか？」

　呆あきれた声の丸男に、わたしは、ふと思いついたことを言う。

「アラビアータの方は、わたしたちのことを知ってるのよね？」

「そりゃな。直接、携帯に電話してくるぐらいだから──」

　手を休めずに答える丸男。不服そうに言う。

「おまえ、しゃべってばかりじゃねぇか。ちょっとは手を動かせよ──と思ったが、おまえが下手に作業すると、おれの仕事が増える。だから、せめて静かにしてろ」

「つれないこと言わないで聞いてよ。──でね、わたしたちはアラビアータが誰に取り憑いてるかを知らない」

「……ああ」

「だったら、この状況はチャンスじゃない？　わたしたちの不意を突いて攻撃してきたら、逃げようがないわ」

「考えすぎだ。あいつ……最高司令官……が言ってたが──」

　少し恥ずかしがりながら、〝最高司令官〟という言葉を口にする丸男。

「アラビアータは、自分の正体を知られたくない。こんな他の部員もいる状況で襲ってきたら、自分の正体を晒さらすことになる」

　なるほど。納得するわたし。

　でも……なんとなくモヤモヤする。もう少し考えようとしたら、

「お～い、下っ端！　照明の設置は後回しにして、物置に行ってくれ！」

　舞台袖から江藤君の指示が聞こえた。

「下っ端ってのは、おれのことか？」

　丸男の質問に、

「正確に言うと、丸井は下っ端Ｂ。おまえの横にいるのが下っ端Ａだ。そんなことより、早く物置に行って大道具を取ってこい」

「なんで、おれが！」

「一昨日、下っ端Ａが大道具を壊したからだよ」

　なおも言い返そうとする丸男を、わたしは止める。地球防衛軍では雑役、演劇部では下っ端。特撮ドラマで言えば、戦闘員にあたる存在。そう、わたしたちに文句を言う権利は無い。

「早くしろよ～！」

　江藤君の声に、わたしは、

「イー！」

　と大人しく返事した。




　旧校舎に入り、ギシギシ言う廊下を歩く。

　いつの間にか、すっかり日も暮れている。演劇部、いったいいつまで部活するつもりだ！……まぁ、明日が本番の舞台だから仕方ないか。

　二つの光が、廊下を照らす。昨日と違い、今日は横腹に『演劇部』と書かれた大型マグライトを持っている。

「あのさ、さっきの続きなんだけど──」

「うるさい、話しかけるな、黙ってろ！」

　前を歩く丸男は、下っ端扱いされてるので、機嫌が悪い。

「だいたい、おれは歌って踊れるアイドルを目指して演劇部に入ったんだ」

　……いや、本来の目的は、わたしの護衛だろ。

「それがどうして、〝下っ端〟などと呼ばれ、物置に道具を取りに行かねばならんのだ！」

　物置の前で、プライドを傷つけられた丸男が振り返る。

「それもこれも、みんなおまえが悪い！」

　マグライトの光に下から照らされて、丸男の顔がとても怖い。

　わたしは、両手を広げ丸男をなだめる。

「その件はともかく、さっきの続きなんだけど──。アラビアータが襲ってこないのは、他の部員に正体を知られたくないからって言ったでしょ？」

「ああ」

「でもさ、例えば講堂で停電を起こし、暗闇の中、他の部員を気絶させ、わたしたちを襲うとしたら──？」

「え？」

「わたしたちの息の根を止めてから、みんなのところに戻って気絶してるふりをする。これだったら、他の部員に正体を知られることはないでしょ」

　わたしが言い終わると同時に、講堂の方から、

「うわ、なんだ！」

「停電か？」

「ケーブル、ショートしてるんじゃねぇか？」

「まいったな……。真っ暗だ」

　というような声が聞こえてきた。

　続いて、「ぐわ！」とか「きゃぁ！」という悲鳴。

　わたしは、丸男に言う。

「音だけで考えると、講堂で停電が起きて、闇の中、誰かが部員を気絶させてる──ってところじゃない？」

「……」

　丸男は、何も言わない。突然、わたしの両肩をつかむと、その顔が急接近！

　ええ～！　こんな状況でラブシーンですか！──なんてはずもなく、わたしを突き飛ばす丸男。廊下の壁でバウンドするわたしの体。頭の上に落ちてくる大型マグライト。

「ちょっと、なにすんのよ！」

　わたしの文句は、ギン！　という金属と金属がぶつかり合う音に搔かき消された。

　えっ、なに？

　廊下の窓から差し込む、微かすかな光。丸男の体が、すごいスピードで動いている。それに重なるようにして動く、もう一つの影。

　これは、昨日の夜、わたしたちを襲った怪人笑い仮面！──いや、アラビアータに取り憑かれた演劇部員！　もう、ややこしいから、呼び方はアラビアータでいいや！

　時折、何かが光る。丸男がミカヅキを使ってるんだ。金属同士がぶつかり、火花が散る。

「丸男、大丈夫！」

「あまり……大丈夫じゃない」

　わたしは、空気の中に血の匂いを嗅かぎ取る。丸男、どこかやられたんだ。

　ただでさえ、怪我していて不利なんだ。かといって、わたしでは手助けにならないし！

　そうだ！──わたしは、永と遠わさんが対アラビアータ用の武器を開発したことを思い出した。

　携帯電話を出し、永遠さんに発信。

「なんだ、雑役Ｂ？」

「たいへんなんです、永遠さん！」

「遠慮せず、最高司令官と呼んでもいいんだぞ」

　いや、そんな場合じゃないんですけど。

「旧校舎で交戦中です！　援軍を乞こう！」

「そうか。武器の性能を試すには、良いタイミングだ」

　電話の向こうで、永遠さんがニヤリと笑ったのが見えるようだ。切れた電話を片手に、丸男に叫ぶ。

「今、永遠さんに連絡したからね。秘密兵器持ってやってくるから。もうちょっと頑張って！」

「おっ、おお～！」

　その声が、弱々しい。暗くてよく見えないけど、雰囲気でわかる。丸男は劣勢だ！

　何か……何か、武器は無いのか？

　廊下を見ると、わたしと丸男が持っていた大型マグライトが転がっている。

　これだ！

　わたしは両手に一本ずつマグライトを持つと、アラビアータに狙いを定めて投げた。

　ぼき！　ぐしゃ！　という鈍い音。

　やった、手て応ごたえあり！

　次の瞬間、丸男が光の速さでわたしのところに戻ってきた。近づいた顔──微笑んでるけど、目が殺意に燃えている。

「何もするなとは言わん！　息をするのだけは、許してやる！　だが、それ以上のことをしたら、先におまえを始末する」

　強い意志を込めた言葉に、わたしは愛想よくうなずく。丸男の頭にできた大きな二つのコブが、わたしのコントロールミスを物語っている。

　丸男は、わたしへの殺意を強きよう靭じんな精神力で抑えこむと、戦いに戻った。

　同時に、昇降口の方から派手な足音が響いてきた。

　永遠さんだ！

「待たせたな」

　仁王立ちする永遠さん。『威風堂々！』という看板を背負ってるようだ。

「永遠さ～ん……っていうか、最高司令官！」

　わたしは、カサカサと永遠さんの足下にすがりつく。

　丸男も、ゴムボールのように跳ねながら合流。

「地球防衛軍メンバーが勢せい揃ぞろいだ！　決めポーズでもとるか？」

　永遠さんの言葉は、余裕の表れなのだろうか？

　わたしたちの前方約十メートルのところに立つ、仮面をかぶった黒い影──アラビアータ。体が闇に溶け込んでるので、白い仮面だけが宙に浮かんでいるように見える。

　見たところ、なんのダメージも無さそう。それに比べて、丸男はズタボロだ。特に頭のコブがひどそうだけど、それには目をつぶろう。

　アラビアータが、ゆらりゆらりと近づいてくる。

　丸男が、永遠さんに向かって手を伸ばした。

「早く武器を出せ！」

「フッ、そう焦るな」

　永遠さんが、一枚の紙を丸男の手に載せた。

「……なんだ、これは？」

「デザイン画だ」

　……デザイン画？　わたしは、素朴な疑問を永遠さんにぶつける。

「なんの？」

「地球防衛軍のマークに決まってるだろ。苦労したぞ」

　誇らしげに言う永遠さん。

　丸男が叫ぶ。

「おれが欲しいのは、武器だ！　対アラビアータ用の秘密兵器を持ってきたんじゃねぇのか！」

「なんだ、そっちか」

　少しガッカリした声で言うと、背中に斜めにくくっていた鉄パイプのような物を、丸男に渡した。長さ約一メートル五十センチ。金属バットを一回りスリムにしたようなイメージ。

「地球防衛軍の旗をつける旗はた竿ざおってオチなら、おまえから殺す！」

　丸男は本気だ。

　肩をすくめる永遠さん。

「上官への言葉遣い、本来なら軍法会議にかけて銃殺にしてやるところだが、今は見逃してやろう」

　丸男から鉄パイプを取り返すと、先っぽをアラビアータに向ける。

「超高圧空気砲神かん田だ川がわ改かいＭｋ－Ⅱ、発射！」

　永遠さんが、鉄パイプの横に付いているレバーを引いた。

　どん！

　雷が落ちたような音がした。空気の焦げる匂い。廊下の奥の壁に、巨大な穴が開いた。

　なんなの、この威力……。

　呆ぼう然ぜんとするわたしの横で、永遠さんが舌打ちする。

「チッ、外したか」

　そして、鉄パイプ──じゃない、超高圧空気砲神田川改Ｍｋ－Ⅱの後部についてるハンドルを、自転車の空気入れみたいにスコスコ動かす。なるほど、こうやって空気を入れるのか。

　永遠さんの攻撃を避けたアラビアータが、再び距離を詰めてくる。

「空気の充じゆう塡てん一二〇パーセント。空気砲発射！」

　空中に飛んだアラビアータに向けて、超高圧空気砲神田川改Ｍｋ－Ⅱを発射する永遠さん。

　どん！

　アラビアータが身をひねり、避ける。

「当たらなきゃ、どんなすごい武器もゴミだろ！」

　丸男が、わたしと永遠さんの前に立ち、アラビアータの攻撃をミカヅキで受け止める。

　そして、アラビアータの背後に回ると羽交い締めにした。

「今だ、撃て！」

　アラビアータの体を永遠さんの方へ向けて、丸男が叫ぶ。

「いい覚悟だ」

　空気を充塡した永遠さんが、空気砲をアラビアータの腹に当てた。

「雑役Ａ、二階級特進にしてやるからな！　安心して成仏しろ！」

　どん！

　丸男ごとアラビアータが吹き飛ぶ。

　廊下の壁に叩たたきつけられる二人。砕け散るガラス窓やモルタルの壁。立ち上る埃ほこり。……これって、アラビアータと壁に挟まれた丸男のダメージが、一番大きいような気がする。

　ぐぎゅるるるぅ～。

「仕留めたか……？」

　わたしと永遠さんは、瓦が礫れきの中に埋もれてる二人にゆっくり近づく。

　あたりには、木やガラスの破片が飛び散り、〝どこの紛争地域？〟って感じだ。

　わたしは、ボロ雑巾のようになってる丸男を瓦礫の中から掘り出した。

「丸男、生きてる……？」

「……夢を見た。三さん途ずの川で溺おぼれる夢だ」

　そんな夢を見て、よく生きてたもんだ。

「生きてるのなら、二階級特進はお預けだな」

　永遠さんの、容赦ない声。

　丸男は立ち上がると、ゆっくり手足を動かす。

「ホッとしたぜ。何本かヒビが入ったが、折れてない」

　そうか、山猿はヒビが入った程度は、骨折とは思ってないのか……（骨にヒビが入ることを『亀き裂れつ骨折』って言うんだけどな……）。

　ぐぎゅるるるぅ～。

「で、アラビアータは？」

　丸男の言葉に、わたしたちは瓦礫の山を見る。しかし、どこにもアラビアータの姿は無い。

「逃げられたか……」

　永遠さんが、忌々しそうに呟いた。でも、逃げだしたということは、わたしたちの力に屈したということだ。つまり、アラビアータ、恐るるに足らず！

　ぐぎゅるるるぅ～。

「で、さっきから気になってたのだが、その『ぐぎゅるるるぅ～』という怪獣の鳴き声みたいなのは、なんだ？」

　永遠さんが、わたしを見る。

　わたしは、ビシッと敬礼。

「はっ、腹の虫であります！　夕ご飯の時間が過ぎ、いささかお腹がすいているのであります！」

　永遠さんが、深い溜ため息いきをついた。

「それにしちゃぁ、腹の虫が元気すぎないか？　いつもなら、夕飯が遅くなっても、そんなに鳴かないだろ」

　丸男が言う。確かに、その通りだ。もっとも、これにはわけがある。今日は、ルナの手作り弁当を食べてない。二人に事情を説明すると、

「おまえほど、サバイバルに向いてない人間はいないな」

　丸男の呆れ声。

「うん、わたしは一日食事を抜いたら死んでしまう自信があるよ」

「その前に、周りの人間を食うんじゃないか？」

　冗談で言ってるようには、聞こえない。ふん、失礼な奴だ。




　旧校舎の惨状をそのままに、講堂へ向かう。アラビアータは、他の演劇部員を気絶させてから旧校舎に来た。つまり、今、講堂にいない部員がアラビアータということになる。

　なのに……。

　講堂のステージの上で、五人の演劇部員が倒れている。

「どういうこと？」

　わたしの質問に、

「急いで戻ったアラビアータが、みんなの中に紛れて、気絶してるふりをしてるんだろうな」

　丸男が答える。

「浅はかな考えだ。アラビアータは、わたしの超高圧空気砲神田川改Ｍｋ－Ⅱをくらっている。制服を見れば、ボロボロになってるはずだ。雑役ＡとＢ、講堂の電気をつけろ」

　永遠さんの指示で、わたしと丸男は停電の原因を探る。なんのことはない、ブレーカーが落としてあっただけだ。元に戻すと、すぐに電気がついた。

　ステージに戻り、演劇部員の制服を見る。ボロボロの制服を着てる者は、一人もいない。

「着替えを用意していたか……。なかなか準備のいい奴じゃないか」

　永遠さんが、うれしそうに微笑む。

　そのうち、彪子さんの意識が戻った。続いて、他の部員も目を覚ます。

「ここはどこ……？　わたしは、誰？」

　無意識に、往年の名作映画のシーンを再現する彪子さん。さすがだ。

　何が起こったのかわからない顔の演劇部員に、永遠さんが言う。

「おまえたち、頑張りすぎだ。いくら明日が本番だとはいえ、前日に倒れるまで練習するなど、愚かな行為だ。今日は、このまま帰って、明日に備えろ」

　迫力ある永遠さんの言葉に、演劇部員たちは素直にうなずいた。あまりに呆あつ気けなく言うことを聞くので、永遠さんも戸惑ってる。

「小こ鳩ばとさん、念のため笑い仮面には気をつけてね」

　わたしの言葉に、「何の話ですか？」というように、小鳩さんが首を傾げた。あれ？　昨日、笑い仮面に襲われたこと、忘れちゃったのかな？　今度は、江藤君に言う。

「大道具は、明日の朝、物置から運んどくからね」

　すると、江藤君はポカンとした顔。大道具を運べって言ったのは、江藤君なのにね……。

「ああ、そうだったか。いや、おれの方で大道具はなんとかする。それより、もう、おまえらは旧校舎へ近づくな。いいな」

　念を押す江藤君。いったい、どうしたんだろう？




　小鳩さんや江藤君の様子がおかしい。いや、二人だけじゃない。部員みんなが、記憶を操作されてる感じ……。

　しかし、今はそれ以上に考えないといけない問題があった。

　戦闘で破壊された旧校舎、どうしよう……。

　心配するわたしの肩を、永遠さんがポンと叩いた。

「ここは、最高司令官の出番だな」




「旧校舎で気象コントロールの実験をしていた。雷雲を呼び、嵐を起こすものだ。結果的に実験は失敗したが、それはわたしのミスではない。しいて言うなら、運が悪かったの一言だな」

　修繕担当の森もり田た先生を前に、ものすごい高みから、作り話の状況説明をする永遠さん。

「もっとも一番運が悪かったのは、うちの雑役Ａだがな。放電で、制服がボロボロになってしまった」

　永遠さんが、ボロボロの制服姿の丸男を、顎あごで示す。

　森田先生が、おそるおそるという感じで手を挙げた。

「あの……どうして、そんな実験を……？」

「わたしが登場するとき、急に嵐になって雷鳴が空を切り裂いたら、おもしろいと思わないか」

　すごすごと、手を引っ込める森田先生。わたしは、人が理解できない壁にぶち当たった瞬間を、目撃した。

「結果的に、旧校舎のいたるところに穴を開けて半壊させてしまった。すまなかったな」

　……わたしは、ここまで『尊大』という言葉が似合う謝り方を見たことがない。

　なのに、先生たちは怒らない──というか、蛇に睨にらまれたカエル状態。

「うん、まぁ、そりゃ仕方ないよね。あくまでも神田川君は実験をしていたんだから。でも、これからは、もう少し気をつけてくれると先生たちもうれしいなぁ」

　それに対する永遠さんの言葉は、たった一言。

「善処する」

　以上で、何のお咎とがめも無し。

　これから何か壊したとき、わたしも永遠さんの真似をしようと思った。




　噓とハッタリと威嚇で、全ての状況を片づけたわたしたち地球防衛軍。

　意気揚々と実験準備室に引き上げる永遠さん。今から、深夜映画を楽しむ気だろう。

「ああ──。雑役ＡとＢは、帰る前に旧校舎へ行って、穴をある程度ふさいでおくように」

　命令するのも忘れてない。

　というわけで、わたしと丸男は旧校舎へ。

「いよいよ、あと二十四時間か」

　作業にかかる前に、丸男が携帯のカウントダウンを見る。

「しかしまぁ、そんなに心配することもないか。アラビアータも、地球防衛軍が相手だと、たいしたことないのがわかったし」

　さっきの戦いで気をよくしてる丸男は、とても楽観的。

「明日、また襲ってくるだろうけど、そんときは完全に息の根を止めてやる」

　わたしは、丸男ほど気楽になれない。

「なんだ、さっきから黙りこんで」

　黙って作業をするわたしを見て、丸男が言った。でも、すぐに怒鳴り声に変わる。

「えーい！　おまえは直してるのか、ぶっ壊してるのか、どっちだ！」

　ブチ切れて、排除されてしまった。そりゃ、わたしが金かな槌づちを振るたびに穴が大きくなったけど、悪気はなかったのよ。

「とにかく、そっちの端に行って体育座りしてろ。私語は許さん！」

　わたしは、すごすごと廊下の隅へ。抱えた膝ひざの上に顎あごをのせて、丸男に言う。

「ねぇ、丸男──」

「私語は許さんって言っただろ」

「そう言わずに聞いてよ。──わたしたちの地球防衛軍、旧校舎を無茶苦茶にしたでしょ。これって、世界に影響ないのかな？」

「大丈夫だと思うぞ。おれも心配になって、国際ニュースをチェックしたんだけど、ＪＹＡＪＹＡは何も行動してない」

　そうか、それは良かった。このことから考えると、地球防衛軍と国際テロ組織ＪＹＡＪＹＡとのシンクロは弱いのかもしれない。

「だいたい、おれたちは地球防衛軍なんだぜ。それが、世界を破滅させる国際テロ組織とシンクロするのが間違ってるんだ」

　うん、確かに丸男の言うのももっともだ。

　そのとき、丸男の携帯が鳴った。

「おっ、丸美からのメールかな？」

　丸男の顔が、デレデレになる。心配しなくても、丸美ちゃん以外からメール届いたりしないでしょ、あんた……。

　丸男が、わたしに携帯の画面を向ける。

「ほら、見ろよ。なんて、兄思いの妹なんだろう。もうすぐ仕事が終わるのをサキミしたんだろうな、『バカンスをとってゆっくりしてね』ってメールだぞ」

　わたしは、メールのタイトルを見る。『バカ！』の一言しか表示されてない。

「どう読んでも、罵ば倒とうしてるようにしか思えないんだけど……」

「だから、おまえは現代国語の成績が悪いのだよ。この短く省略された文字から、丸美の兄に対する愛情を感じることができないとは……」

　丸男が、アラビアータの口調で言う。今、こいつの息の根を止めても世間は許してくれるだろうというくらい、腹が立った。

　わたしの殺意に気づかず、丸男が添付のアニメーションを見せびらかす。

　水着姿で、ビーチチェアに寝そべってる（丸男によく似てる）男。サイドテーブルには、ペーパーバックとトロピカルドリンクが置かれている。

　さんさんと降り注ぐ太陽。白かった（丸男によく似てる）男の体が、だんだん日に焼けていく。

「丸美は、おれに日焼けした野性的ワイルドな男になってほしいんだろうな」

　……いや、本当にそうなんだろうか？

　アニメーションの中では、（丸男によく似てる）男の体の色が小麦色から黄土色、茶色と変わっていき、やがて焦げ茶色から黒色に……。

　それは、〝日焼け〟というより〝丸焼け〟とか〝黒焦げ〟という言葉の方が似合うような気がする。

　サイドテーブルのペーパーバックが、パリパリになって風に飛ぶ。トロピカルドリンクは、とっくの昔に蒸発してしまった。グラスが、パリンと割れる。

　優雅なバカンスという雰囲気はない。タイトルをつけるとしたら、『紫外線の恐怖』だ。

　どうして丸美ちゃんは、こんなアニメを送ってきたのか？　そう考えたら、すぐに思い当たることがあった。

　自分の携帯電話を出しニュースサイトに接続する。目的のニュースは、すぐに見つかった。

『過去最大級のオゾンホール出現』という見出しに、全身の血がサッと引く。

　おそるおそるニュースを読む。「何者かが人為的にオゾン層に穴を開けたとしか考えられない」という文章に、旧校舎の壁を空気砲で穴だらけにした永遠さんが、オーバーラップ。

　わたしは、丸男に質問する。

「あのさ……オゾンホールの広がりについて、どう思う？」

「なんだよ、急に？」

「いいから答えて」

「人類だけの問題じゃない。地球の生物全てにとって、ゆゆしき問題だな。だいたい、穴開けてんのは、人間なんだろ。そんな自然を破壊して平気な奴は、駆除しちまえばいいのさ」

　いつになく真剣な丸男の声。……ダメだ、このままでは地球防衛軍が駆除されてしまう。

「やっぱり手伝うね」

　わたしは。金槌を持つ。

　数分後、ますます穴が広がるという理由で、旧校舎の外へ放りだされる。

「あとは、おれがやっとくから、頼むから帰ってくれ！」

　涙目の丸男に言われ、わたしはすごすごと家路につく。

「元気出せよ、おれたち仲間だろ」──落ちこむわたしの肩を抱きよせ、フロンガスが励ましてくれてるような気がした。







Scene 08.5　丸男が洗濯を芸術アートにする







　夏の夜明けは早い。

　おれは、フローリングの床から体を起こした。カーテンの掛かっていない窓から、まぶしい光が射しこんでいる。全身に朝日を浴び、体内時計をリセット。

　昨夜は、旧校舎に開けた穴を直す作業のせいで、ろくに寝ていない。一人でやれば三時間、二人でやれば一時間半って作業に、どうして四時間半もかかったか？──モナミが、作業を増やしたからだ！

　大きく息を吸い、溜ため息いきみたいに吐きだす。

　ここは、おれが借りているワンルームマンション。最上階の突き当たりの部屋だ。玄関を入った右側にトイレと風呂。左側が居住空間と台所だ。奥の壁は、一面の窓。出たところが、ベランダになっている。

　部屋を見まわす。家具と呼べるような物は、何も無い。

　ベッドも布団も無い。床に直接寝ている。この方が、侵入者があったときに対応しやすい。

「さてと──」

　登校時間まで、まだ二時間以上ある。学校に行けば、ドジっ娘こや狂科学者マツドサイエンテイストの相手をしなければいけない。いや、もっとも面倒なのは、宇宙人アラビアータの相手か……。

　だが、それまでは、おれだけの時間！

　そう思うと、全身がほんのり温かくなる。これが『幸福』というやつなのだろうか？

　考えてみたら、山を下りてから気の休まる暇も無く、宇宙人と戦ったりモナミに迷惑かけられたり地球防衛軍に入れさせられたり……。そういや、銀のトレイで頭を殴られたりもした。

　まったく、辛つらくて苦しい時間だった……。

　だけど、今は自由！　大きく息を吸い、気持ちを切り替える。せっかくの自由な時間、思いっきり楽しむんだ。そのためにも──。

　備え付けのクローゼットの扉を開け、袋に入った洗濯物を出す。これから、たまった洗濯物を片づけることに費やそう！

　そう決意したおれは、ベランダに出る。隅に置かれた二に槽そう式しきの洗濯機。全自動式やドラム式の洗濯機が全盛の中、洗濯槽と脱水槽が分かれた二槽式洗濯機は歴史から消えようとしている。現に、おれが持っている洗濯機も、中古リサイクルショップが壊れているから捨てるというのを、もらってきたやつだ。

　だからといって、二槽式と全自動式を比べた場合、二槽式洗濯機が劣るとは限らない。あまり知られていないが、二槽式には多くのメリットがあるのだ。

　なんといっても、全自動式に比べて洗浄力が上だ。攪かく拌はん力も強い。それに、洗濯槽と脱水槽が分かれてるので、洗濯の水を使い回すことができる。また、脱水しながら次の洗濯にかかれるので、作業時間が短くてすむ。

　ここで、二槽式洗濯機の裏技を紹介しよう。洗濯槽で洗いが終わったら、洗った水を排水し、すすぎの水を入れる。このとき、すすぐ前の洗濯物を脱水槽に入れて脱水するのだ。こうすれば、すすぎの効率が良くなる。

　洗濯槽の蓋ふたを開け、中に洗剤とシャツなどを入れる。十五分まで設定できるタイマーを、ダイヤルを回して五分に設定する。さっきも書いたが、二槽式洗濯機は洗浄力が強い。十五分も洗ったら、洗濯物が傷んでしまう。

　スイッチオン！

　グオンという力強い音と共に、洗濯物が搔かき回される。渦の中心にブクブクと湧き起こる泡。どれだけ見ていても飽きない。──いや、ぼんやり見ている場合じゃない。

　物干し竿ざおを雑ぞう巾きんで拭ふき、ハンガーや洗濯バサミを用意する。タイマーが切れ、洗濯槽が止まった。洗い終わった中身を脱水槽に移し、丸いプラスチックの中蓋をはめる。脱水をしている間に、次の洗濯物を洗濯槽に入れる。流れるような手際の良さに、我ながら感心してしまう。

　全ての洗濯物のすすぎと脱水が終わった。ここからは、いよいよ干す作業だ。脱水でクチャクチャになったシャツを広げるように持ち、振る。

　パン！

　一瞬で皺しわが消え、シャツから水気が飛ぶ。シャツをハンガーに通して形を整え、洗濯バサミで留める。そして、物干し竿に掛けていく。

　このとき気をつけないといけないのは、洗濯物とハンガー、洗濯バサミの配色だ。緑のシャツを赤いハンガーに掛けたりしたら、洗濯物アーティストの資質を疑われてしまう。同時に、あまり気にする者は少ないのだが、どのように風を当てるかを考える。ビルの間を抜けてきた風の向きを見て、ハンガーの位置を動かす。

　全ての洗濯物を干し終えた後、物干し竿から少し離れた場所で、洗濯物の並びを見る。

　──ダメだ。

　いくつかのハンガーを掛け替える。

　──洗濯物の大きさと種類がバラバラだ。これでは、風の受け方に差が出る。それに、色にも統一性が無い。これが、おれの洗濯と言えるのか。

　見る者に、感動を与えることができる洗濯を目指すんだ。

　雲の間からさす光が、物干し竿の中央部を照らす。そして、一陣の風がズボンを優しくなでた。ズボンを物干し竿の中央に干せ！──大自然が、洗濯のあるべき姿を教えようとしている！

　おれは、大自然に感謝し、ズボンの位置を変えた。

　続いて、洗濯バサミが三十二個ついた角型の物干しハンガーを出す。このハンガーは、よく見ると、洗濯バサミが等間隔についていない。様々な大きさの洗濯物を干すには、等間隔でない方が便利だからだ。

　──この物干しハンガーも、匠たくみの仕事。

　洗濯バサミの間隔を確認しながら、靴下や手ぬぐいの干す位置を決める。洗濯物の重さにも気をつけないといけない。物干しハンガーが傾かないように、バランスをとりながら干す。

　──終わった……。

　完かん璧ぺきに干された洗濯物を眺めてから、ベランダの手すりにもたれて町を見る。

　この町に、今のおれほど満足感にあふれた奴はいないだろう。

　朝日が、町を照らす。たくさんの屋根が、ずっと向こうまで続いている。

　その屋根の下には、たくさんの人が住んでいる。まだ寝てる人もいるだろうし、そろそろ目覚めようとしてる人もいる。お弁当を作って家族を送りだそうとしてる人や、好きな人を想って眠れずに朝を迎えた人。散歩に連れて行けと愛犬に起こされた人。

　笑ったり、怒ったり、悲しんだり、喜んだり、みんなみんな生きて暮らしている。

　昨日と同じような今日を迎え、今日と同じような明日が来ると思って生活している。

　おれは大きく息を吸い、ゆっくり吐きだす。

　あと十数時間で地球が侵略されるかもしれないんだよ──そう言ったら、いったい何人の人が信じるだろうか？

　おれたちは、普段、想像しない。今日で世界が終わるかもしれないなんて──。

　そんな想像力は持ってない。必要でもない。

　電車の音、車の音、ジョギングする人の足音、鳥の羽ばたき。味み噌そ汁しるや焼き魚の匂いがし、太陽に照らされた腕がジリジリする。思いっきり息を吸うと、鼻の奥がツーンと冷たくなる。

　夜と朝がバトンタッチし、今日も町が動きだした。

　洗濯物を干し終えたおれは、やり遂げた満足感で胸を一杯にしている。

　──この満足感を、丸まる美みにも見てもらおう。

　写メを撮るために携帯電話を出す。携帯を洗濯物に向けたとき、画面が光った。

　──着信？

　画面に表示される、発信者を示す『[image: ]』の顔文字。

　──モナミか……。

　さっきまでの幸せな気持ちが半分くらいになった。出るか出ないか迷ったが、おれは通話ボタンを押した。

「なんだ？」

［あの……昨夜はお疲れ様］

　まったく、お疲れ様だ。

「おまえのおかげで、ものすごく時間がかかったが、旧校舎の穴は全部ふさいだぞ」

［うん。知ってる。──朝のニュースで、オゾンホールが大激減したって言ってたから］

　そうか……。それは良かった。

「で、朝っぱらから何の用だ？」

［いや、その……。丸まる男お、遅くまで大変だったから、朝ご飯とか用意するのたいへんだったんじゃないかなって思って──］

「……」

［だから、その、よければ、わたしが朝ご飯を用意してあげようかな──なんて、思ったりして──］

　思わず携帯電話を耳から離す。そして、アンテナやバッテリの状況を調べる。

　うん、大丈夫だ。壊れてない。

　おれは、携帯に向かって言う。

「おまえ、今、おれの朝飯を用意するって言ったか？」

［うん、言った］

「そうか……」

　しばらくの沈黙。風が、洗濯物を何度か揺らした。

［ちょっと、丸男！　起きてるの？］

「ああ、すまん。なんて言ったらいいのかわからないので、黙りこんじまった」

［そういうときは、素直に『ありがとう』って言えばいいのよ］

　おれは、少し躊躇ためらってから言った。

「ありがとう」

［うん、よし！──じゃあ、わたし、もう家を出なきゃいけないから切るね］

「ああ」

　そして、電話は切れた。

　ベランダから室内に戻り、台所の水屋を開けた。中には、今日の朝飯として用意した干し飯いいが皿に入れてある。

「……」

　保存食料袋を出し、干し飯を戻す。

　拳こぶしを握る。食事をとってないが、体力と気力が充実している。

　よし、大丈夫だ。

　カウントダウンの時間を確認する。地球侵略まで、そんなに時間が残ってないが心配ない。今のおれには、宇宙人だろうが大怪獣だろうが敵じゃない！

　予備の制服を出し、袖そでを通す。地球防衛軍の制服は、洗って干してあるから、着ることができない。残念だ。本当に残念だ！

　登校準備を終えたとき、携帯電話の着信音。またモナミか──？　そう思って画面を見たら、何も表示されてない。

「……」

　おれは、通話ボタンを押した。

［いよいよ今日なのだよ］

　スピーカーから、アラビアータの声がした。







Scene 09　モナミが副司令官に昇進する







「ごぢどうだまでじた」

　右頰に梅干し、左頰にウズラの卵を入れたまま、わたしは手を合わせる。

　いつもより一時間も早く起きたわたしに、朝のジョギングから帰ってきた智とも希きが、化け物を見る目を向けてくる。フッ、お姉様だって、やるときはやるのよ。

　なんと言っても、今日はアラビアータと対決する日。腹が減っては戦はできぬ。いつもより一・五倍の量を食べて、戦いの準備バッチリ。

　テレビでは、見たことない『朝ご飯占い』というのをやっている。朝ご飯に何を食べたかで、その日の運勢を占うというものだ。擬人化されたおにぎりのアニメが映り、「梅干しを食べたあなたは、とても大切なものをなくすでしょう」と、涙を流す。続いて、擬人化されたトーストが、「卵料理を食べたあなたは、とても重大な忘れ物をします」と、ガックリ肩を落とす。

「……」

　わたしは、無言でお茶を飲む。占いは、いい運勢を言ってくれるものだけを信じるようにしてる。よって、『朝ご飯占い』は、速攻で忘れるようにする。

　占いに続いて、気になったニュースが三つ流れる。

　一つは、オゾンホールが激減したこと。原因は不明と言ってるけど、わたしは知っている。このニュース、あとで丸まる男おに教えてやろう。

　もう一つは、国際芸術祭の舞台で、毒ガステロを起こすという予告があったというニュース。ナル造ぞうが警備してるそうだけど、大丈夫なのだろうか？　あとで、メールしてやろう。

　三つ目は、十万人ほどの人が住むスイス山間の都市が新種のウィルスに襲われ、隔離されてるニュース。そのウィルスに感染すると、無気力・無感情になり、ほとんど動かなくなるそうだ。研究者はウィルスに『ＭＭ－99』という名前をつけたのだが、その症状から一般的に『ゾンビウィルス』と呼ばれている。そして恐ろしいことに、ゾンビウィルスに襲われた都市がどんどん増えていってるそうだ。

「姉ちゃんも、ゾンビウィルスにかかったらいいんだよ。そうしたら、食欲も無くして、うちの家計も助かるし──」

　わたしは、憎まれ口を叩たたく弟に向かって、口の中に入ってる梅干しの種をロックオン。口をすぼめて息を吸い、エネルギー充じゆう塡てん一二〇パーセント。

　発射！

　梅干しの種は、見事に狙いをはずれて棚の上のぬいぐるみに当たった。ぬいぐるみが落ちる途中で、花瓶を倒す。こぼれた水が床を伝い、智希の靴下を濡ぬらす。

　勝った！

「……」

　智希が、無言で靴下を替えに行く。

　わたしは、勝利の喜びを胸に雑ぞう巾きんで床を拭ふき、花瓶を直し、ぬいぐるみを棚に戻す。

　あれ？　棚の上に、見慣れない缶。中を開けてみると、いつのかわからないミニアンパンが入っていた。

　確かこれは……。わたしは、記憶を高速サーチ。一学期の始業式の朝、食べる時間が無くて、この缶の中に隠したのを思い出した。かなり賞味期限を過ぎてるけど、まだ大丈夫よね……？

　ミニアンパンのビニール袋を破り、かぶりつこうとしたら、

「それ食べたら、人間として大事なものを無くすぞ」

　靴下を履き替えた智希が、いつの間にか背後に立っていた。

「やぁねぇ～！　こんないつのかわからない危険なもの、食べるわけないじゃない」

　智希の目は、わたしを全然信用してない。

　しかし、困った。ここまで言った以上、さすがに食べるわけにいかない。かといって、捨てることもできない（わたしは、食べ物を捨てられない人なのだ）。

　そうだ！　昨夜、遅くまで作業していてお腹をすかせてる男を一人知っている。朝ご飯としてプレゼントしてやろうじゃないか！




「……これが、携帯で言ってた〝朝ご飯〟か？」

　下駄箱で会った丸男が、わたしの差しだすミニアンパンを見て、なんともいえない顔をする。

「そうよ」

「なんで、むき出しなんだ？　ビニール袋に入ってたんじゃないのか？」

「不幸な事故で、袋はお亡くなりになったの」

　わたしは、ミニアンパンを丸男の胸ポケットに入れる。

　良かった。食べ物を無駄にしなくてすんだ。

　ホッとしてると、

「萌も奈な美み、丸まる井い君、おはよう」

　ルナに声をかけられた。笑顔のルナが立っている。丸男と一緒のところを見られて、少し戸惑うんだけど、それ以上に彼女の体が気になった。

「もう、体調はいいの？」

「ええ」

　そう答えるルナは、いつも通りに見えた。丸男をみても、表情を変えない。

「じゃあ、夏休みだ！」

　わたしの頭の中で、『Ｗｅｌｃｏｍｅ夏休み』のパレードが始まる。

　なんてったって、今日は終業式。ちゃっちゃとアラビアータを倒し、明日からの夏休みに備えるんだ！　ルナと海に行ったり、花火を見たり──。思いっきり楽しんでやる！

　ルナが、わたしと丸男に向かって片手をあげる。

「じゃあ、先に教室へ行ってるね」

　わたしは、彼女の背中を見送りながら、丸男に言う。

「あんたも、今日で山に帰れるね。早く丸まる美みちゃんに会いたいでしょ？」

「……帰れるといいんだけどな」

　丸男がボソッと言った。

　あれ？　意外な反応だ。そういや、ミニアンパンをあげたときも、なんだかおとなしかった。

「どうしたの、丸男？　何か腐ったものでも食べたの？」

　わたしが訊きくと、携帯を取り出す。

「聞いてほしいものがある。実験準備室へ行こう」




「……どういう意味だ？」

［きさまらが、あまりに勘違いしているので、警告してやろうと思ったのだよ。このままでは、勝負にならない］

「それは、おれたちに勝てないので『もう勘弁してください』という意味か？」

［まったく、バカと話するのは疲れるのだよ。わたしは、もう最初の一手を打った。その後も、シンクロを利用して、効率的に地球侵略を進めている。なのに、きさまらは、なんの手も打とうとしない。だから、勝負にならないと言ってるのだよ］

「ちょっと待て。『なんの手も打とうとしない』とは、どういう意味だ？　昨日の夜、おまえはもう少しで負けるところだったんだぞ」

［寝言は布団の中で言うのが、地球の決まりではないのかね？　わたしは、さっきまでとても忙しかったのだ。昨日の夜、きさまらと遊んでる時間など無かったのだよ］

「……」

［とにかく、もう少しまじめにやりたまえ］

「……」

［仕方ないから、もう少しヒントをやろう。わたしは、演劇部の『この中に一人、宇宙人がいる！』と国際芸術祭の『Ｗｅ ａｒｅ ｎｏｔ ａｌｏｎｅ』をシンクロさせた。演劇部の舞台を無茶苦茶にすることで、国際芸術祭を失敗させようという計画なのだよ］

「笑わせるな。人類には知恵があるんだ。いくら国際芸術祭が失敗しても、世界中を巻きこむ戦争を簡単に起こすはずがないだろ」

［きみたちは、水が無いと生きられない虚弱な生命だということを忘れてはいけないのだよ］

「……」

［水利権を押さえるだけで、戦争は起きるのだよ。水を巡る争いで、人類は絶滅する──わたしの目には、はっきり見えるのだよ］

「……」

［もっとも、この計画が失敗しても、布石は打ってある。しかし、この布石が効力を発揮し、侵略が終わるのには百年以上かかるのだよ。わたしは気が長いから待つことはできるが、きさまらは待っている間に命がつきてしまうからな］

「……」

［とにかく、少しは抵抗してくれないと、一方的な弱い者いじめになってしまうのだよ。頑張ってくれたまえ］




「……侵略者に励まされるとは、思わなかったぜ」

　丸男が、携帯で録音したアラビアータとの会話を止めた。

　えーっと……。わたしは、まだ事態がよくわからない。さっき聞いた会話を頭の中で再生しながら、丸男に質問。

「今ひとつわかってないかもしれないけど、旧校舎で襲ってきた笑い仮面とアラビアータは、関係が無いってこと？」

「そうらしい。──奴の言うことが本当ならだけどな」

　丸男がいったとき、ソファーに寝転んでいた永と遠わさんが、口を開いた。

「わたしは、笑い仮面とアラビアータが別の宇宙人だと、うすうす気づいてたぞ」

　えー、何それ！　どうして、今まで言ってくれなかったの？

「当然、おまえたちも怪しんでると思ったのだが──」

　哀れむような目で、永遠さんがわたしと丸男を見た。

「最初にアラビアータから電話がかかってきたのは、ファミレスだったな？」

　わたしと丸男はうなずく。

「そのとき、アラビアータは『これから最初の一手を打つ』と言った？」

　また、うなずく。

「しかし、すでにおまえたちは旧校舎で笑い仮面に襲われている。つまり、笑い仮面とアラビアータは違う宇宙人ということになる。Ｑ．Ｅ．Ｄ．」

　はい、納得できました。

「しかし、これでスッキリした。笑い仮面は怖くない。おれたちが相手するのは、あくまでもアラビアータ。奴を倒さなきゃいけないことに、変わりない！」

　うかつだったことを誤魔化すためか、やたら元気に言う丸男。

「でもさ、アラビアータは、どんな手を打ったの？　それがわからないと──」

　わたしが言うと、

「ゾンビウィルスだ」

　永遠さんが、ソファーから立ち上がった。そして、コンピュータの画面にネットニュースを呼び出す。朝見たニュースの続報が流れていた。

「現在、ゾンビウィルスに感染した人間の数は、約五百万人。この数字の意味がわかるか？」

　永遠さんの質問に、丸男はそっぽを向く。──わからないという意味だ。

　わたしは、にこにこした笑顔を返す。──わからないという意味だ。

　溜ため息いきをついてから、永遠さんが紙に数字を書いた。

「考えやすいように、全人口を七十億人、この学校の生徒数を千五百人とする。生徒数と全人口がシンクロしてるとして、生徒一人に対応する世界の人口は──」

　わたしは、頭の中で計算する。

　こんな問題、小学生の時に習った覚えがある。えーっと、七十億を千五百で割って──。

「約四百六十七万人……だいたい五百万人か……」

　わたしが答えを出すより早く、丸男が言った。

「その通り。つまり、本校の生徒一人が感染すると、世界では感染者が五百万人増えるということだ」

「……」

「アラビアータは、最初、一人の生徒にゾンビウィルスを感染させた。その結果、世界で五百万人の感染者が出た。ニュースによると、感染者が増えている。ということは、本校の感染者も増えているということだ」

　わたしの頭の中に、一人の顔が浮かぶ。

「その最初の生徒って……ルナ？」

「おそらくな」

　永遠さんがうなずく。

「アラビアータについて、仮説を立ててみた。宇宙人に、光の速度を超える技術があるかどうかはわからないが、無いという前提で話を進める」

　永遠さんの話が難しくなりそうな予感に、わたしの頭の中で柵さくを飛ぶために羊がウォーミングアップを始める。

「光速を超えられない場合、惑星間航行で問題になってくるのは、距離と時間だ。何十光年、何百光年の距離を旅するのに、生物の寿命は短すぎる」

　うん、まだついていける。

「そこで、宇宙人は母星に実体を残し、意識体だけを円盤に乗せて他星に送った」

「質問！」

　丸男が手を挙げる。

「おれが読んだＳＦには、その問題を解決するのに冷凍睡眠や、何世代もかけて星間飛行するって方法が載ってたぞ」

　丸男の話を聞いていた永遠さんが、首を横に振る。

「生命体そのものを維持するのには、たくさんのエネルギーを使う。しかし、電気信号のような意識体にすれば、データとして媒体に書きこんでしまえばいい。使うエネルギーも、ほとんどいらないだろう。冷凍睡眠などに比べれば、はるかに実用的だ」

「つまり、アラビアータは実体の無い意識体」

　わたしは納得する。同時に、疑問も浮かぶ。

「実体が無いってことは、手も無いってことですよね。なのに、どうやってアラビアータは丸男の携帯に電話をかけたんですか？」

「電話回線の中に入って、丸男の携帯に侵入したんだろうな」

　なるほど。意識体ということは、そんな便利なこともできるのか。

　わたしは思い出す。ファミレスでアラビアータと会話したとき、奴は『わたしは、ここにいるのだよ』と言っていた。文字通り、アラビアータは携帯の中ここにいたんだ。

「その後、丸男は桐きり野の瑠ル菜ナにメールした。このとき、アラビアータは、桐野の携帯に侵入した」

「ひょっとして、昨日、ルナの調子が悪かったのって……」

「原因は、アラビアータだろうな。彼女が携帯を使うときに取り憑つこうとしたか、電磁波による催眠術のようなもので操ろうとしたか……」

　わたしの頭の中で、何かがブチ切れた。今まで、こんなにもアラビアータに対して腹が立っていなかった。地球を侵略すると言われて、ふざけるなとは思ったが、ゲームの対戦相手みたいな感じだった。敵だが、強い憎しみは持っていなかった。

　だけど、今は違う。奴は、わたしの大切な友達に手を出した。

　許せない！

　わたしの怒りに気づかない永遠さんは、冷静に話を続ける。

「その後、アラビアータは桐野瑠菜の携帯を通して仲間を増やした。そいつらの携帯を使い、さらに仲間を増やした。今、いったい何人の人間がアラビアータに操られているか……。考えると、恐ろしいな」

　わたしは、ゾクリとする。どんな状況でも、おもしろさを追求する永遠さんの口から〝恐ろしい〟なんて言葉が出るなんて……。

「わからないことがある」

　丸男が言う。

「アラビアータは、地球人を操ることができるんだろ。だったら、おれに電話をしてきたとき、どうしておれを操らなかったんだ？　そうしたら、その場でアラビアータの勝ちなのに──」

　永遠さんが、大きく溜息をつく。

「将棋で勝ったといえるのは、敵の王将をとったときだ。指してる相手を殴り倒しても、おまえの勝ちにはならん」

　確かにそうだ。わたしは納得したが、あらゆることを頭脳ではなく筋肉で片付けようとするタイプの丸男は、不満そう。

「まぁ、いい。で、操られてる奴らを元通りにするには、どうすればいいんだ？」

「わからん」

　あっさり答える永遠さん。

「精神状態をコントロールしてるのはわかる。しかし、その方法がわからん。わかったとしても、戻す方法があるかどうかも不明だ」

「……」

　ルナ……。さっき見たときは、いつも通りに見えた。でも、あれはアラビアータに操られてる状態だったんだ。

「わたし、ルナを解放したい。永遠さん、なんとか方法を見つけてよ！」

　永遠さんが、頭をガシガシ搔かく。

「ものは考えようだぞ。あと何日かすれば、本校の生徒は全員、アラビアータに操られることになる。つまり、操られてる状態が本来の姿になるということだ」

　そんな……そんなの、ごまかしだ。

「いや、何日も待つ必要は無い。アラビアータは、シンクロを利用すると言っていた。確かに、演劇部の舞台を無茶苦茶にすることで国際芸術祭を失敗させ、世界を紛争に巻きこむ方が手っ取り早い。人類は死に絶える」

　永遠さんの溜息。それは、戦いの終わりを意味した。

「なにか、方法は無いのか？　ワクチンを開発するとか──」

　丸男の言葉に、永遠さんは首を横に振る。

「あるかもしれない。しかし、時間が無い。催眠術を解く方法を見つける前に、人類は終わる。アラビアータの勝ちだ」

「……」

「アラビアータは、勝利を確信したら雑役Ａの携帯に電話してくるだろう。そのときは、教えてくれ。わたしからも、祝福の言葉を言ってやりたい」

　永遠さん……もう完全に諦あきらめちゃってるの……？

「わたしは、これから仮眠をとる。おまえたちも、ご苦労だったな。地球防衛軍は解散だ」

　その言い方は、以前の永遠さん。毎日退屈で、わたしを見つけるたびに「なにかおもしろいことはないか」と絡んでくるときの彼女だ。

　永遠さんが、ソファーに寝転がり目を閉じた。すぐに寝息が聞こえてくる。

　起こそうとするわたしの肩を、丸男がつかむ。そして、首を横に振った。

「やめとけ。こいつは、もう戦う気持ちを無くしている。どれだけ説得しても無駄だ」

「だけど……」

「心配するな。まだ、地球防衛軍は解散してない」

　力強く言う丸男。部屋の隅に置かれた紙袋から、永遠さんが作った地球防衛軍の制服を出し、わたしの眼前にバッと広げた。

「おれとおまえが残ってる以上、地球防衛軍は戦い続ける！」

　……うん、そうだ！　わたしは、大きくうなずいた。まだ負けが決まったわけじゃない。ここであきらめたら、わたしの夏休みが終わってしまう。

　最後まで戦ってやる！

　覚悟を決めたわたしを見て、丸男が微笑む。

「ちなみに、おれが最高司令官で、おまえが副司令官な」

　……いや、そんなこと、どうでもいいから。




　演劇部の公演の関係で、今日の終業式は体育館ではなく講堂で行われる。

　講堂へ向かいながら、丸男と相談する。とにかく、演劇部の舞台を中止させよう。そうすれば、国際芸術祭も中止になるだろう。とりあえず、紛争の原因も無くなる。

　問題は、どうやって中止にするかだ。

「終業式の間に考えろ。おれは、講堂周りや舞台に異常が無いか調べる」

　そう言うと、丸男がスッと消えた。こういうところ、さすが忍者だ。

　講堂の扉は、暑さ対策で、どこもかしこも大きく開かれている。もう式は始まっていて、壇上では校長先生が話していた。

　わたしは、扉の陰を出ると、匍ほ匐ふく前進。カサカサとフロアを這はって、クラスの列に合流。

　やっぱり、おかしい。いつもなら、クラスメイトの「なにやってんだよ、モナミン」の声と同時に、ペシペシと叩かれたり、「おやおやモナミさん、どうしたんですか？」なんて、わざと先生に聞こえるように言われたりするんだけど、それが無かった。

　みんなおとなしい。おとなしすぎる。

　壇上の校長先生を見る。うちの校長の話は長いので有名。今も、「涼しいうちに勉強しましょう」とか「十時までは友達を誘わないようにしましょう」といった、〝どこの小学生向きの話？〟を延々としている。それを、みんな大人しく聞いている。……大丈夫か？

　気持ちの悪い汗が、制服の下を流れる。それは、暑さのせいじゃない。

　終業式が終わった。休憩を挟はさんで、いよいよ演劇部の舞台だ。ルナの様子が気になったけど、今は、舞台を中止させるのが先だ。

　緞どん帳ちようの下りた舞台に上がる。すでに演劇部員が忙しく動き回っている。

「あの……みんな、聞いてください」

　わたしの声は届かない。みんな、まるで何かに取り憑かれたかのようにかけずり回っている。

　副部長の天あま野のさんが、わたしに気づく。

「真ま野の萌奈美君、早く照明のテストをしてくれないか。あと、バミ位置のチェックも──」

「天野さん、大事な相談です。舞台を中止してください！」

　わたしは、天野さんの言葉を遮さえぎって言った。天野さんが、何を言ってるんだという顔をする。

　他の部員も動きを止めて、わたしたちの周りに集まってくる。

　彪ひよう子こさんが言う。

「今になって、どういうことですか？」

「えーっとですね、その……事情を話すと長くなるんですけど、舞台を中止しなければ、世界が終わるんです」

「おもしろい冗談ですね」

　言葉の割に、彪子さんの目が笑ってない。

「どうしたんだよ、真野。いろいろヘマをしたけど、この舞台に向けて、おまえも一生懸命準備してきたじゃないか。それを今さら──」

　江え藤とう君が明るい調子で言う。小こ鳩ばとさんは、目に涙をためている。

「信じられません。どうしてそんなことを言うんです？」

　確かに、みんなのがんばりを知っている。この舞台を成功させたいと、わたしもミスは多いなりに頑張ってきた。

　でも……。

「真野先輩は、入部したてだからわからないんですよ。ここまできて舞台を中止するなんて、ありえないよ」

　柴しば君が言う。彼の指先で、マリオネットが「ダメだ、こりゃ」という感じで揺れる。

　そうだよね、柴君が書いた脚本だもん、誰よりも舞台を成功させたいよね……。

「ああ、すいません、すいません！　なんだかこいつ、朝から風邪気味で妙なことを口走るんですよ。ほら、夏風邪はバカがひくって言うでしょ」

　いつの間にか現れた丸男が、わたしを背中でかばうようにして立っている。

「さぁ、そんなことより早く準備しないと！　もうすぐ、幕が開きますよ！　急いで、急いで！」

　みんなを蹴け散ちらし、わたしの手を取り舞台袖そでに引っ張っていく丸男。

「ちょっと、丸男！　舞台を中止させなくていいの？」

　わたしの言葉に、首を横に振る。

「みんなの様子を見ただろ。おまえがどれだけ言っても、みんなは舞台を中止しない。それに、あれ以上もめたら、舞台がうまく始まらない。結果的に、舞台を台無しにしてしまう」

　舞台が台無し……。それは、世界的な紛争につながっている。

　わたしの頭に、ある考えが浮かぶ。

「ひょっとして……演劇部のみんな、アラビアータに取り憑かれてるの？」

「それは無い。取り憑かれてるのなら、準備を一生懸命する必要が無い、適当にやって舞台を台無しにすればいいんだからな」

　丸男が、舞台にいる五人を見る。

「ここまで来たら、もう成功させるしかない。いくら観客が邪魔をしても──」

　そう言われて、現実の厳しさに気づく。いったい今、何人の生徒がアラビアータに操られているんだろう？　十人、二十人……？　それを丸男と二人で止めることができるんだろうか？

「あと少しで、幕が開く」

　丸男の言葉が、死刑宣告のように聞こえた。







Scene 10　モナミ、舞台に立つ







　幕が上がった。




「あ～、ひどい目にあった」

「まさか、こんなに急に天気が変わるなんて……。運が悪いわ」

「いや、そうともいえないよ。こんな立派な洋館で雨宿りできるなんて、運がいいと思うね」

「誰も住んでないのかな？」

「おれ、館の中を見てきます」




　第一幕第一景──。嵐にあった五人の高校生が、洋館に逃げこんだシーンが演じられている。

　丸まる男おと二人、舞台袖そでで照明装置を操作しながら、時折観客の方も見る。みんな、静かに舞台を見ている。

「お客の反応は、どうだ？」

　舞台袖に入ってきた江え藤とう君が、わたしに訊きく。

「とっても集中してる」

「よっし！」

　拳こぶしを握る江藤君。

　彼と照明係を替わり、わたしは舞台上のキャットウォークで待機してる丸男に目で合図。

［異状は？］

［無し］

　丸男は、普段は懐にしまってるミカヅキを六本、いつでも投げられるよう左右の指の間に挟んでいる。




「もし、あれが空飛ぶ円盤だとして、中に乗ってた宇宙人はどこへ行ったの？」

「……」

「円盤は、不時着したとか墜落したとかいう感じは無い。この洋館の近くを狙って着陸したんだろう」

「ということは、宇宙人は、この洋館の中にいるってこと……？」

「……」

「冷静に考えましょう。今、ぼくたちは五人います。さっき見回った結果、この洋館には他に誰もいません。いてもおかしくない宇宙人がいない」

「何が言いたいんだ！」

「宇宙人が、ぼくらの誰かに取り憑ついている──そう考えないと、計算があいません」




『宇宙人』とか『侵略』という言葉が出るたび、観客にザワリとした空気が広がる。

　舞台袖から観客席を見ているわたしの鼓動が速くなる。雷雲が迫ってきてるときのように、首筋がピリピリする。

　わたしは、舞台袖に隠した超高圧空気砲神かん田だ川がわ改かいＭｋ－Ⅱの位置を、目で確認する。丸男が実験準備室から勝手に持ってきたものだ。

　でも、これを使いたくない。今、この古い講堂は国際芸術祭の会場とシンクロしてるんだ。上演中に空気砲を発射したら、国際芸術祭でも武器が使われることだろう。

　それは紛争の火種を蒔まくのと同じ。

「ヤバイな……」

　キャットウォークから降りてきた丸男が、わたしの頭越しに舞台を見る。

「観客席で、嫌な空気が渦巻いてる。山津波が起きる前みたいだ」

　そのとき、丸男の腕が動いた。

　舞台に向かって飛んできた体育館シューズを、ミカヅキが突き刺し、講堂の天井に貼りつける。ミカヅキの動きが速くて、誰も体育館シューズに気づいてないみたい。

「お見事」

　わたしの誉め言葉にも、丸男は表情を緩めない。鋭い視線が観客席を睨にらみつけている。

「まだ体育館シューズを投げようとしてる奴がいる。でも、ここからだと、迎撃できない」

　ちょ！　どうすんのよ！

「……」

　考えこむ丸男。何か思いついたのか、音響装置のところに行き、ＣＤを漁あさる。

「どうする気？」

　わたしの質問には答えず、逆に訊いてきた。

「おまえ、社交ダンスは得意か？」

　は？　断言していい。社交ダンスが得意な女子高生は、そうそういない。そして、武む蔵さし虹こう北ほく高校では皆無だと──。




「ねっ、どうして宇宙人ってだけで、侵略しに来たとか悪者に考えるのよ。ひょっとしたら、とっても友好的な宇宙人かもしれないじゃない」

「友好的な宇宙人が、どうしてコソコソ隠れてるんだ？　仲良く交流したいのなら、堂々と姿を現したらいいじゃねぇか」

「きっと恥ずかしがり屋なのよ。それか、わたしたちの歓迎会を準備してるんじゃないかしら。サプライズパーティにしたいから、隠れてるのよ」




「今だ！」

　丸男がＣＤの再生ボタンを押す。そして次の瞬間、わたしの手を取ったまま舞台に飛びだした。

　えー！　突然の出来事に、わたしはパニック。

　気がつけば、舞台中央。観客の視線が、矢のように飛んでくる。

「体の力を抜いて、おれに任せろ」

　耳元で囁ささやく丸男。

　音楽が始まった。丸男が、わたしの腕を右から左に引っ張る。それに合わせて、両足が自然にステップを踏む。わたしの腰に手を回し、くるくると回転させる丸男。

　その間に、空いてる手で、メモ紙を柴しば君に向かって投げる。「ダンスが終わったら、アドリブよろしく！」と書かれたメモ紙だ。

　曲のテンポが速くなる。わたしの動きも速くなる。

　丸男の右手が、音楽に合わせて動く。

　カッ！──天井に、体育館シューズが貼りつけられた。

　くるくる回るわたしの体。目も回ってフラフラする。丸男が、わたしの体をリフトアップ。丸男の体の周りを、回転しながら落ちるわたし。

　客席の雰囲気が変わってきた。観客がフロアを足で踏みならし、リズムをとる。そして、手拍子と歓声。よくわからないけど、わたしたちのダンス、受けてるの？

「うぉ～！」

　テンションの上がる観客。この雰囲気だったら、体育館シューズは投げられないだろう。

　丸男もそう思ったのだろう、わたしの耳元で囁いた。

「曲の切れ目で、ワンツー決めポーズ」

　言葉通りに、曲の切れ目でフィニッシュ。割れるような拍手が、舞台を包む。

　わたしと丸男は、観客席に優雅な礼をすると、舞台袖に引っこんだ。




「今の二人は、宇宙人が作ったロボットのようですね。ダンスを見せて、ぼくらを楽しませようとしてることから考えて、宇宙人は、ぼくらと仲良くなりたいのでしょう」

「そうなのかな……？」

「きっとそうよ。ロボットのダンスを見たでしょ。ロボットに社交ダンスを踊らせるなんて、宇宙人も社交的に決まってるわ」




　……さすが、演劇部。アドリブに強い。

　ホッとしてると、丸男が厳しい声で言った。

「気を抜くなよ。いつ、観客席の空気が変わるかもしれないんだ」




「もういいでしょ。この中の誰が宇宙人に取り憑かれててもいいじゃない」

「どうしてだよ！」

「だって、宇宙人が取り憑いたのは、円盤を直したいからでしょ。円盤が直って母星に帰れるようになったら、もう取り憑いてる必要無いんだもん。大人しく帰るに決まってるわ」

「保証は無い」

「わたし、なんだか宇宙人を信用してもいい気がしてきた。そして、できるなら母星に帰るのを助けてやりたい」

「おいおい、どうかしてんじゃねぇのか？　相手は宇宙人なんだぜ。おれたちとは価値観も考え方も違うんだ。そんな奴を信用できるわけないだろ」

「本当に、価値観が違うのかな……。母星に帰りたいなんて、ぼくにはとっても理解できるんだけど」

「幻想だ。人間同士だって、信用できずに戦争してるんだぜ。もっと現実を見ろよ」




　ザワリと空気が揺れた。観客席で、何人かが立ち上がる。それは、強い意志を持った動き。舞台を台無しにしてやろうという気持ちが伝わってくる。

「丸男……。来るよ」

「ああ」

　わたしと丸男は、舞台袖から観客席を見ている。立ち上がる生徒の数が、だんだん増えていく。それは十人や二十人じゃない。百人や二百人でもない。

　全体の三分の二──千人近い生徒が立ち上がった。いや、生徒だけじゃない。先生たちも何人か立ち上がってる。

「読み違えた！……こんなに大勢がアラビアータに操られてるとは……」

　丸男が、唇を嚙かみしめる。

「どうすんの？」

　わたしの言葉に、丸男が考える。

「全員、殺すか……。でも、あいつらを殺したら、シンクロしてる国際芸術祭でも大量の人間が死ぬ。向こうには各国の有力者が集まってる。そいつらが大量に殺されたら……」

　丸男の話を聞いて、わたしは少しショック。殺すのをためらってるのは、シンクロしてるからなんだ。

　わたしの表情を見て、丸男が言う。

「高校生の仲間は殺せない──おれに、そう言ってほしかったのか？　それは無理だ。おれは覚悟を決めてるんだ。丸まる美みと山を守るためなら、ためらいなく殺す」

「……」

「世界を守るには、それぐらいの覚悟がいるんだ」

　……了解。わたしは、丸男の覚悟を受け止める。

「でも、この状況をどうするのよ？　わたしたち二人で、千人もの人間を止められないよ」

　丸男の歯が、ギリリと鳴る。打つ手が無い……。

　すると、江藤君が舞台袖に飛びこんできた。円盤が飛ぶのをイメージしたような電子音を流してから、照明装置の前に座る。

「まったく、マナーの悪い観客たちだぜ。クライマックスなんだ、大人しく座って見てろって」

　手を伸ばし、ライトのスイッチをリズミカルに操作する。

　あれ？　いくつかの照明の向きが、変えられている。本来なら舞台を照らすはずなのに、観客席の方を向いている。

　赤の照明の点滅。その合間に、黄色と青の照明が、チカチカ入る。激しいライトの点滅に、観客の動きが止まった。

　丸男に訊く。

「江藤君……何をしてるのかな？」

「おれにわかるわけないだろ」

　ごもっともな返事。

「よし、これで終わり」

　赤の照明を消した後、まぶしい白い光が、観客を照らした。続いて、最大ボリュームの電子音。わたしと丸男は、思わず耳をふさいで目を閉じた。

　次に目を開けると、立ち上がっていた観客たちが、不思議そうにあたりを見回している。まるで、夢から覚めたみたいな顔をしている。

　わたしは、江藤君に訊いた。

「いったい今、何をしたの？」

「円盤が母星に飛び立つシーンに、音響と照明の演出を入れただけだよ──といっても、わけわかんないだろ？」

　いたずらっ子のような、江藤君の笑顔。

　丸男が、わたしを背に回す。その手には、ミカヅキが握られている。

「おまえ……笑い仮面に取り憑かれてるのか？」

　丸男に訊かれ、なんて答えようかという風に、江藤君が腕を組む。

　少し考えてから、彼の口が開いた。

「正確には、おれたち全員が取り憑かれてるんだ」

　次の瞬間、たくさんの情報が、わたしたちの頭の中に飛びこんできた。驚いた丸男の手から、ミカヅキが落ちる。

　わたしの意識が消える。




　そこは、不思議な場所だった。

　何も無い空間──どこまで広がってるのかわからない。空も地面も無い。目に入るものは、白い色だけ。

　まるで、杏あん仁にん豆腐に包まれてるみたいだ。……いや、本当に包まれてるのかもしれない。

　わたしは、大きな口を開けて、目の前の空間にかぶりつく。

　……歯と歯が勢いよくぶつかっただけ。わたしは哀しい。

「なにやってんだ、アホウ」

　後頭部をパカンと叩たたかれる。振り向くと、丸男が立っている。

「ここ、どこなの？」

「わからん」

　わたしの質問に、丸男が素っ気なく答える。わからないくせに、えらそうな態度だ。

「脱出しようにも、出入り口らしきものも何も無いしな……」

　取りだしたミカヅキを、丸男が前方に投げる。

　まっすぐ飛んでいくミカヅキ。どこまでも飛んでいき、見えなくなった。──と思ったら、

「おわ！」

　振り返った丸男が、後ろから飛んできたミカヅキを受け止める。

「器用なことできるのね、さすが忍者」

　わたしが感心してると、聞き慣れない声がした。

「ああ、危ないで物は投げんほうがええで。空間が閉じとるさかい、自分にぶつかるだけや」

　いや、これ……声じゃ無い。直接、頭の中に響いてくる。

　ひょっとして、精神感応テレパシー！　丸男にも聞こえたのだろう、ビックリした顔をしてる。

「驚いたな……。なんで、関西弁なんだ？」

　いや、ビックリしたのは、そこか？

　辺りを見回す──誰もいない。

「違ちやう、違う。足下、見てみ」

　わたしたちは、視線を落とす。そこには、高さ二十センチくらいの人形──マリオネットが立っていた。これ……柴君が持ってる奴だ。

「話すのは、初めてやな」

　マリオネットが笑ったようだ。







Scene 11　モナミが邯かん鄲たんの夢を見る







　ときどき、まるで大河ドラマのような長い夢を見ることがある。

　でも、どれだけ長い夢でも、見てる時間は短いそうだ。

　邯かん鄲たんの夢──。

　わたしと丸まる男おは、違う時間を体験する。




「まぁ、座りぃな。あんさんら、背が高いで、見上げとると首が痛いとぅなってくるわ」

　マリオネットが、あぐらをかく。わたしと丸男も、その前に座った。

「おまえが、笑い仮面か」

　唐突に、丸男が訊きいた。

「そうや──というか、わしが操った柴しばや。あの子が、一番運動神経が良さそうやからな」

「なるほど」

　うなずく丸男。

「いろいろ訊きたいことがあったが、面倒になってきた。おまえが敵だということがはっきりしたので、それでいい」

　丸男が、火打ち石と油の入った竹筒を出す。

　マリオネットが、慌てて手を振った。

「ちょっと待ちぃって！　まったく、短気な兄ちゃんやな。地球人のくせに、『短気は損気』って言葉も知らんのかい」

　なんで、宇宙人のくせに知ってんのよ？

　でも、丸男は聞いちゃいない。マリオネットの上で竹筒を傾けて油を掛ける。

「宇宙人から、日本語を教えてもらおうと思わない。おまえも、他の星を侵略しにきたんだ。失敗したときには、それなりの覚悟ってやつがあるだろ。ジタバタすると見苦しいぜ」

　火打ち石をカチカチする丸男に、マリオネットの叫び声が頭の中で響く。

「やから、待ちいな！　だいたいなんやねん、侵略って！　わしは、ただの観光客やで！」

　丸男の手が止まった。

　わたしは訊く。

「観光客って……本当に、観光で地球に来たの？」

「正確には、美食グルメツアーやな！」

　勝ち誇ったように言うマリオネット。




「わしが地球に来たんは、六五〇〇万年くらい前かな」

　マリオネットが、昔話を始めた。

「まだ、原始人がウホウホしてた頃？」

　わたしの質問に、頭を抱える丸男。

「おまえは本当に高校生か！　そんな昔に人間がいるわけないだろ。恐竜が絶滅した頃だよ」

　そうか、そんなに昔なのか……。

「グルメツアーって言ったけど、その体で、どうやって食うんだ？」

　丸男の、当然の質問。

「食べるいうても、兄ちゃんらの思てるのとは、ちょっと違うな。生命体のＤＮＡを解析して食材としての情報を取るんや。そこに料理法のデータをあわせたら、どんな味かわかるやろ」

　言ってる意味がわからないけど、わたしの興味は、そんなところにない。

「恐竜も食べたの？」

「それを食べに来たようなもんやからな。やけど、あんまり美う味まいもんやなかった。大味やし、ティラノサウルスみたいな肉食の恐竜は臭いし──。一番口におうたんは、トリケラトプスかな」

　聞いてるわたしの口から、涎よだれが落ちる。

「あのさ、あのさ、どうやって食べるの？」

「あんさんらの料理の仕方と似とるで。それぞれの食材の情報を、ちゃんとした割合で混ぜ合わせる。なんも手ぇ加えんと、純粋に食材の情報を味わいたいとかいう若輩者もおるけど、わしみたいな美食家は、混ぜ合わせることにより食材の美味さを引き出す方がええな」

　同志！　マリオネットの言葉に、スペシャル納豆を思いだす。

　わたしはハンカチを出し、涎を優雅に拭ぬぐってから言った。

「でも、その食べ方だと、恐竜も減らなくていいね。殺して食べるわけじゃないんでしょ？」

「死ぬで」

　あっさり、マリオネットが言った。驚いてるわたしに、

「そりゃそやろ。食うとか食われるってのは、命のやりとりなんや。これは、全宇宙共通やで」

　そうなんだ……。わたしは、食べることを甘く見ていた自分を反省する。確かに、食べるってことは命を奪うってことだもんね。これからは、そのことを忘れずに食事しよう。

「今の話からすると、きさまは意識体か？」

　丸男が訊いた。

「当たり前やん。こんな体の宇宙人がおるわけないやろ」

　マリオネットが、両手を広げる。いや、そんなこと言われても……。

「それに、どんだけ頑張っても光速は超えられへんのやで。何万光年もの星間飛行を実体付きででけへんやろ。そやから、生命情報だけ抜き取って、旅するわけやん」

「根性があっても、光速は超えられないの？」

　わたしの質問に、

「う～ん、ちょっと難しやろな」

　優しく答えてくれるマリオネット。なかなかいい奴じゃないか。

　丸男が腕を組む。

「しかし、六五〇〇万年も地球にいて、よく飽きないな」

「そこやがな、あんさん」

　マリオネットが、「ちょっと聞いとくれよ」って感じで、手を振る。

「この星のいろんなところに行って、あらゆる美食を試して、そろそろ帰ろかなってときに、やってもうたんや」

「何を？」

「ちょっとした事故やな。カナダの山に行ったときのことや。円盤を止めるんに、ディメンションスタビライザーとシールドが壊れかけとんのを忘れてて、クレバスの縁に止めてしもたんや。円盤がクレバスに落ちたときは、心臓が止まるかと思たわ。今思たら、痛恨のミスやで」

　キョトンとしてるわたしたちを見て、マリオネットが補足説明する。

「坂道でサイドブレーキを掛け忘れたようなもんや」

　よし、納得。

「そいで、わしは円盤共々、クレバスの底や。脱出しようにも、裂け目に挟まれて円盤は動かへん。えらい、焦ったで──。やけど、ジタバタしても始まらん。幸い、円盤は壊れてへん。そのうち、なんかの拍子で抜けられるかもしれへんし、最低限の環境維持装置を残して寝とったんよ」

「六五〇〇万年も？」

　マリオネットの首が、コクリと動いた。すごい、三年寝太郎以上だ。

「目ぇ覚ましたんは、一ヶ月ほど前や。そやけど、ビックリしたで。円盤の中で寝とったはずが、なんやわけわからん場所におるやんか」

「どこだったの？」

「この学校の旧校舎──物置の地下や。寝る前は恐竜が伸のし歩いとったのに、目ぇ覚ましたら人間が登場して、世界が一変しとるやんか。えらいカルチャーギャップやったで」

　わたしは、想像する。そりゃ、恐竜の時代から、いきなり現代に来たら驚くでしょうね……。

「おまけに、こんな人形の中に閉じこめられてるし──」

　マリオネットが、自分の手をジッと見る。

「やけどな、現状を嘆いてるだけやったら、なんにもならへん。わしは、物置の地下にあるもんを使つこうて勉強したで。言葉だけやないで。この六五〇〇万年の間に、何があったか。今、地球を支配してる生物は何か──」

　わたしは、思い出す。物置には古くなった百科事典や教科書、図書室の廃棄本があった。そして、言葉が関西弁なのも納得した。あそこには、上方落語のＣＤや吉本新喜劇のＤＶＤがあったもんね。

　丸男が、指を一本伸ばす。

「おれが知りたいのは、一つ。カナダのクレバスに落ちたおまえが、どうしてマリオネットに封じこまれた上に物置の地下で目覚めたのかってことだ」

　伸ばした指を、マリオネットに向ける。

「ひょっとして、シンクロか？」

「ほぅ。兄ちゃん、シンクロを知っとんのか」

　感心したマリオネットのテレパシー。

「いや、知ってるだけで、理解してない。どうして、シンクロなんてややこしいことが起きるのか、おまえはわかるのか？」

「う～ん……」

　マリオネットが、腕を組む。「説明しても、理解でけへんやろ」って気持ちが、ビシバシ響いてくる。

「わしは、実体の無い意識体やから、影響を受けやすかったのかもしれんな。そやけど、この一ヶ月はたいへんやったで」

　ここまで聞いて、以前に聞いた朝のニュースを思い出す。カナダのクレバスを探検隊が調査するって話。そうか、あのクレバスに、マリオネットの円盤が落ちてるのか。

　マリオネットの話が続く。

「勉強してただけやないんやで。母星に帰る方法も考えてたんや」

「帰るって……どうやって？」

「このシンクロしてる状況を利用するんや」

　わたしは、考える。

「演劇部を利用するのね」

「その通りや。演劇部の連中は、この舞台を成功させて廃部を免れようと必死や。そっちにばっか気持ちが行っとるもんで、ごっつ操りやすかったで」

　わたしには、マリオネットが考えてることがよくわかった。

『この中に一人、宇宙人がいる！』の脚本で、宇宙人が母星へ帰れる話を書かせた。この舞台が成功したら、シンクロしてるマリオネットも帰れるという計画だ。

　なるほど。操られてる演劇部員が、この舞台を絶対に中止させないと言い張ったはずだ。

「わたしを襲ったのは、どうして？」

　アラビアータに襲われるのは、円盤を壊したという（納得はできないが）理由がある。でも、マリオネットに恨まれる覚えは無いんだけどな……。

「姉ちゃん、物置に行って大暴れしたやないか」

「大暴れ？」

　……いや、大暴れしたつもりはない。地下への扉を壊してしまい、物置の中の物をぐちゃぐちゃにしてしまったりはしたが、わざとじゃない。不幸な偶然の積み重ねというやつだ。

「あの物置の地下は、カナダのクレバスとシンクロしとるんやで。もし地下室が崩れたら、クレバスも崩れて円盤が潰つぶれてまうやないか！」

「……別に、壊そうなんて思ってないし」

「おまはん、わしを宇宙人と思て、なめたらアカンで！　姉ちゃんが『ミス武む蔵さし虹こう北ほく』ってことは、知れ渡っとるんや！」

　おお、そうなのか！　とうとう、わたしの美び貌ぼうも宇宙規模！

　ニヤニヤしてるわたしを、なんだか哀れむような目で見て、丸男がマリオネットに訊いた。

「そういや、おまえの名前はなんていうんだ？」

「教えたってもええけど、地球人は、よう発音せんのとちゃうかな？」

　マリオネットが教えてくれた名前は、まるで文字化けしたメールみたいなもの。とても発音できなかった。

　丸男が、わたしを見る。何を言いたいのかは、わかる。

　わたしは大きくうなずき、マリオネットをビシッと指さした。

「あんたは、マリオ！　マリオネットのマリオだ！──不満は認めん！」

「……姉ちゃん、センス無いな」

　マリオの不服そうなテレパシーが伝わってくる。でも、本心は、まんざらでもなさそう。

　わたしは、他愛ない思いつきを口にする。

「六五〇〇万年前に、マリオは地球に来たんだよね。その頃に恐竜は絶滅したんでしょ？　絶滅の原因に、マリオが関係してたりして──」

　この思いつきを、みんなで笑い飛ばすつもりだった。なのに──。

「う～ん……」

　深刻な雰囲気で、マリオが腕を組んだ。マッ……マジっすか！

　丸男がマリオに言う。

「恐竜のＤＮＡから情報を取ったと言ったな。そのとき、何か妙なことをしたんじゃないか？」

「……」

　マリオは、何も答えない。でも、なんだか汗を搔かいてるような雰囲気。

「吐はけ！」

　その迫力は、ベテラン刑事以上。マリオは、そっぽを向いて黙秘権をつらぬく。丸男が、また火打ち石と油の入った竹筒を持つ。

「テレパシーは、噓をつけないんだろ。素直になれよ」

　次の瞬間、わたしの頭に、映像が流れてきた。マリオに情報を取られた恐竜が、たくさん死んでいる。その死体は土に返らず、地球には無い病原菌を撒まき散らす。感染力が強く致死率一〇〇パーセントの病原菌。恐竜が絶滅するのに十日もかからなかった。

「いや……恐竜が絶滅したんが六五〇〇万年前なんて、百科事典で読むまで知らんかったんや。まさか、病原菌が発生するなんて……。ほんま、悪気はなかったんやで。そやけど、やってしもたことは取り返せん。ここは、笑って許したるんが、大人の付き合いってやつやろ」

　そして、マリオは笑った。もちろん、わたしと丸男は笑えない。

「おい──」

　丸男が、マリオを持ち上げる。

「おまえ、一ヶ月前に目を覚ましてから、食事したか？」

「いや、忙しうて、まだ食べてへんけど──」

「人間を食べる気は？」

　わたしの質問に、マリオはうなずく。

「そりゃ、せっかく地球に来たんやから食べな損──」

「代わりに、もっと珍しいもの食べさせてあげる。納豆って、知らないでしょ。あと、くさやとか。他にも、おいしいものを持ってくるから！　人間、食べるのは止めようね」

　わたしの言葉に、

「まぁ、それやったらええけど……」

　諦あきらめてくれたようなので、ホッとしたのも束の間、

「やけど、舞台の準備で部員らを動かしまくったやろ。なんや、お腹がすいてしもて……」

「我慢しろ！」

　丸男がビシッと言う。

「おまえが母星に帰るのに全面的に協力してやる。だから、人間に手を出すな。わかったな！」

「くさやと納豆が、わしを満足させてくれたら考えてもええで」

　うっ、これは責任重大だ。わたしが選ぶ納豆と干物に、人類の運命がかかってる！

「大丈夫。この女は、世界で一番くさやと納豆に詳くわしい女だ」

　丸男が、わたしを紹介する。空気を読んだら、ここは大きくうなずくしかない。

「期待しとるで、姉ちゃん」

　わたしの足をポンと叩くマリオ。

「そやけど今は、『この中に一人、宇宙人がいる！』の舞台を成功させるんが先やな」

　マリオの言葉が終わると同時に、わたしの意識が消えた。







Scene 12　モナミが……







　チャリン！

　ミカヅキが床に落ちる音で、わたしの意識が戻った。同時に、フロアの方から盛大な拍手と歓声。

　舞台袖そでから観客の様子を見る。みんな、演劇部の舞台に興奮した顔をしている。

　これって、舞台が成功したってことよね……？

「ありがとうな、真ま野のと丸まる井い」

　そばにいた江え藤とう君が、舞台の方を見ながら、わたしと丸まる男おに言った。

　観客の様子を見ると、みんなアラビアータから解放されたようだ。世界中のゾンビウィルスに感染してる人たちも、だんだん治っていくだろう。

　ということは、人類絶滅の危機は去ったってこと……？

　丸男を見る。少し照れくさそうに、親指をぐっと突きだす丸男。

　……勝ったんだ。

　江藤君が、わたしと丸男の背中をポンと叩たたく。

「舞台に出るぞ。カーテンコールだ」

　わたしたちが舞台に出ると、歓声が大きくなった。彪ひよう子こさんや天あま野のさんが、わたしたちを迎えてくれる。小こ鳩ばとさんが、わたしを抱え上げた。柴しば君の指先のマリオネット。何事も無かったかのように、揺れている。

　小お川がわ先生が舞台に登り、仏頂面のまま彪子さんに向かって右手を差しだした。その手を握り返す彪子さん。何も言わなくても、みんなにはわかる。

　演劇部の存続が決定した瞬間だ！

　歓声の中、丸男の携帯が鳴った。画面には、何も表示されてない。

「……」

　丸男が、イヤホンの片方をわたしてくる。

［まったく見事だったのだよ。まさか、わたしの催眠術を解除するとは──。驚きなのだよ］

　アラビアータの声だ。その口調に、悔しさは無い。

「ふっ、地球人をなめんなよ」

　みんなを解放したのはマリオなんだけど、別に正直に言わなくてもいいわよね。

「萌も奈な美み！」

　ルナが、舞台に上がってきた。その手には花束が握られている。

「おめでとう。萌奈美は舞台に出てなかったけど、すごくよかったわ」

　彼女に誉めてもらい、わたしは大満足だ。……あれ？　わたしの社交ダンス、見てないの？

「その花束、どうするの？」

「月つき影かげ彪子部長にわたそうと思って──。この舞台の成功と、演劇部の存続のお祝い」

　さすが、ルナ。ちゃんと準備しとくなんて、なんて気がつく女性なんだ。

　このとき、わたしは永と遠わさんからの言葉を思い出した。丸男の携帯にアラビアータから電話がかかってきたら連絡するようにと──。それに、地球を侵略から守ったことも伝えないとね。

　携帯を出して永遠さんにかけると、ワンコールで出た。

「萌奈美です。舞台は成功しました。アラビアータの地球侵略は失敗です」

［電話はかかってきたのか？］

　わたしの報告を無視して、永遠さんが訊きいてきた。

「えっ……ああ、はい。今、丸男と話してます」

［そうか］

　すると、唐突に電話は切れた。

　あれ？

「もしもし、永遠さん！」

　返事が無い。……おかしいな。

　そのとき、丸男の携帯から、クックックという笑い声が聞こえてきた。

［実は、頑張った地球人に、祝福の花束を用意したのだよ］

　おお、アラビアータも気が利いているじゃないの。まるで、ルナみたいだ。

［受け取ってくれるかな？］

「……いや、おまえから何かをもらおうとは思わん」

　素っ気なく断る丸男。わたしもアラビアータは大嫌いだけど、花に罪は無いんだから、もらってもいいんじゃないかな……。

［それは残念なのだよ。仕方ない。最初の予定通り、演劇部の部長に受け取ってもらおう］

　え……？

　ザワリと、首筋の毛が逆立つ。なんだか……なんだか、とてつもなく嫌な予感がする。

［さっき、ルナ君に花束を取りに行ってもらった。ちょうどきみたちの踊りが始まった頃だ］

　そのあと、マリオが催眠術を解除した。そのとき、ルナは体育館にいなかった。ということは……ルナはまだアラビアータに操られている！

「ルナ！」

　わたしは、ルナを見た。ルナが、花束を持った両手を彪子さんに向かって伸ばす。

［演劇部の部長は、国際芸術祭の誰とシンクロしてるのだろうね？　ニュースを聞くのが楽しみなのだよ］

　もう、わたしの耳に、アラビアータの声は入ってこない。

　ルナの右手──花束と一緒に、不気味に光るナイフを持っている。

「ダメー！」

　彼女の右手が彪子さんの左胸に向かって伸びる。ダメだ、間に合わない。

　しかし──。

　風が動いた。丸男が、ルナの前に立ちはだかる。その左胸に、彼女のナイフが突き刺さった。時間が止まったようだ。誰も、動かない。

　わたしの頭の中で、アニメのおにぎりが言う。──トッテモ大切ナモノヲ、ナクスデショウ。

　赤黒い塊が、ボタリと床に落ちた。

　噓だ……。丸男が──丸男が死ぬわけない！

「きゃぁー！」

　誰かの悲鳴が、みんなを呪じゆ縛ばくから解き放つ。

　一斉に逃げ出そうとする生徒に向かって、強い光の明滅が浴びせられた。体育館にいる全ての者が、動きを止め、ぼんやり立ち尽くす。照明の操作盤を見ると、マリオがスイッチの上に乗っかっている。みんなを催眠術で止めたんだ。

　わたし……わたしの体は動く。

「丸男ー！」

　わたしは、丸男に駆け寄った。




　……まいったな。

　床に倒れたおれは、薄れゆく意識の中で考える。

　まさか、斜しや天てんの一族であるおれが、女子高生に刺されるとはな……。

　やったことに後悔は無い。こうしなければ、演劇部の部長が殺されていた。それは、世界が終わるきっかけになるだろう。

　そう、だからこれで良かったんだ……。

「丸男ー！」

　この声は、モナミだ。

　はは……。これでもう、こいつに迷惑をかけられないと思うと、ホッとする。

「丸男ー！　目を開けてよ！　丸男ー！」

　そんなに揺すらないでほしい。安らかに死ねないじゃないか。

　すると、頰に何か熱いものが落ちた。

　涙……？

　そうか、おれが死ぬとわかって、モナミは泣いてくれるのか……。

　おれは、最後の力を振り絞って、目を開けた。目の前に、モナミの顔。その目から、熱い涙が──落ちてない。

　……あれ？

　よく見ると、あいつの口元から涎よだれが出ている。それが、ツーッと、おれの頰に落ちてくる。

「ちょっと待て！」

　おれは上半身を起こし、モナミの胸ぐらを締め上げる。

「おまえ、どういうつもりだ！　この場面で流すのは、涎じゃなく涙だろ！」

「へっ、へるぷ、へるぷ！」

　おれの腕をタップするモナミ。おれは、締め上げる力を緩めた。

「丸男……あんた、死なないの？」

　言われて気づいた。

　おれは、生きている。




　ルナのナイフは、正確に丸男の左胸を捉とらえていた。胸ポケットに入っていたミニアンパンが、無残にも突き刺され、赤黒い粒あんが顔を出している。

「丸男ー！」

　呼びかけるが、返事は無い。

「丸男ー！　目を開けてよ！　丸男ー！」

　体を揺するが、反応は無い。ポケットから、粒あんがこぼれる。うう……うまそうだ。こんなときなのに、粒あんに目が行ってしまう。

　思わず出た涎が、丸男の頰に落ちる。

　すると、

「ちょっと待て！」

　丸男が上半身を起こした。こっ、こいつはゾンビか！

　そして、両腕を伸ばして、わたしの胸ぐらを締め上げてくる。

「おまえ、どういうつもりだ！　この場面で流すのは、涎じゃなく涙だろ！」

「へっ、へるぷ、へるぷ！」

　わたしは、丸男の腕をタップして、「まいった」の意思表示。丸男の力が緩む。

「丸男……あんた、死なないの？」

　当然の質問に、

「こんな状況で死ねるか！」

　ふてくされる丸男。ふん、贅ぜい沢たくな奴だ。

「でも、なんで死なないの？」

　丸男も、同じことを思ったのだろう。自分の胸を調べてる。大きく裂けた胸ポケットの下から、地球防衛軍の制服が見える。

「あんた……それを着てたの？」

「今朝、実験準備室で見つけたやつだ。なんといっても、おれは最高司令官だからな」

「まだまだ、おまえに最高司令官の座は譲れんな」

　永遠さんの声がした。固まっている生徒の間を、白衣を着た永遠さんが歩いてくる。前を開けた白衣の下から見えるのは、地球防衛軍の制服だ。

「お疲れだったな、雑役ＡとＢ」

　舞台に上がった永遠さんが、わたしにレースのついたハンカチをわたす。何の意味だろう？

「拭ふけ。──目から涙が出てるぞ」

「え？」

　わたしは、慌てて目にハンカチを当てた。……いつの間に涙なんか出たんだろう？

　永遠さんは、床に落ちている丸男の携帯電話を拾うと、イヤホンを抜いてスピーカーボタンを押した。

「聞こえるか、アラビアータ」

［おまえは、何者なのだね？］

「わたしは、地球防衛軍最高司令官──神かん田だ川がわ永遠」

　永遠さんが、携帯電話に向かって言う。

「この戦いは、我々の勝ちだ。速やかに降伏しろ」

［愚かな提案なのだよ、地球防衛軍最高司令官］

　馬鹿にしたようなアラビアータの口調。

［カウントダウンの時間まで、まだ数時間あるのだよ。それだけあれば、この携帯から移動して、仲間を増やすことができる］

「……」

［わかるかね？　わたしが負けることは無い。人類が絶滅するのは、確定した未来なのだよ］

　勝ち誇ったように、アラビアータが言った。ハッハッハという高笑いが、丸男の携帯からこぼれる。

［許しを請うかね？　泣いて頼むのなら、考えてやらないこともないのだよ！］

「やってみろ」

　ボソッと、永遠さんが言った。

［なんだと？］

「おまえは、今から仲間を増やしに行くんだろ。だから、やってみろと言ったんだ」

［フッ。──それでは、お望み通りやらせてもらうのだよ］

　携帯が静かになった。

　わたしは考える。丸男の携帯の中に入ってるデータ……。ルナにメールした後、丸男はアドレスを消していた。あとは……。

　わたしだ！　わたしが今朝、電話した。そのときの番号が、丸男の携帯に残ってる！　わたしは、自分の携帯を出すと、電源を切る。……これでいいのかわからないけど、電話がかかってくることはない。

　あとは……丸まる美みちゃん！　丸美ちゃんのメアドが入ってる！

　わたしは、丸男と顔を見合わせる。このままだと、丸美ちゃんがアラビアータに操られてしまう！

「永遠さん……」

　アラビアータを早く止めないといけないけど、どうすればいいかわからない……。いや、もう遅いのか？　丸男を見ると、おろおろするばかり。妹が絡んでくると、まったく役に立たない奴だ。

　右往左往するわたしたちにかまわず、永遠さんは照明装置のところに行った。操作盤に乗っているマリオを見つけ、敬礼する。

「お初にお目にかかります。地球防衛軍最高司令官、神田川永遠です」

　わたしは驚いた。永遠さんの敬語──初めて聞いた。

「こりゃまた、えらい別べつ嬪ぴんさんやな」

　うれしそうなマリオの声。あんた、〝別嬪さん〟なんて言葉は、わたしみたいな〝ミス武む蔵さし虹こう北ほく〟にも使わないといけないんだよ。

「地球を侵略者から守るのにご協力いただき、感謝します」

「かまへんよ。わしも、母星に帰るのに協力してもろたし」

「あと二つ、お願いがあるのですが、聞いていただけますか？」

「なんでも言うてぇな。わし、別嬪さんの頼み事は、断らへん主義なんや」

　永遠さんが、丸男の携帯をマリオに見せる。

「これを母星に帰る途中、廃棄していただけますか」

　え？

「ちょ、待てよ。おれの携帯を、どうする気だ！」

　文句を言う丸男を無視し、携帯を耳に当てる永遠さん。

「聞こえたか、アラビアータ。これからおまえは、宇宙に廃棄される。運が良ければ、どこかの惑星が引っ張ってくれるだろう。運が悪ければ、永遠に宇宙の闇を彷徨さまよう」

　永遠さんが、ニヤリと笑った。それは、見たものの背筋が凍るような微笑み。

「地球防衛軍を敵に回したことを後悔するんだな」

［……悔しいのだよ］

　携帯から。アラビアータの声がした。

　わたしは、ホッとする。よかった……。アラビアータは、まだ、丸美ちゃんのところに行ってない。

　あれ？　でも、どうして行かないの……？

　首をひねってるわたしを見て、永遠さんが言う。

「アラビアータは、携帯から出られない。今、武蔵虹北高校の敷地内は妨害電波が出ていて、あらゆる通信機器が使えなくなってるんだ」

　えっと……それって──。

「さっき、防犯システムを作動させた」

　この間の夜、永遠さんの防犯システムのせいで携帯電話が使えなかった。そしてさっき、彼女にかけた電話が唐突に切れた。あれは、防犯システムが作動したからだったんだ。

　つまり、アラビアータは、電話回線に乗って携帯電話から出ることができない。

　丸男が永遠さんに訊く。

「今朝、地球防衛軍を解散するって言ったのは、噓か？」

「その通り。敵をだますには、まず味方からと言うだろ」

　肩を落とす丸男。声には出さないけど、やっぱり最高司令官になりたかったんだろうな……。本当に、男の子ってのは困ったもんだ。

「さて、花束を用意してくれたアラビアータに、地球防衛軍からプレゼントをやろう」

　永遠さんが、白衣のポケットから金属の箱を出す。

「防磁ケースだ。宇宙を漂うおまえには、なかなか素敵なベッドだろう」

［やっ……やめるのだよ］

　恐怖に震えるアラビアータの声。

　ケースに携帯を入れる永遠さん。

「Ｇｏｏｄ ｎｉｇｈｔ、ａｎｄ ｈａｖｅ ａ ｎｉｃｅ ｄｒｅａｍ」

　ゆっくり閉じるケースの蓋ふた。

　……絶望の悲鳴というものを、わたしは生まれて初めて聞いた。

「お願いします」

　永遠さんが、ケースをマリオにわたした。

「了解した。で、もう一つの頼み事は？」

「ここにいる連中の記憶を消してほしいのです。できますか？」

　永遠さんの申し出に、マリオが胸を叩く。

「記憶操作は、面倒くさいんであんまりやりたないんやけど、別嬪さんに頼まれたら断れんな。──で、どれくらいの記憶を消したらええんや？」

「三日前の朝から舞台が終了するところまでを、お願いします」

「承知した。そやけど、舞台に感動した記憶は残しとくで。アフターサービスや」

　永遠さんが、マリオの言葉に微笑んだ。

　マリオが、スイッチを操作する。明滅するライト。

「おっと、みんなの記憶が消える前に、片付けとかないと──」

　丸男は、舞台に落ちてるナイフを拾ったり、天井に貼り付けた体育館シューズをミカヅキで落としたり──。

　わたしは、何かすることがあったかな？

　あっと、とっても大事なことを忘れてた。国際芸術祭で警備してるナル造ぞうに、急いで舞台のことを報告しなきゃ！　こちらと向こうはシンクロしてる。ルナがナイフを出したように、向こうでもなにか危険なことが起こるはずだ。

「なんだ、携帯を使いたいのか？」

　携帯を取り出したわたしを見て、永遠さんが小さなリモコンを出してボタンを押した。

「防犯システムは解除した。これで電話もメールもできるぞ」

　わたしは永遠さんに頭を下げてから、メールを打ち始める。

　でも……なんて打てばいいのだろう？

　迷ってると、マリオが呟つぶやいた。

「あら……？　えらい、早いな……」

　同時に、とても気分が悪くなる。口と鼻を無理矢理ふさがれたような息苦しさ。耳の奥で、黒板をひっかくような音が続く。この気持ち悪さ……。シンクロ？

　マリオが、永遠さんに言う。

「どうやら、帰るときが来たみたいやわ。あと、記憶操作の方は、この赤の照明を『タンタタタンのタンタン』のリズムで打ったら完了や」

「了解しました。あとは、やらせていただきます」

　防磁ケースの上に座るマリオ。

「最後まで面倒みたらんで、すまんな。かわりに、このケースはちゃんと廃棄するでな」

「ちょっと待った！　宇宙に捨てる前に、丸美からのメールを保存させてくれー！」

　丸男の血の叫び。

　わたしだって、まだメールが打ててない。記憶を操作される前に、ルナが丸男を刺したことだけでも書かないと──。しかし、間に合わない。『ルナが』と打ったところで、

「ほな、さいならや」

　マリオと、彼の乗ってる防磁ケースの色が薄くなる。それは、空間に溶けていくような感じ。

　丸男の顔が引きつる。

　……絶望の悲鳴というものを、こんなに早い機会にもう一度聞くとは思ってもみなかった。

　続いて、永遠さんの指が照明装置のスイッチの上で躍った。

　タンタタタンのタンタン……。




　盛大な拍手の音に、わたしはハッとする。袖から舞台を見ると、ルナが彪子さんに花束をわたすところ。その脇では、小川先生がムスッとした顔で、拍手してる。

「良かったね、舞台が成功して──」

　わたしは、照明装置のところにいた江藤君に言った。

「ああ。──って、真野！　なんで、おまえがここにいるんだ？」

　江藤君が、シロアリを見たような声を出し、わたしを指さす。

　あれ？　そういえば、演劇部員でもないのに、なんで舞台袖から芝居を見てるんだ？

「邪魔したな」

　この声に、ビックリする。なぜか、わたしの後ろに白衣を着た永遠さんが立っている。いつも実験準備室にいる永遠さんも、芝居は見たいんだろうか？──でも、なにも舞台袖から見なくてもいいよね。

「ここで何をしてるんですか？」

　わたしの質問を完かん璧ぺきに無視すると、永遠さんは舞台袖を出て行った。不思議な人だ。

　で、もっと不思議なこと。

「○男も、なんでいるのよ？」

「おれは丸男だ！」

　この間、転校していったはずの丸男が、なぜか舞台袖にいる。

「質問に答えなさいよ！」

「いや……おれにも、よくわからねぇ……」

　左胸が大きく破れた制服を着ている丸男。つぶれたミニアンパンをひっつけてるけど、それってファッション？　丸男は、あちこちのポケットを探って、

「おっかしいな……携帯が無い。ああ、そうか。携帯が無いから、いろんなところを捜し回ってるんだ！」

　自分を納得させるように言ってから、わたしを見る。

「モナミ、おれの携帯を知らないか？」

「知るわけないでしょ。今、久しぶりに会ったのに」

「そりゃそうだ」

　うなずく丸男。

「じゃあ、またな」

　丸男が、上に向かって飛んだ。そしてキャットウォークを移動すると、そのまま講堂を出て行った。まったく慌ただしい奴だ。

　そういや、妙なＴシャツが制服の下に見えたんだけど、訊くのを忘れた。

　あと一つ──なにかとてつもなく大切なことを忘れてるような気がする。いったい、何を忘れたんだろう？







Scene 12.5　０ゼロ０ゼロＭｉｃは救われない







　開演時間が迫り、静かな熱気が劇場を満たしている。椅子についた観客は、咳せき払ばらい一つせず、これから始まる舞台への期待を高めている。

　タキシード姿のぼくを、国際刑事警察機構の捜査官だと思う人間はいないだろう。日本から来た一流映画スター、社交界のニューフェイス──そういう類たぐいと間違えるのではないだろうか。

　ぼくは、ロビーの鏡で蝶ちようネクタイの位置を直す。よし、完かん璧ぺきだ。

「ずいぶんファッションに気を遣ってるけど、捜査はどうなってるのかしら？」

　背後に立ったインターリが鏡に映る。

　ぼくは振り返り、ワインレッドのドレスを着たインターリを見た。

「劇場の内外、全て調べました。壁の中や水道管も調べましたが、異状ありませんでした」

「そう……」

　あと数分で幕が開く。舞台が始まったら、あまり目立った捜査はできない。

「そろそろ開幕だわ。舞台袖そでに行くわよ」




　ぼくは、右の舞台袖。インターリは、左で待機。連絡は、無線機で行う。

　緞どん帳ちようの下りたステージの上では、ソレイユが膝ひざを抱えて座っている。

　幕が開くと、ソレイユはゆっくり立ち上がった。ボロボロのシャツとズボン。アクセサリーの一つもつけてない姿から、彼女の孤独が伝わってくる。台詞せりふもない。音楽と効果音だけで、登場人物の気持ちを表している。

　ぼくは観客席を見る。いろんな国の人がいる。ニュースでよく見る各国の権力者や有力者と呼ばれる人たち。資料で見た各国政財界の大物。確かに、ここで何か起きたら、世界が終わるような大事件になるだろう──そう思わせる大物たちが集まっている。

　最前列中央に座ってるのは、ジョージ・ムーンだ。

　その後ろには、イッシュもいる。で、イッシュの隣にいる男を見て驚いた。イッシュの国と敵対してる隣国のレーニス首脳じゃないか！　彼は、別名『微笑みの独裁者』と呼ばれる首脳だ。自国というより、自分の一族の利益のため、イッシュの国の水を買い占めようとしている。つい先日も、国境線付近で、水を巡る小競り合いがあったばかりだ。

　周りには、彼らのボディガードらしき人物はいない。何かあったら、どうする気だ？

「あれ……いいんですか？」

　イッシュの方を指さして、ぼくは無線機に向かって囁ささやく。

「あら？　何か、問題でも？」

「だって、敵国同士が並んで座ってるんですよ。何かあったら、世界的問題じゃないですか」

「大丈夫。彼らは、自分の立場をよく知ってる。戦争などという愚かな行為を起こさないように注意している。心配ないわ」

　彼女の言葉通り、イッシュとレーニス首脳は、仲良く舞台を見ているようだ。時折、微笑み合って、舞台を指さしたりしてる。

　イッシュの持ってる杖つえが倒れて、首脳の足を打った。「すまない」という顔をするイッシュに、「気にしてないさ」というように首脳が杖を返す。杖を受け取り損ねたイッシュの頭を、杖が叩たたく。「わざとじゃないだろ？　だから、怒らないよ」という顔のイッシュ。「わざとも何も、受け取り損ねたのはおまえだろ？」という顔の首脳。「気にしてないからな」という顔のイッシュが、首脳の肩をパンパンと叩いた。「それは、こっちの台詞だ」という顔の首脳が、イッシュの肩をパンパンパンと叩く。「一回多いんじゃないか？」という顔のイッシュ──。

　ぼくは、インターリに向かって、二人を指さす。

「大丈夫。心配ない──と思うわ」

　耳のイヤホンから聞こえる声が、微妙に引きつってる。

　観客席を見回すと、他にも、ちょこちょこと小競り合いらしきものが見える。集中力の無い幼稚園児の群れみたいだ。

　こんな状況で、毒ガスをまかれたら……。ぼくの頰を、冷たい汗が流れた。

「観客席の中に、国際刑事警察機構の捜査官は入ってるんですか？」

「ええ。──でも、彼らが毒ガス犯を見つけたとしても、止めるのは無理ね」

「どうしてです？」

「まず、犯人を殺すのに何秒かの躊躇ためらいがあるわ。仮に躊躇わなかったとしても、周りの客に気づかれないように瞬殺する技術を持ってない」

「……」

「だから、わたしたちがいるのよ」

　インターリが言ったとき、内ポケットで携帯電話が震えた。仕事中、ぼくは携帯に出ない。しかし、このときはなんだか妙に気になった。画面を見ると、モナミンから。ぼくは、メールを開いた。件名は無い。本文は、とても短い。『ルナが』──それだけだ。

「……」

　モナミンがドジっ娘こだってことを、ぼくはよく知っている。だから、書きかけのメールを送信してしまうのも不思議ではない。

　ただ同時に、ぼくはモナミンが不確定要素であることも知っている。不確定要素の彼女が妙な動きをすることで、この世界が救われたり終わりかけたりする。実に恐ろしい存在だ。

　その彼女が、メールを送ってきた。これには、何か意味があるに違いない。

　ぼくは、モナミンに電話をかける。日本は今、お昼。彼女は、延々と昼食を食べてる頃だ。

「もしもし、モナミン──」

［えー、ナル造ぞうじゃない！　どうしたの！──今、どこにいるの？］

「ぼくはＭｉｃだよ」

　訂正すると、慌てた声が返ってくる。

［ああ、そうだったわね。ミックだったっけ？］

　本当はＭｉｃなんだけど、今は緊急事態。細かいことを言ってるときではない。

［で、今どうしてるの？］

「この間も言っただろ。国際芸術祭の警備だよ」

［ふーん、警備会社でバイトしてるんだ。良かったね。自宅警備員じゃない、本物の警備員の仕事が見つかって］

「……」

　なんだか、モナミンの受け答えがおかしい。いや、おかしいのはいつもおかしかったけど、今は特別におかしい。まるで、この間、ぼくと会って話をしたことを忘れてるようだ。ミョウガでも大量に食べたのだろうか？

　いやいや、今は緊急事態。細かいことを言ってるときではない。大事なことを訊きかなければ！

「あのさ、モナミン。さっき、ぼくにメールを送っただろ？　あれって、どういう意味？」

［メール……？］

　不思議そうなモナミンの声。

［そんなの送るわけないじゃない。だって、ナル──ミックと話するの、久しぶりだよ］

　わけがわからなくなってきた。しかし、『ルナが』というメールが届いてるのは事実。

「……ルナは元気？」

［元気よ！　さっき演劇部の舞台が終わって、夏休みの計画を話してるとこ。海に行くんだ！］

「それはいいね」

［ナ──ミックも、一緒に行く？］

「ああ……ぜひ行きたいな」

［そんときは奢おごってよね。なんてったって、警備員のバイト代あるんでしょ］

「いや……警備員じゃなくて、インターポールの仕事なんだけど……」

［インターホンも売ってるの？　あんまり無理しちゃダメだよ］

　ダメだ。会話が、メロドラマのヒロインみたいに、すれ違っていく。

［あっと、これからルナとイチゴフラッペを食べに行くんだった。忙しいから、またね］

　唐突に切られる電話。ぼくは、今の会話でわかったことを整理する。

　モナミンは、相変わらず。

　……以上。そして、今の状況に役立つことは、なにもわからなかった。

　頼れるのは、自分だけ。ぼくは、名探偵になった気分で、モナミンからのメールを見る。

　まず、送信時間。さっき舞台が終わったと言ってたけど、その後すぐにメールを打ったのだろう。つまり、舞台が終わった頃にルナが〝何か〟だったことを伝えようとしたんだ。

　次に、〝何か〟の内容を考える。ルナが、舞台で活躍した──これはない。ルナが演劇部の舞台に出たなんて、モナミンは言ってなかった。ルナが、舞台を見て感動した──これもない。そんなこと、いちいちメールすることではない。彼女は、ぼくが国際芸術祭の警備をしていることを知っている（さっきは、なぜかきれいさっぱり忘れてたけど）。そんなぼくにメールしたってことは、国際芸術祭の警備に関係することに決まっている。

　まさか……。

『ルナが、演劇部の舞台を壊そうとした。だから、シンクロしてるそっちも「ルナ」に気をつけて』──こうメールしたかったのではないか？

　しかし、なんらかの理由で、『ルナが』としか打てなかった……。

『ルナ』の言葉の意味。『月』とか『月の女神』。そして、モナミンのメールは、『月』に気をつけろと言っている。

　確証は無い。でも、迷ってる時間も無い。ぼくは、無線機に向かって言った。

「急いで、月に関係する物を探してください。詳しい説明をしてる時間はありませんが、月が、犯人を示しています」

「でも……月に関係する物って……」

　戸惑うインターリの声。

「ぼくにもわかりません。とにかく、月に関係する物なら、なんでもいいです」

　そう、三日月型のイヤリングでもタイピンでも──。月のイラストが描かれた服、満月のような禿はげ頭──これも関係してるのだろうか？　ぼくは、観客席の一人一人を見ていく。……ダメだ。舞台袖からだと、全ての席を見ることができない。

　何か、手は無いのか？

　舞台では、ソレイユの周りに少しずつ人が集まってきてるところ。彼女の表情が、少しずつ柔らかくなっていく。舞台が、どんどん進んでいる。早くしないと、手遅れになる。

　考えたぼくは、無線機でインターリに訊いた。

「この場面、阿波踊りとコサックダンスとマイムマイムの中で、どれが合うと思いますか？」

「う～ん……。コサックダンスって雰囲気じゃないわね。ＡＷＡＯＤＯＲＩは知らないし──」

「了解！」

　ぼくは、舞台袖から舞台へ出る。ライトがまぶしい。

　大きな動作でタキシードの上着を脱ぐと、観客の視線が集まってくる。少しざわついたが、ぼくの美び貌ぼうが観客の動揺を鎮める。

　ぼくは大きく深呼吸してから、右足を左前にして立つ。そして、マイムマイムのステップを踏んでいく。また、観客が少しざわついたが、すぐにぼくの踊りがマイムマイムだとわかったのか、手拍子が起きる。

　ぼくは、観客席に笑顔を向け、大きく手を振る。そして、近くの出演者と手を打ち合わせる。

　だんだん、舞台にマイムマイムの踊りが広がっていく。

　もちろん、ぼくが舞台に出たのは、マイムマイムを踊るためではない。観客席を一つ一つ丁寧に見るためだ。

　月に関係するもの──。ステップを踏みながらも、ぼくの目は鷹たかのように観客席をチェック。……しかし、月のアクセサリーやタイピンをつけている客はいない。

　踊りながら、舞台袖に戻りインターリに連絡。

「観客席に、怪しい人間はいません」

「それより、上層部がカンカンに怒ってるわ。あなたのダンスで舞台進行がメチャクチャになったって、芸術祭の主催者側が国際刑事警察機構に怒鳴りこんだの」

「捜査のための、やむを得ない行動だったのですが──」

「主催者側も国際刑事警察機構も、そうは思ってないわ」

　さぁ、困った。Ｍｉｃ、大ピンチ！

「こうなったら、ジョージ・ムーンを調べる？」

　インターリが言った。それはぼくも真っ先に考えた。なんといっても、名前に『ムーン月』がついている。でも、自分で作った舞台で、毒ガスをまくはずがない。──その思いが、彼を捜査の対象から外していたんだ。だけど今、他に手がかりが無い……。

　観客席からの拍手。緞帳が下りてくる。第一幕の終了。五分間の休憩だ。

　ぼくは、舞台袖から観客席のジョージ・ムーンのところへ行った。

「おお、きみは、マイムマイムを踊った──」

「Ｍｉｃです。国際刑事警察機構のＭｉｃ」

「そうそう、Ｍｉｃ。ナイスなダンスだったよ！」

　ジョージが、ぼくに抱きつき、背中をパンパンと叩く。

　ぼくは、その耳に向かって囁く。

「ちょっと伺いたいことがあります。一緒に来ていただけますか？」




　ぼくは、ジョージを機械室に押し込む。あたりはポンプやパイプで狭苦しいが、二人が話をするには十分だ。

「いったい何の用だい？」

　油で服が汚れないように注意しながら訊いてくる彼に、ぼくは、天使のような笑顔を向ける。

「実は、毒ガスがまかれるという情報がありまして──」

「ああ。そのようだね。スタッフから聞いている」

「それで、あなたの身体検査をさせてほしいのですが……」

　すると、ジョージ・ムーンは、とても驚いた顔をした。

「このぼくを、身体検査──おいおい、ぼくは舞台監督であり、脚本も書いてるんだよ。そのぼくが、舞台を壊すようなことをするとでも？」

　ぼくも、そう思う。でも、もう他に調べることが無い。

「いや、本当に驚いた。これほど驚く台詞を聞いたのは、八年前のベガスの小劇場以来だ」

　ジョージが、大きな動作で歌うように言う。油で服が汚れるのもおかまいなしだ。

「まったく驚いた。どうして、わかったんだろう？」

　そして、ぼくの目の前にポケットから出したガスボンベを出した。

「毒ガスってのは、大げさだね。暴徒鎮圧用に使う催涙ガス──効果はすごいけど、人体に害は無い……と思う」

　ジョージが、ぼくに向かってポンとボンベを投げる。ぼくは慎重に受け取る。

　両手を広げるジョージ。

「さて、きみは、ぼくをどうする？　たしか、きみやインターリは、毒ガス犯を見つけたら瞬殺するように命令されてるんだろ？──ぼくを、殺すかい？」

　確かに、殺すように命令されている。でも、その前に、ぼくには気になることがあった。

「動機を話してもらえませんか？」

「……」

　ジョージは答えない。

　それは、話したくないというより、どうやって話せばいいかを考えてる顔。

「舞台で騒ぎを起こしソレイユの評判を傷つけ、代わりにインターリを使いたかったとか？」

「うん、それもいいね」

　ぼくの提案を、真面目に考えるジョージ。いや、あんた間違ってるぞ。

「本当はね、ただ単に壊したかっただけなんだろうね」

　ジョージが、ぼくには理解できないことを言いだす。

「なぜです？　せっかくの完成した舞台を──。ソレイユもいい演技をしてるし、観客も喜んでる。あなたもうれしいんじゃないんですか？」

　ぼくの言葉に、ジョージが首を横に振る。

「できあがったものは、そこまでだよ。未来が無い」

「……」

「作ってる間は、本当に楽しいんだ。こうしよう、ああしようって、いろいろ考えて──。なのに、できあがると何もかも急に色あせてしまう。そりゃ、周りの人は、誉めてくれるよ。ぼくの舞台や映画を楽しんでくれる。それはそれで、うれしい。でも、ぼくは、蚊帳の外なんだ」

「だけど……なにも、壊すことないんじゃ……」

　すると、きみには理解できないというように、ジョージが目を伏せた。

　ぼくは腕を組み、ジョージの言葉をしばらく考える。

　破壊のあるところに想像が生まれる。──ジョージは、そう言いたいのだろうか。でも、本当にそうなのかな？　本当に、壊さないと新しいものはつくれないのだろうか？

　考えても考えてもわからないので、結論だけ出す。

「あなたに言いたいことがあるのは、よくわかりました。しかし、この舞台を壊すことは、世界平和のために許すことはできません。ボンベは、預からせてもらいます」

　うなずくジョージ。

「かまわないよ。だいたい、ぼくが壊さなくても、きみがマイムマイムで乱入したことで舞台は壊れたといってもいい」

　え？……観客には受けてると思ったけど、やっぱりまずかったの？

「あと、一つ教えてほしいんだ」

　ジョージが、指を一本伸ばす。

「どうして、ぼくが毒ガスを持ってると思ったんだい？」

　……さて、困った。なんて説明すればわかってもらえるだろうか？

「『ルナ』という言葉の意味をご存じですか？」

　ぼくは、無理矢理説明を始める。




　説明を諦あきらめたとき、もう舞台は終わろうとしていた。ジョージを連れて舞台袖に行く。舞台では、手をつないだ出演者が横一列に並んでいる。ゆっくり下りてくる緞帳。

　インターリの声が、無線機のイヤホンから飛びこんでくる。そういえば、ジョージの話を聞くとき、邪魔になるので、無線機を切っていたんだっけ。

「どこへ行ってたの？　あなたがジョージ・ムーンを拉ら致ちしていったって、大騒ぎなのよ！」

「え？」

「それにくわえて、さっきの舞台への乱入。国際刑事警察機構は、早いところあなたをクビにして、無関係を装いたいようね」

「そんなぁ……。どっちも、職務を遂行しただけですよ」

　ぼくは、ジョージ・ムーンがガスをまこうとしていたことを、インターリに告げる。

「上層部は、どう判断するかしらね。実際、ジョージが持っていたのは毒ガスじゃないんでしょ、まいてもいない。──拉致したあなたの方が、罪を問われそうな雰囲気よ」

「あと、マイムマイムは、観客に大ウケしてました」

「それは、わたしも評価するわ。だから。上層部にも不問にするように言ったの。そうしたら、『そんなの関係ない』って言われたわ」

「……」

「気を落とさないでね。あとで、アルバイト情報誌を買ってあげるから」

「……ありがとうございます」

　ぼくは、お礼を言うしかなかった。




　そうか、クビか……。この仕事、わりと気に入ってたんだけど、まぁ、仕方ないや。心配なのは、日本までの旅費を出してくれるかどうかだ。退職金は無理だろうし……。

　落ちこむぼくの気持ちとは対照的に、観客席は大盛り上がりしている。

　緞帳が上がり、カーテンコール。舞台に並ぶ出演者とスタッフを見て、観客席からの拍手が大きくなる。ライトを浴びて、観客の声援に応こたえる世界の一流スターたち。

　よし、決めた！　やっぱりぼくには、歌って踊れる暗殺者こそがふさわしい。いつか──いつか、ぼくもスポットライトを浴びる暗殺者になってやる！

　見とってや！　やったるで！──と、こういうときに大阪弁になってしまうのはなぜだろう？

　腕を組んで考えてると、視界の隅で何かが動いた。それは、笑顔で手を振る出演者たちとは、明らかに違う動き。

　リュンヌ──ソレイユのマネージャーのリュンヌだ。彼女は、ソレイユの背後に近づくと、持っていたバッグから何かを取り出した。

　それを見たとき、ぼくの体は自然に動いていた。高揚感が支配した舞台を、人の間をすり抜け、風のようにリュンヌのところまで走った。

　彼女の手をつかみ、耳元で囁く。

「ダメですよ、舞台を血で汚しては」

　そして、彼女が持っていたナイフを、ぼくのタキシードのポケットに移した。




　リュンヌを舞台から通路へ移す。今のぼくには、『ルナ』の意味がわかる。太陽の周りを回るのが、月。太陽のように輝くことができず、主役にはなれない。それが月だ。

「大好きなの……でも、大嫌い」

　リュンヌが言う。

「彼女は、いつも自然に振る舞ってる。なのに、わたしが欲しいものをみんな手に入れる。わたしは、彼女の数倍、数百倍、努力している。なのに、わたしの手には何も入ってこない」

「……」

「わたしは、彼女のようになりたかった。でも、どれだけ頑張ってもなれない。せめて、彼女のそばにいようと、マネージャーになった」

　リュンヌの言葉は、ぼくに向かってというより、もう一人の自分に話しかけてるようだ。

「最初は、幸せだった。彼女が大きな舞台に出られるようになるたび、わたしも有名になったような気がした。だけど──」

　彼女の目が暗く光る。

「ソレイユが、インターリに嫉しつ妬とするのを見て、違うと思った。彼女ほどの大女優が、インターリごときを相手にしてはいけない。なのに、彼女はわたしの言うことを聞かない。インターリに嫉妬する彼女は、とても醜い」

「……」

「わたしは、そんなソレイユを見たくなかった。まるで、自分まで醜くなってるように思えた。だから、殺してやろうと思った」

「……」

「彼女は、大好き。でも、殺したいほど憎んでる」

「あなた──間違ってます」

　ぼくは口を開く。

「あなたは、ソレイユじゃない。インターリでもない。あなたは、あなたなんです」

　すると、リュンヌが馬鹿にしたようにフッと笑った。

「当たり前じゃない。あなた、そんな、当たり前のことを言いたいの？」

　ぼくは、言葉が出ない。確かに、彼女の言うとおりだ。

　リュンヌが、不思議そうに首をかしげる。

「でも、どうしてソレイユを殺そうとしてるとわかったの？」

「それは──」

　言いかけたぼくの口が閉じる。なんて言えばいいんだろう？　さっき、ジョージに説明するのにも、すごく時間がかかった。その割に、理解してもらえなかった。

　う～ん……。

　困ったぼくを見て、彼女が大きく息を吐いた。

「だけど良かったわ。あなたにとめてもらえて──」

「……」

「それで、どうするの？　犯人を見つけ次第、ことが大きくならないよう、即時に殺すのが、あなたの仕事でしょ」

　確かにそうだ。ぼくは、殺すように命令されていた。……でも、今のぼくは無職だ。誰からも命令されていない状況。彼女を殺す理由が無い。

　すると、通路の向こうから、元気な声が聞こえた。

「ちょっと、リュンヌ！　そんなとこで何してるのよ」

　ソレイユだ。

「早く、一緒に来なさい。打ち上げが始まるわ。あなたを、みんなに紹介しなきゃいけないの」

　ぼくがいるのを無視して、ソレイユがリュンヌの腕をとる。

「この舞台は、大成功！　もちろん、わたしがすごい女優だからよ。でも、わたしが一〇〇パーセントの能力を出せるのは、あなたがいるからなの。さぁ、一緒に行くわよ！　世界で一番大切な、わたしのパートナー！」

　早口のソレイユ。

　リュンヌの、驚いた顔。ソレイユに引っ張っていかれながら、ぼくの方を見た。何も言わないけど、彼女から感謝の気持ちが伝わってくる。

　ぼくは、リュンヌに向かって軽く手を振る。

　もう、彼女がソレイユを殺そうとすることはないだろう。月は、太陽が無ければ輝けない。そして、月には月の美しさがある──それを、彼女はわかってる。

　だから、何の心配もない。




　さて、残る問題は、これからのぼくの人生。とりあえず仕事を探さないと……。

　日本から遠く離れたバンクーバーで、無職のぼくは途方に暮れる。







Ending　始めと終わりが輪になって







「何を忘れたのか、教えてやろう。昨日までに返却しなきゃいけない図書室の本だよ！」

　その言葉を、正座しながら聞くわたし。

　──正座させられるなんて、いつ以来だろう？

　夏休み初日、蒸し暑い図書室で、わたしは考える。

　二年生になってからは、正座させられてない。去年は、三回だったかな。美術室の石せつ膏こう像を全滅させた件とプールの水を抜いちゃった件と、あとはなんだったっけ……。

「督促状には、『校内引き回しの上、獄ごく門もん磔はりつけ』と書いたが、無論、そんなことはしない。我々は、人権派の図書委員だからだ」

　ずらっと並んだ図書委員。その中央で仁王立ちする図書委員長の白しら川かわ君。銀縁眼鏡に鬱うつ陶とうしい七三分けが、トレードマークだ。

　わたしは、肩より低く下げていた頭を上げる。

「じゃあ、許してくれるの？」

　期待を込めて言った。

　天使の微笑みを浮かべた白川君が、指をチッチッチと振った。

「許せるわけないだろうが！」

「なによ！　ちゃんと本は返したじゃないの！　なのに、罰を与えようって言うの！　よくそれで、人権派なんていえるわね！」

「ふざけんな！　それはな、『万引きしたけど品物を返しゃいいんだろ！』っていうアホウの言い分と同じなんだよ！　いくら本を返しても、返却期日を無視しまくって図書委員の雑務を増やしたおまえの罪は消えねぇんだよ！」

　悪魔の形相の白川君。うん……まぁ、彼の言い分も、もっともだ。

「納得したようだな」

　わたしは、うなずくしかない。

　白川君が、判決を申し渡す。

「よって、真ま野の萌も奈な美みに、罰として『図書室の掃除一週間』を命じる！」

「はは～！」

　わたしは、平伏した。




「ふむふむ。新スポーツ『バロス』五輪新種目として採用されるよう働きかけ……か」

　わたしは、貸しだしカウンターに置かれた新聞を読む。

　バロスというのは、最近流行しつつある球技だ。基本は、バレーボールサイズの球を使う野球──みたいなものかな？　一チーム六人、立方体のコートで行われる。攻撃側は、守備側が投げるボールをバットで打ち、四方の壁についてるリングに放りこめば得点となる。リングは、得点によって大きさが異なる。そして、守備側は、ラクロスで使うような網のついた棒を振り回し、妨害する。簡単に書くと、こんなルール。

　何だろ、このおかしな新スポーツ？　流は行やるとは思えないんだけどな……。

　隣の記事は、カナダのクレバス調査隊に日本政府が納豆をプレゼントしたというもの。「一度くらい失敗しても、納豆を食べて粘り強く頑張ってください」という首相のコメント。こんなこと言ったら、殴られるんじゃないの？──と思ったら、わたしがパカンと殴られた。

「サボるな！　働け！」

　カウンターの中で、図書の修復作業をしている白川君が鬼の形相で睨にらんでくる。

「へ～い」

　わたしは新聞を片付け、モップを持った。

　図書室の窓から見える空が青い。ずっと向こうに、ソフトクリームみたいな入道雲。

　床にモップをかけながら、わたしは溜ため息いき。魔法使いが来て、カボチャの馬車を出してくれないかな……。いや、宇宙人でもいいぞ。そういや、昨日の夜、カナダで未確認飛行物体が多数の人間に目撃されたというニュースをやってたし、この暑い図書室から連れだしてくれるんだったら、宇宙人でも魔法使いでも、なんでも来いだ。

「お～い、真野！　しっかり働けよ！」

「へ～い」

　わたしは、気のない返事。でも、

「模も範はん囚しゆうになったら、刑期を短縮してやるぞ！」

　この言葉に、わたしの目が輝く。

　そうか、真面目にやったら早く解放されるのか！　よーし、頑張るぞ！

「おー！」

　力がわいてきたわたしは、モップを振り上げる。ただ不幸なことに、勢いよく振り上げたモップが、背の高い書架を押した。

　ぐらり……。

　ゆっくり倒れる書架を見て、わたしはなんだか懐かしい気分。これって、デジャ・ビュ？

　そして、なんだかややこしいことの始まる予感……。





〈Ｆｉｎ〉









　あとがき







　どうも、はやみねかおるです。

　あなたが、この本を手に取ってる現在、宇宙人が地球に来てたりします？

　　　☆

　この原稿を半分ほど書いたとき、体が壊れました。

　生まれて初めて蕁じん麻ま疹しんというものにかかったのですが、しんどいものですね。

　手のひらや足の裏まで蕁麻疹が出て、かゆくて精神集中ができません。お医者さんへ行っても、原因がよくわかりません。とにかく、汗を搔かくようなことをするな、激しい運動をするな、よく寝ろ等、注意事項をたくさん教えてもらいました。

　おかげで、締め切りは大幅オーバー。本当に、いろんなところに迷惑をかけてしまいました。あらためて、お詫わび申し上げます。

　　　☆

　体が壊れてるとき、ある有名な怪談にまつわる話を思い出しました。その怪談を上演したり映画にするときは、ちゃんと神社にお参りしてからにしないと、不幸な事故にみまわれるという話です。

　で、モナミの話を書くにあたって、ぼくはどこにもお参りに行ってません（というか、どこに行って何を拝めばいいんですか？）。

　──ひょっとして、この蕁麻疹はモナミの呪い？　あまりに彼女をドジっ娘こに書くので、その復ふく讐しゆうか……？

　そう思ってテレビを見ると、環境破壊の特集をしています。妄想は、膨らみます。

　──環境の悪化が、健康に悪影響を与えることは、みんなよく知っている。なのに、環境破壊が続くのは、切実な問題として考えてないからだろう。もし、この本に出てくるくらい環境と健康がシンクロしてたら、世界はもっと良くなるだろうな。

　そんなことを考えながら、原稿を書くこともできずゴロゴロする日々。せめて、インスタントラーメンのスープは残さず飲み干すことは続けようと思いました（ラーメン等のスープを捨てた水を浄化するのに、きれいな水が大量に必要なんだそうです）。

　　　☆

　それでは、最後に感謝の言葉を書かせていただきます。

　角川書店の坂さか本もと真まさ樹きさん。締め切りを破りまくってしまい、たいへんご迷惑をおかけしました。でも、見捨てることなく待っていただき、本当に感謝しています。

　前作に続き、イラストを描いてくださったカスヤナガト先生。本当にありがとうございました。モナミも丸まる男おも、格好良く描いていただいてるので、彼らも喜んでることと思います。

　奥さんと二人の息子──琢たく人とと彩さい人とへ。もう一度、少々の無茶では壊れないように、体を鍛え直します。心配かけてごめんなさい。……でも、また少々じゃない無茶をしてしまったときは、看病をよろしく！

　そして、本書を読んでくださったあなたへ──。ありがとうございます。また、お目にかかれてうれしいです。またまたお目にかかれるよう、頑張ります。

　　　☆

　それでは、次の物語でお目にかかれることを夢見て──。

　では！

　Good Night, And Have A Nice Dream.

















装画／カスヤナガト

装丁／坂川栄治＋永井亜矢子（坂川事務所）
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